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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Integration を使用してプロダクシ ョ ン環境
に統合ソ リ ューシ ョ ンをデプロイする方法について説明します。 具体的には、 高
可用性、 パフォーマンス、 スケーラビ リ ティ、 およびセキュ リ ティの目標を達成
するための統合ソ リ ューシ ョ ンをデプロイする方法について説明します。 主要な
デプロイ メン トの概念を定義し、 WebLogic Integration ク ラスタ上に統合ソ
リ ューシ ョ ンをデプロイする方法、 WebLogic Integration セキュ リ ティの概要、
プロダクシ ョ ン環境でのパフォーマンスをチューニングする方法について説明し
ます。

WebLogic Integration の概要についてのマ
ニュアル

このマニュアルは、 WebLogic Integration の概要、 および WebLogic Integration 
の機能を統合ソ リ ューシ ョ ンの設計、 開発、 デプロイ メン トのさまざまな段階で
どのよ うに使用するかについて説明した 4 冊のマニュアル シ リーズの 1 つです。
まずこれらのマニュアルで WebLogic Integration の機能を包括的に理解してくだ
さい。 他の 3 冊のマニュアルの内容は、 以下の通りです。

『WebLogic Integration 入門』 － WebLogic Integration の概要について説明し
たマニュアルです。 このマニュアルでは、 異種のフラグメン ト化されたビジ
ネス  システムの集合を駆使した業務展開が追求されるなかで、 今日の E ビ
ジネスが直面している統合問題について概説します。 次に、 WebLogic 
Integration が E ビジネスの統合問題を解決するために提供する  Application 
Integration、 B2B Integration、 Business Process Management、 および Data 
Integration の各機能について説明します。

『WebLogic Integration チュート リ アル』 －サンプル統合アプリ ケーシ ョ ンに
ついて説明したマニュアルです。 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 サプ
ライチェーン ハブをデプロイして、 ビジネス  パートナを接続し、 複数のビ
ジネス  プロセスを自動化し、 バッ クエンドのエンタープライズ情報システム
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を統合します。 このマニュアルでは、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンの設定およ
び実行方法と、 WebLogic Integration を使用して統合ソ リ ューシ ョ ンを構築
および開発する方法について学習します。

『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンの設計』 － BEA WebLogic Integration 
環境で統合ソ リ ューシ ョ ンを設計する方法について説明したマニュアルで
す。 このマニュアルでは、 主要な設計概念を定義し、 包括的に解析されたビ
ジネスおよび技術的な要件に基づいて統合要件を決定する方法、 および高可
用性、 スケーラビ リ ティ、 パフォーマンスなどの設計目標を達成するための
統合アーキテクチャを設計する方法について説明します。

上記のマニュアルをはじめ、 各種の WebLogic Integration マニュアルを、 次の 
URL で入手できます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/index.html

これらのマニュアルの内容を理解したら、 WebLogic Integration の機能に関する
詳細マニュアルに進んでください。

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

第 1 章 「はじめに」 では、 デプロイ メン トの リ ソース、 概念、 タスク、 デプ
ロイ メン ト  チーム メ ンバーのロールを含めた、 WebLogic Integration のデプ
ロイ メン トのアーキテクチャについて説明します。

第 2 章 「WebLogic Integration ク ラスタについて」 では、 1 つのまとま りで
管理されるサーバの集ま りであるク ラスタ上に、 統合ソ リ ューシ ョ ンをデプ
ロイする方法について説明します。 主要なク ラスタ化の概念、 設計タスク、
およびク ラスタ  デプロイ メン トのコンフ ィグレーシ ョ ン方法について説明し
ます。

第 3 章 「ク ラスタ  デプロイ メン トのコンフ ィグレーシ ョ ン」 では、 ク ラスタ
環境で WebLogic Integration を設定およびコンフ ィグレーシ ョ ンする上で必
要な手順について説明します。

第 4 章 「WebLogic Integration の高可用性」 では、 WebLogic Integration アプ
リ ケーシ ョ ンの高可用性の実現方法について説明します。

第 5 章 「WebLogic Integration セキュ リ ティの使い方」 では、 セキュアな 
WebLogic Integration デプロイ メン ト を設定する方法について説明します。

第 6 章 「パフォーマンスのチューニング」 では、 WebLogic Integration デプ
ロイ メン トでのパフォーマンスに関する主要な考慮事項と、 システムのパ
フォーマンスをモニタする方法について説明します。 WebLogic Integration 
のリ ソース、 ハード ウェア、 オペレーティング システム、 ネッ ト ワーク接
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続、 およびデータベースのパフォーマンスをチューニングする方法について
説明します。

対象読者

このマニュアルは主に、 次のユーザを対象と しています。

統合ソ リ ューシ ョ ンのためのデプロイ メン ト  ト ポロジの設計や、 1 つまたは
複数のサーバへのさまざまな WebLogic Integration 機能のコンフ ィグレー
シ ョ ンといった、 デプロイ メン ト作業を調整するデプロイ メン ト  スペシャ リ
ス ト

プロダクシ ョ ン環境で WebLogic Integration を設定、 デプロイ、 および管理
するシステム管理者

プロダクシ ョ ン環境で WebLogic Integration のデータベース管理システムを
設定、 デプロイ、 および管理するデータベース管理者

WebLogic Integration のアーキテクチャの概要については、 『WebLogic 
Integration 入門』 を参照して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Integration のマニュアル CD で入手でき
ます。 PDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一部
分） を書籍の形式で印刷できます。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。
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関連情報

WebLogic Integration のインス トールおよびコンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードの
実行の詳細については、 『WebLogic Platform インス トール ガイ ド』 および 『コ
ンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザード  の使い方』 を参照して ください。 次の URL にあ
り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/index.html

WebLogic Integration のマニュアルは次の URL にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/index.html

WebLogic Server のマニュアルは次の URL にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/index.html

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の製品のバージ ョ ンをお書き添えくださ
い。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号

会社の名前と住所

お使いの機種と コード番号

製品の名前とバージ ョ ン

問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディ レク ト リ、 およびファイル名とその
拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト
も示す。

例
#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅テ
キスト

コード内の重要な箇所を示す。

例
void commit ( )

斜体の等幅テ
キスト

コード内の変数を示す。

例
String expr

すべて大文字
のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1
SIGNON
OR
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{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな
い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し
ない。

例
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号
は入力しない。

... コマンド ラインで以下のいずれかを示す。

引数を複数回繰り返すこ とができる

任意指定の引数が省略されている

パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されているこ とを示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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1 はじめに

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンをプロダクシ ョ
ン環境にデプロイする方法について説明します。 以下の節では、 WebLogic 
Integration を組織にデプロイする際の主要な概念およびタスクを紹介します。

デプロイ メン トの目標

主要なデプロイ メン ト  タスク

統合ソ リ ューシ ョ ン デプロイ メン トのロール

デプロイ メン トのアーキテクチャ

主要なデプロイ メン ト  リ ソース

デプロイメン トの目標

WebLogic Integration は、 企業が新しいアプリ ケーシ ョ ンを開発し、 それらを既
存システムに統合し、 ビジネス  プロセスを効率化し、 ト レーディング パートナ
に接続するための機能を提供する、 単一の統合化されたプラ ッ ト フォームです。
WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンをデプロイする場合は、 以下の目標につい
て検討して ください。

高可用性。 デプロイ メン トは、 ハードウェアやネッ ト ワークで障害が発生し
たと きにはフェイルオーバーが機能し、 可用性が十分に確保されていなけれ
ばなり ません。

パフォーマンス。 デプロイ メン トでは、 負荷のピーク時でもそれ以外のと き
でも十分なパフォーマンスが発揮されなければなり ません。

スケーラビ リ ティ。 デプロイ メン トでは、 コードの変更ではなくハード ウェ
ア リ ソースを追加するだけで、 予期される負荷の増加に対応できる必要があ
り ます。

セキュ リ ティ。 デプロイ メン トでは、 無認可アクセスや改ざんからデータが
十分に保護されなければなり ません。
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1 はじめに
WebLogic Integration デプロイ メン トでは、 これらの目標やそれ以外の目標も達
成するこ とができます。

主要なデプロイメン ト  タスク

WebLogic Integration のデプロイには、 以下のタスクの一部またはすべてを実行
する必要があ り ます。

1. WebLogic Integration デプロイ メン トの目標の定義。 1-1 ページの 「デプロイ
メン トの目標」 を参照して ください。

2. WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンのク ラスタへのデプロイ。 そのため
には、 まず、 ク ラスタを設計する必要があ り、 設計に着手するにあたって
は、 WebLogic Integration デプロイ メン トのコンポーネン ト を理解する必要
があ り ます。 第 2 章 「WebLogic Integration ク ラスタについて」 で、 用途に
最適の環境を設計する上で役立つこれらのコンポーネン トについて説明しま
す。

3. 高可用性を実現するための、 ク ラスタ環境への WebLogic Integration アプリ
ケーシ ョ ンのデプロイ。 そのためには、 アプリ ケーシ ョ ンを第 3 章 「ク ラス
タ  デプロイ メン トのコンフ ィグレーシ ョ ン」 の説明に従ってコンフ ィグレー
シ ョ ンする必要があ り ます。

4. WebLogic Integration デプロイ メン トのセキュ リ ティ設定。 第 5 章
「WebLogic Integration セキュ リ ティの使い方」 を参照してください。

5. 第 6 章 「パフォーマンスのチューニング」 の説明に従ったシステム全体のパ
フォーマンスの最適化 （WebLogic Integration デプロイ メン トの起動後）。
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統合ソ リ ューシ ョ ン デプロイ メン トのロール
統合ソリューシ ョ ン デプロイメン トのロー
ル

統合ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メン ト を成功させるには、 デプロイ メン ト  チー
ムに、 以下のロールを遂行する メンバーが参加している必要があ り ます。

デプロイ メン ト  スペシャ リ ス ト

WebLogic Server 管理者

データベース管理者

一人で複数のロールを担当するこ とができ、 また、 すべてのロールがあらゆるデ
プロイ メン ト  シナリオで等程度の関連性を持つわけではあ り ませんが、 デプロ
イ メン ト を成功させるには、 各ロールを担当する メンバーによる協力が必要で
す。

デプロイメン ト  スペシャリスト
デプロイ メン ト  スペシャ リ ス トは、 デプロイ メン ト作業を調整します。 デプロ
イ メン ト  スペシャ リ ス トは、 WebLogic Integration 製品の機能について十分な知
識を持っています。 1 つまたは複数のサーバ上で WebLogic Integration の各種の
機能をコンフ ィグレーシ ョ ンする方法についての知識に基づいて、 統合ソ リ ュー
シ ョ ンのデプロイ メン ト  ト ポロジの設計に際して専門的な判断を下します。 デ
プロイ メン ト  スペシャ リ ス トは、 以下の分野の経験を持っています。

リ ソース要件の分析

デプロイ メン ト  ト ポロジの設計

プロジェク トの管理
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1 はじめに
WebLogic Server 管理者
WebLogic Server 管理者は、 組織にデプロイされている  WebLogic Server に関す
る深い技術知識と運用知識を提供します。 ハード ウェアおよびプラ ッ ト フォーム
に関する知識があ り、 インス トール、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 モニタ、 セキュ リ
ティ、 パフォーマンスのチューニング、 ト ラブルシューティングなどの管理作業
をはじめとする  WebLogic Server デプロイ メン トのあらゆる面を管理した経験が
あ り ます。

データベース管理者

データベース管理者は、 組織にデプロイされているデータベース  システムに関
する深い技術知識と運用知識を提供します。 WebLogic Server 管理者は、 以下の
分野の経験を持っています。

ハード ウェアおよびプラ ッ ト フォームに関する知識

リ レーシ ョナル データベース （RDBMS） のあらゆる側面を管理した経験。
インス トール、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 モニタ、 セキュ リ ティ、 パフォーマ
ンスのチューニング、 ト ラブルシューティングなどの管理作業が含まれま
す。
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デプロイ メン トのアーキテクチャ
デプロイメン トのアーキテクチャ

次の図は、 WebLogic Integration デプロイ メン トのアーキテクチャの概要を示し
ています。

図 1-1   WebLogic Integrationデプロイメン トのアーキテクチャ

次の節では、 図で説明したこれらのリ ソースについて説明します。

主要なデプロイメン ト  リソース

こ こでは、 デプロイ メン ト時に変更可能な リ ソースの概要を説明します。

WebLogic Server リ ソース

Business Process Management リ ソース

B2B Integration リ ソース

Application Integration リ ソース

リ レーシ ョナル データベース管理システム リ ソース

ハード ウェア、 オペレーティング システム、 およびネッ ト ワークの リ ソース
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1 はじめに
WebLogic Server リソース
この節では、 WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メン トに最も関連
性の高い BEA WebLogic Server リ ソースの概要を説明します。 これらのリ ソー
スをコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 WebLogic Server Administration Console ま
たは EJB デプロイ メン ト記述子を使用します。

WebLogic Server には、WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンをサポート されてい
る環境に合わせてデプロイするためのコンフ ィグレーシ ョ ン オプシ ョ ンおよび
調整可能な設定が用意されています。 以下の節では、 WebLogic Integration デプ
ロイ メン トに最も関連性の高い WebLogic Server でコンフ ィグレーシ ョ ンできる
機能について説明します。

ク ラスタ化

Java Message Service

EJB プールおよびキャ ッシュ

JDBC 接続プール

実行スレッ ド  プール

J2EE コネクタ  アーキテクチャ

クラスタ化

負荷処理能力を拡大するため、 WebLogic Server をク ラスタ、 つま り  1 つの単位
と して管理可能な一群のサーバ上で実行するこ とができます。 ク ラスタ化する
と、 1 つのサーバよ り もスケーラブルなデプロイ メン ト  プラ ッ ト フォームを実現
できます。 ク ラスタ化の詳細については、 第 2 章 「WebLogic Integration ク ラス
タについて」 を参照して ください。

Java Message Service
WebLogic Java Message Service (JMS) を使用する と、 メ ッセージを交換 （作成、
送信、 および受信） する メ ッセージング システムを Java アプリ ケーシ ョ ン間で
共有できます。 WebLogic JMS は、 Sun Microsystems, Inc. の Java Message 
Service 仕様バージ ョ ン 1.0.2 に基づいています。
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主要なデプロイ メン ト  リ ソース
JMS サーバはク ラスタ化できるので、接続ファ ク ト リ を  WebLogic Server の複数
のインスタンス上にデプロイするこ とができます。 また、 JMS イベン トの送り
先をコンフ ィグレーシ ョ ンして、 ワークフローの通知およびメ ッセージを処理す
るこ と もできます。 1-10 ページの 「Business Process Management リ ソース」 を
参照してください。

WebLogic JMS の詳細については、 以下の ト ピッ クを参照して ください。

次の URL にある 『WebLogic JMS プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic 
JMS の概要」

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jms/intro.html

JMS のコンフ ィグレーシ ョ ンおよびモニタの詳細については、 次の URL に
ある 『BEA WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「JMS の管理」 を参照して く
ださい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/jms.html

EJB プールおよびキャッシュ
WebLogic Integration デプロイ メン トでは、 EJB の数がシステムのスループッ ト
に影響します。 システム内の EJB の数を調整するには、 EJB の型に応じて、 EJB 
プールまたは EJB キャ ッシュを使用します （プールおよびキャ ッシュのサイズ
のコンフ ィグレーシ ョ ンについては、 6-4 ページの 「その他の EJB のプール サイ
ズおよびキャ ッシュ  サイズをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照）。 次の表で
は、 EJB のタイプとそれらに関連付けられた調整可能なパラ メータについて説明
します。

表 1-1  EJB の調整に使用するパラ メータ

グループ名 説明 リソース グループの種類

イベン ト  リ スナ 
メ ッセージ駆動
型 Bean

max-beans-in-free-pool1 キューから作業を取り出すリ スナ
の最大数。

ステート レス  
セッシ ョ ン Bean

max-beans-in-free-pool1 作業要求に利用できる  Bean の最大
数
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1 はじめに
JDBC 接続プール
Java Database Connectivity (JDBC) を使用する と、 Java アプリ ケーシ ョ ンから  
SQL データベース内のデータにアクセスできます。 データベース接続の確立に
関連するオーバーヘッ ドを抑えるため、 WebLogic JDBC には、 DBMS との接続
ですぐに利用できる接続プールが用意されています。

JDBC 接続プールは、 DBMS 接続を最適化するために使用されます。 JDBC 接続
プールのサイズをコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とで、 WebLogic Integration のパ
フォーマンスをチューニングできます。 WebLogic Integration ク ラスタにおける  
JDBC 接続プールのサイズの決定に関する詳細は、 6-6 ページの 「JDBC 接続
プールのサイズをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。 設定値が小
さすぎる と、 接続が利用可能になるまでの WebLogic Integration の待機時間が長
くな り ます。 設定値が大きすぎる と、 DBMS のパフォーマンスが低下します。

WebLogic JDBC 接続プールの詳細については、 以下の節を参照して ください。

次の URL の 『WebLogic JDBC プログラマース  ガイ ド』、 「WebLogic JDBC 
の概要」 の 「接続プールの概要」

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/jdbc/intro.html

次の URL の 『BEA WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「JDBC接続の管理」

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/jdbc.htm
l

ステート フル 
セッシ ョ ン Bean

 max-beans-in-cache 同時にアクティブにできる  Bean の
数設定値が小さすぎる と、
CacheFullExceptions が発生しま
す。 設定値が大きすぎる と、 メモ
リ使用量が非常に大き くな り ます。

エンティティ  
Bean

1. WebLogic Server マニュアルでは、 max-beans-in-free-pool ではなく、 実行スレッ ドの数を設
定するこ とを推奨しています。 ただし、 WebLogic Integration 環境では、 実行スレッ ドの数を設定するよ
り も、イベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean の max-beans-in-free-pool 設定を指定するこ とに
よって負荷を制御する方が効率的です。

表 1-1  EJB の調整に使用するパラ メータ  (続き )

グループ名 説明 リソース グループの種類
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主要なデプロイ メン ト  リ ソース
実行スレッ ド  プール
実行スレッ ド  プールによって、 WebLogic Server 上で同時に実行可能なスレッ ド
数が決ま り ます。 設定値が小さすぎる と、 順次処理が行われるよ うになるので、
デッ ド ロ ッ クが発生する可能性があ り ます。 設定値が大きすぎる と、 メモ リ使用
量が非常に大き くな り、 スラ ッシングが発生する可能性があ り ます。

実行スレッ ド  プールは、 実行する可能性のあるすべてのスレッ ドを実行できる
だけの大きさに設定しますが、 システム内でのコンテキス トの過剰な切り替えに
よ りパフォーマンスが低下するほどには大き く しないでください。 実行スレッ ド
数によって、 着信ソケッ ト  メ ッセージを読み出すスレッ ド （socket-reader ス
レッ ド） の数も決ま り ます。 この数は、 デフォルトでは、 実行スレッ ド数の 3 分
の 1 です。 数が小さすぎる と、 ソケッ ト を読み出すスレッ ドの競合が発生し、
デッ ド ロ ッ クが発生する場合があ り ます。 稼働システムを監視して、 スレッ ド  
プールの最適の値を経験的に決定してください。

実行スレッ ド  プールのコンフ ィグレーシ ョ ンについては、 6-7 ページの 「実行ス
レッ ド  プールをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照して ください。

実行スレッ ド  プールの調整に関するこれらの推奨事項は、 WebLogic Integration 
のパフォーマンスの最適化に役立ちます。 ただし、 WebLogic Integration 環境で
は、 メ ッセージ駆動型 Bean の数を制御するこ とが負荷を抑える方法と して最適
です （1-7 ページの 「EJB プールおよびキャ ッシュ」 参照）。

J2EE コネクタ  アーキテクチャ
WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャ （JCA） は、 J2EE プラ ッ ト フォームと  
1 つまたは複数の異種エンタープライズ情報システム （EIS） を統合します。
WebLogic JCA は、 Sun Microsystems, Inc. の J2EE コネクタ仕様、 バージ ョ ン 
1.0、 最終草案 2 に基づいています。

WebLogic J2EE-CA の詳細については、次の URL にある 『BEA WebLogic Server 
管理者ガイ ド』 の 「WebLogic J2EE コネク タ  アーキテクチャの管理」 を参照し
てください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/jconnector
.html
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1 はじめに
Business Process Management リソース
 WebLogic Integration では、 Business Process Management (BPM) 機能を使用し
て、 ビジネス  プロセスを定義および実行します。 BPM 機能の概要については、
『WebLogic Integration 入門』 の 「Business Process Management」 を参照して くだ
さい。

以下の節では、WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンをデプロイするための BPM 
機能について説明します。

BPM リ ソースの概要

BPM リ ソースの種類

BPM 作業シーケンス

BPM リ ソースは、 ク ラスタ、 つま り  1 つの単位と して管理可能な一群のサーバ
上で動作するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 ク ラスタ化および BPM の
詳細については、 第 2 章 「WebLogic Integration ク ラスタについて」 を参照して
ください。
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主要なデプロイ メン ト  リ ソース
BPM リソースの概要
次の図は、 ク ラスタ内の 1 つのノード用の BPM リ ソースを示しています。

図 1-2   BPM EJB リソース

次の 「BPM リ ソースの種類」 の節では、 これらのリ ソースについて説明します。

BPM リソースの種類
BPM では、 WebLogic JMS （1-6 ページの 「Java Message Service」 を参照） を使
用して、 エラーや監査メ ッセージだけでなく、 ワーク リ ス ト 、 時刻、 およびイベ
ン ト通知もやり取り します。 BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは、 これらの
メ ッセージを XML イベン ト と して JMS イベン ト  キューに送信します。 BPM で
は、 イベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean を使用して、 イベン ト  キューに送
られた XML イベン ト を処理し、 BPM エンジンの実行中のインスタンスに配信
します。
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1 はじめに
WebLogic Server Administration Console を使用してカスタム メ ッセージ キュー
を作成し、 MDB Generator ユーティ リ ティを実行して、 キューでイベン ト を リ ス
ンするイベン ト  リ スナ Bean を生成し、 新しいイベン ト  リ スナ Bean を認識する
よ う  BPM のコンフ ィグレーシ ョ ンを更新します。 詳細については、 2-19 ページ
の 「新しいプールを作成する」 を参照してください。

以下の節では、 BPM をク ラスタ環境に合わせてコンフ ィグレーシ ョ ンした り、
BPM のパフォーマンスをチューニングした りする際に使用できる リ ソースの種
類について説明します。

ワークフロー プロセッサ Bean

イベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean

テンプレート  Bean

テンプレート定義 Bean

インスタンス  Bean

イベン ト  キュー

Worklist コンソール （非推奨）

ワークフロー プロセッサ Bean

ワークフロー プロセッサ Bean は、 開始 / イベン ト  ノードから停止 / イベン ト
ノード （静止状態から静止状態） まで進むワークフローを実行するステート フル 
セッシ ョ ン Bean です。 ワークフロー プロセッサ Bean は、 イベン ト  リ スナ 
Bean、 Worklist ク ライアン ト 、 および他のワークフロー プロセッサ Bean からの
作業を受け入れます （サブワークフロー使用時）。

ワークフロー プロセッサ Bean はシステムの負荷に基づいて実行時に開始される
ため、 実行時のワークフロー プロセッサ Bean の正確な数は絶えず変化します。
一度にアクティブになるワークフロー プロセッサ Bean の数は、ワークフロー プ
ロセッサ Bean プールのサイズによって決ま り ます。 Bean の数がプールのサイズ
を超える と、 プール内の Bean が利用可能になるまで、 超過分の Bean のパッシ
ベーシ ョ ンが行われます。 一般に、 プールのサイズは、 小さすぎるよ り も大きす
ぎる方が問題は少なくな り ます。 詳細については、 6-4 ページの 「その他の EJB 
のプール サイズおよびキャ ッシュ  サイズをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照
して ください。
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主要なデプロイ メン ト  リ ソース
ワークフロー プロセッサ Bean はク ラスタにデプロイされます。 WebLogic 
Server は、 ク ラスタ内の各ノードがワークフロー プロセッサ Bean のローカル コ
ピーを使用するよ うに、 ク ラスタ化システムを最適化します。

イベン ト  リスナ メ ッセージ駆動型 Bean

イベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean は、 イベン ト  キューから作業を取り出
し、 ワークフロー プロセッサ Bean に送信します。 イベン ト  リ スナ Bean は、
ワークフロー プロセッサ Bean が実行を完了するか、 新しい作業をキューから取
り出す前に静止状態に達するまで、 待機します。

イベン ト  リ スナ Bean は、順序付けされていないメ ッセージ用のプール サイズが
コンフ ィグレーシ ョ ンされており、 順序付けされている メ ッセージには一連の単
一 Bean （使用可能なプール サイズ 1 を設定した名前付き  Bean） からなるプール
を使用します。 『BPM ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング』 の
「JMS 接続の確立」 にある 「複数のイベン ト  キューに対する メ ッセージ駆動型 
Bean の生成」 を参照して ください。

これらのプールの組み合わせによって、 イベン トから開始された場合に同時に実
行できるワークフロー数が決定されます。

テンプレート  Bean

テンプレート  Bean は、 実行するワークフロー テンプレート を格納するエンティ
ティ  Bean です。 通常、 テンプレート  エンティティ  Bean プールのサイズは、 同
時に実行するワークフロー テンプレート （インスタンス数ではなく ワークフ
ロー数） の最大数と等し くする必要があ り ます。 一般に、 プールのサイズは、 小
さすぎるよ り も大きすぎる方が問題は少なくな り ます。 テンプレート  エンティ
ティ  Bean はク ラスタ化できる （ク ラスタ対応スタブ） ので、 ク ラスタ内の他の
ノードのワークフロー プロセッサ Bean で使用できます。

テンプレート定義 Bean

テンプレート定義 Bean は、 実行するワークフロー テンプレート定義を格納する
するエンティティ  Bean です。

ビジネス  プロセスは、 データベースにワークフロー テンプレート と して保存さ
れます。 これらのテンプレートは、 異なるバージ ョ ンのワークフローを保存でき
るよ うに、 基本的には空のコンテナです。 また、 複数の組織に関連付けるこ とが
できます。 テンプレートには、 テンプレート定義が格納されますが、 それらは、
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1 はじめに
同じワークフローの異なるバージ ョ ンで、 有効期限によって区別されます。 ビジ
ネス  プロセスおよびワークフローの詳細については、 『WebLogic Integration 
Studio ユーザーズ ガイ ド』 を参照してください。

通常、 テンプレート定義エンティティ  Bean プールのサイズは、 同時に実行する
ワークフロー テンプレート （インスタンス数ではなくテンプレート数） の最大
数と等し くする必要があ り ます。 一般に、 プールのサイズは、 小さすぎるよ り も
大きすぎる方が問題は少なくな り ます。 テンプレート定義エンティティ  Bean は
ク ラスタ化できる （ク ラスタ対応スタブ） ので、 ク ラスタ内の他のノードのワー
クフロー プロセッサ Bean で使用できます。

インスタンス Bean

インスタンス  Bean は、 実行中のワークフロー インスタンスを格納するエンティ
ティ  Bean です。 通常、 インスタンス  エンティティ  Bean プールのサイズは、
ワークフロー プロセッサ Bean プールのサイズと等し くする必要があ り ます。 イ
ンスタンス  エンティティ  Bean プールのサイズをワークフロー プロセッサ Bean 
の数よ り大き く しても利点はあ り ません。 一般に、 プールのサイズは、 小さすぎ
るよ り も大きすぎる方が問題は少なくな り ます。 インスタンス  エンティティ  
Bean はク ラスタ化できる （ク ラスタ対応スタブ） ので、 ク ラスタ内の他のノー
ドのワークフロー プロセッサ Bean で使用できます。

イベン ト  キュー

1 つの JAR ファ イルには、 特定のキューに関して順序付けされたイベン ト  リ ス
ナ メ ッセージ駆動型 Bean と順序付けされていない イベン ト  リ スナ メ ッセージ
駆動型 Bean が格納されています。 WebLogic Integration をインス トールする と、
デフォルトの EventQueue からのメ ッセージを消費する message-driven bean が
入った wli-mdb-ejb.jar ファ イルが提供されます。 この JAR ファ イルは、 ク ラ
スタを対象とする必要があ り ます。 また、 2-19 ページの 「新しいプールを作成
する」 で説明するよ うに、 新しいイベン ト  キューを作成するこ と もできます。
ク ラスタ内の BPM イベン ト  キューの詳細については、 2-17 ページの 「ク ラスタ
における  BPM 機能のロード  バランシング」 を参照して ください。

注意 : ク ラスタでの BPM 機能の規模を拡大するには、 新しいイベン ト  キュー
を作成する必要があ り ます。
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主要なデプロイ メン ト  リ ソース
Worklist コンソール （非推奨）

Worklist ク ライアン トには、 BPM API からワークフローを作成するユーザ コー
ドだけでなく、 Swing ベースの WebLogic Integration Worklist コンソールも含ま
れています。 図 1-2 には、 コンテキス トのみに関して示されています。 Worklist 
コンソールは実行時にコンフ ィグレーシ ョ ン可能な リ ソースではないからです。

BPM 作業シーケンス
次の図は、 イベン ト を処理する場合の BPM EJB 間の会話を示しています。

図 1-3   イベン ト処理時の BPM EJB 間の会話

BPM イベン ト  リ スナ Bean は、 デフォルト またはユーザ定義のイベン ト  キュー
から作業要求を受け取る と、 ワークフロー プロセッサ Bean を作成してその要求
を処理します。 ワークフロー プロセッサ Bean は、 ワークフローが停止ノードま
たはイベン ト  ノードに達するまで、 ワークフローを実行します。 ワークフロー
が別のワークフローを呼び出した場合、 新しいワークフロー プロセッサ Bean が
作成され、 呼び出し元ワークフローはそのワークフロー プロセッサ Bean を終了
しません。
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1 はじめに
テンプレート  Bean とテンプレート定義 Bean は、 ワークフローの実行開始時に
読み出されます。 インスタンス  Bean はワークフロー実行の開始時に読み出さ
れ、 ワークフローが ト ランザクシ ョ ン境界 （イベン ト  ノードや終了ノードなど）
で静止したと きに書き込まれます。

イベン ト駆動型ワークフローの場合、 ワークフロー プロセッサ Bean を追加作成
してもデプロイ メン トの作業量は変わり ません。同時に処理可能なワークフロー 
インスタンスの数は、 イベン ト  リ スナ Bean の数によって制限されます。

B2B Integration リソース
WebLogic Integration をク ラスタ化ド メ インにデプロイする際、 すべての B2B 
Integration リ ソースは、 管理サーバ用リ ソースを除いて、 ク ラスタ内の同種サー
バに均一にデプロイする必要があ り ます。 つま り、 高可用性、 スケーラビ リ
ティ、 パフォーマンスの向上を実現するためには、 B2B integration リ ソースは、
1 つのド メ イン内でク ラスタ化されたすべてのサーバを対象とする必要があ り ま
す。 ク ラスタ化および B2B Integration の詳細については、 2-3 ページの 「ク ラス
タ  デプロイ メン トの設計」 を参照してください。

B2B Integration リ ソースは必要に応じて動的に割り当てられる場合が多く、 デプ
ロイ メン ト を事前にコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とはできません。 B2B の負荷
に対応してにコンフ ィグレーシ ョ ンできる リ ソースの詳細については、 『B2B 
Integration 管理ガイ ド』 の 「コンフ ィグレーシ ョ ン要件」 を参照して ください。

B2B Integration の機能を使用するク ラスタには、 共用ファイル システムが必要
です。 Storage Area Network (SAN) またはマルチポート型のディ スク  システムを
お勧めします。

注意 : XOCP ビジネス  プロ ト コルに基づく  WebLogic Integration アプリ ケー
シ ョ ンは、 ク ラスタ環境ではサポート されません。

Application Integration リソース
以下の節では、 WebLogic Integration がサポート している  Application Integration 
リ ソースの種類について説明します。

同期サービス呼び出し
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主要なデプロイ メン ト  リ ソース
非同期サービス呼び出し

イベン ト

アプ リ ケーシ ョ ンビューと接続ファ ク ト リ

ク ラスタ化および Application Integration の詳細については、 第 2 章 「WebLogic 
Integration ク ラスタについて」 を参照して ください。

Application Integration 機能は、WebLogic Integration 製品に統合されていますが、
単独の独立した J2EEear ファ イルと しても入手できます。 したがって、 任意の
有効な WebLogic ド メ イン上に Application Integration をデプロイするこ とができ
ます。 たとえば、Web サービス開発者 や WebLogic Portal 開発者は、 アプリ ケー
シ ョ ン ビューを使用して、 EIS アプリ ケーシ ョ ンと会話するこ とができます。
WebLogic Integration 環境の外部への Application Integration のデプロイに関する
詳細については、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』 の 「Application 
Integration のモジュラ  デプロイ メン ト 」 を参照して ください。

同期サービス呼び出し

同期呼び出しを使用するのは、 基盤となる  EIS が要求に迅速に応答できる場合、
またはク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが待機できる場合です。

次の図は、 同期サービス呼び出しのフローを示しています。

図 1-4   同期サービス呼び出し

同期サービス呼び出しでは、 ク ラ イアン ト （図中ではワークフロー プロセッサ）
がアプリ ケーシ ョ ン ビュー EJB ( ステート レス  セッシ ョ ン Bean) を呼び出しま
す。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、同期 Common Client Interface (CCI) 呼び出しを
使用して サービス  アダプタを呼び出します。 サービス  アダプタは、 実際に要求
を処理する  J2EE-CA サービス  アダプタです。

注意 : ワークフローが EIS のク ライアン ト と しての役割を果たす場合、 ワーク
フロー プロセッサは、 ワークフロー プロセッサ Bean と場合によっては
イベン ト  リ スナ Bean も一緒に、 要求が完了するまでス トールします。
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スループッ ト を最適化するため、 基盤となる  EIS システムが要求に迅速
に応答できない限り、 非同期呼び出しを使用するこ とを検討して くださ
い。

非同期サービス呼び出し

次の図は、 WebLogic Integration の非同期サービス処理を示しています。

図 1-5   非同期サービス呼び出し

注意 :  WebLogic Integration ク ラスタ内の分散送り先と して、
WLAI_ASYNC_REQUEST_QUEUE キューおよび
WLAI_ASYNC_RESPONSE_QUEUE キューがデプロイされています。 非同期
サービス要求プロセッサは message-driven bean 
(wlai-asyncprocessor-ejb.jar) で、 これも ク ラスタにデプロイされ
ています。 高可用性を実現するための Application Integration リ ソースの
デプロイ方法の詳細については、 2-23 ページの 「高可用性を備えた 
JMS」 を参照して ください。

上の図は、 Application Integration の非同期サービスの以下に説明するプロセス  
フローを示したものです。

1. アプリ ケーシ ョ ン ビューのク ライアン トがアプリ ケーシ ョ ン  ビューのインス
タンスを開始します。
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ク ライアン トには、 構築時に恒久 ID を定義するオプシ ョ ンが与えられてい
ます。 恒久クライアン ト  ID は、 非同期応答メ ッセージに対する相関 ID と し
て使用されます。

ク ライアン トは invokeServiceAsync メ ソ ッ ドを呼び出して、 要求 
IDocument を非同期サービス応答 （AsyncServiceResponse） リ スナに渡して、
応答を処理させます。

2. アプリ ケーシ ョ ン ビューのインスタンスは AsyncServiceRequest オブジェ
ク ト を作成して、 WLAI_ASYNC_REQUEST_QUEUE に送信します。

AsyncServiceRequest オブジェク トには、 応答リ スナが対象とする送り先
の名前が格納されています。 The AsyncServiceProcessor message-driven 
bean は、 この情報を使用して、 応答の物理送り先を決定します。

応答オブジェク トに、 応答の送り先の名前が入っていない場合は、
AsyncServiceProcessor message-driven bean は、 JMS メ ッセージ用に指定
されている送り先を使用します （JMSReplyTo() メ ソ ッ ドへの呼び出しによ
り）。

そのク ラ イアン トのみが AsyncServiceResponseListener をアプリ ケー
シ ョ ン ビューに提供している と します。

invokeServiceAsync(String serviceName, IDocument request,
AsyncServiceResponseListener listener);

このシナリオでは、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 アプリ ケーシ ョ ン  ビュー 
EJB メ ソ ッ ドの getAsyncResponseQueueJNDIName() によって定義される  
JNDI ロケーシ ョ ンに結び付けられた JMS キューに受信者を確立します。 ア
プ リ ケーシ ョ ン ビューのインスタンスは、 QueueReceiver.getQueue() を
使用して、 要求メ ッセージに対して ReplyTo 送り先を設定します。

3. ク ラスタでは、 WLAI_ASYNC_REQUEST_QUEUE キューは分散 JMS キューと し
てデプロイされます。 ただし、 各メ ッセージは、 1 つの物理キューに送信さ
れるので、 そのキューからのみ取り出すこ とができます。 その物理キュー
が、 メ ッセージがそこから取り出される前に使用できなくなる と、 物理
キューが手動 JMS の移行またはサーバの再起動によって再び使用できるよ う
になるまで、 そのメ ッセージ （非同期サービス要求） は、 使用できないまま
になり ます。

分散キューにメ ッセージを送信しただけでは、 そのキューの QueueReceiver 
によって必ず受信される とはかぎ り ません。 メ ッセージは 1 つの物理キュー
にのみ送信されるため、 その物理キューでリ スンしている  QueueReciever が
必要です。 この要件を満足するため、 AsyncServiceProcessor 
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(wlai-asyncprocessor-ejb.jar) をク ラスタ内のすべてのノードにデプロ
イする必要があ り ます。

AsyncServiceProcessor message-driven bean は、 FIFO (先入れ先出し ) 方式で
メ ッセージを受信します。

AsyncServiceProcessor は、 JMS ObjectMessage にある  
AsyncServiceRequest オブジェク ト を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ン ビュー
の完全修飾名、 サービス名、 要求ドキュ メン トおよび応答送り先を決定しま
す。

4. AsyncServiceProcessor は、 アプリ ケーシ ョ ン ビュー EJB を使用して、 サー
ビスを同期的に呼び出します。 このサービスは、 リ ソース  アダプタに対する
同期 CCI ベースの要求または応答メ ッセージに変換されます。

5. AsyncServiceProcessor はその応答を受け取り ます。 その後、 この応答は、
AsyncServiceResponse オブジェク ト と してカプセル化され、
AsyncServiceRequest オブジェク トで指定された応答の送り先に送信され
ます （この場合は、 WLAI_ASYNC_RESPONSE_QUEUE_myserver1）。

AsyncServiceProcessor は、 分散送り先 （WLAI_ASYNC_RESPONSE_QUEUE） で
はな く指定された物理送り先 （WLAI_ASYNC_RESPONSE_QUEUE_myserver1）
に応答を送信する必要があ り ます。 物理送り先のキューは、 アプリ ケーシ ョ
ン ビュー EJB の getAsyncResponseQueueJNDIName() メ ソ ッ ドが呼び出さ
れたと きにク ライアン ト上で実行されているアプリ ケーシ ョ ン ビューのイン
スタンスによって確立されています （詳細は、 手順 2. 参照）。

注意 : 受け取るべきすべての応答メ ッセージを受信する前に、 ク ラ イアン ト  
アプリ ケーシ ョ ンに障害が発生するこ と もあ り ます。 障害からの回復
後に、 ク ライアン ト と  JMS 応答キューの関連付けが障害発生前のと
おりに回復されているこ とを確認するには、 回復後も、 以前と同じ ク
ラ イアン ト  ID を使用する必要があ り ます。 次のリ ス トは、 回復コー
ドの例です。 障害発生前と回復後で同じユニークなク ライアン ト  ID 
を使用するこ とによ り、 ク ライアン ト と  JMS 応答キューとのこのよ
うな関連付けをサポート しています。

String uniqueClientID = "uniqueClientID";

ApplicationView myAppView = new ApplicationView(jndiContext,
"MyAppView", uniqueClientID);

myAppView.recoverAsyncServiceResponses(new 
MyAsyncResponseListener()); 
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6. アプリ ケーシ ョ ン ビューのインスタンス開始時に作成されたアプリ ケーシ ョ
ン ビュー メ ッセージ リ スナのインスタンスは、 AsyncServiceResponse メ ッ
セージを JMS ObjectMessage と して受信し、 手順 2. で示した 
invokeServiceAsync() 呼び出しで指定された 
AsyncServiceResponseListener に渡します。

イベン ト

Application Integration アダプタは、BPM または WebLogic Workshop によって消
費されるイベン ト を生成します。 イベン トは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューから  
JMS キュー （WLAI_EVENT_QUEUE） へ転送されます。 このキューは、 複数の物理
送り先が格納された分散送り先です。 message-driven bean (WLI-AI Event プロ
セッサ ) は WLAI_EVENT_QUEUE 分散送り先でリ スンします。

WLI-AI イベン ト  プロセッサは以下のタスクを実行します。

イベン トのコピーを、 BPM イベン ト  プロセッサに配信 （BPM がインス トー
ルされていて、 サーバ インスタンスで実行されている場合） またはアプリ
ケーシ ョ ン ビューの WebLogic Workshop Control イベン ト  プロセッサに配
信 （このコン ト ロールを使用している場合） します。

各イベン トのコピーが正確に 1 つずつ BPM または WebLogic Workshop に
配信されます。

イベン トのコピーを WLAI_EVENT_TOPIC に公開する。

WLAI_EVENT_TOPIC は、 分散 JMS ト ピッ クで、 リモートのアプリ ケーシ ョ
ン ビュー ク ラ イアン トへのイベン トの配信を処理します。 アプ リ ケーシ ョ
ン ビュー ク ラスが WLAI_EVENT_TOPIC に EventContext を作成します。
EventContext ク ラスによって、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの名前に基づいて
メ ッセージのフ ィルタ リ ングが行われます。 アプリ ケーシ ョ ンビューの名前
は SourceKey JMS ヘッダ プロパティに格納されています。 SourceType は 
ApplicationView です。

処理に失敗した場合にキューにメ ッセージがロール バッ クできるよ うに、 ト
ランザクシ ョ ンを通じてイベン ト をキューから取り出す。
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次の図は、 WebLogic Integration のイベン ト処理を示しています。

図 1-6   イベン ト

上の図は、 次に説明するイベン ト処理手順のフローを示しています。

1. イベン トはエンタープライズ情報システム （EIS） で発生し、 次のよ うな仕
組みで JMS キューに送信されます。

a. イベン トが EIS で発生します。
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b. イベン ト  データがリ ソース  アダプタのイベン ト  ジェネレータに送信され
ます。 イベン ト  ジェネレータは、 EIS 固有データを XML ドキュ メン トに
変換し、 IEvent オブジェク ト をイベン ト  ルータ （アダプタ  イベン ト  ルー
タ） にポス ト します。

c. イベン ト  ルータは、 特定のイベン ト  タイプに関心のある各 Application 
Integration サーバに対して、IEvent オブジェク ト を  EventContext オブジェ
ク トに渡します。

d. EventContext は IEvent オブジェク ト を JMSObjectMessage と してカプセル
化し、 JMS QueueSender を使用して、 com.bea.wlai.EVENT_QUEUE とい
う  JNDI コンテキス トにバインド されている  JMS キューに送信します。

2. ObjectMessage WLAI_EVENT_QUEUE に格納されて、 WLI-AI Event プロセッサ 
message-driven bean (wlai-eventprocessor-ejb.jar) によって FIFO で処
理されます。

ク ラスタでは、 WLAI_EVENT_QUEUE キューは分散 JMS キューと してデプロ
イされます。 ただし、 各メ ッセージは、 1 つの物理キューに送信され、 送り
先の物理キューからのみ使用できます。 その物理キューが、 メ ッセージがそ
こから取り出される前に使用できなくなる と、 物理キューが再びオンライン
に戻るまでは、 そのメ ッセージ （すなわち、 イベン ト ） は使用できないまま
になり ます。

分散キューにメ ッセージを送信しただけでは、 その分散キューの 
QueueReceiver によって必ず受信される とはかぎ り ません。 メ ッセージは 1 
つの物理キューにのみ送信されるので、 その物理キューでリ スンしている  
QueueReciever が必要です。 この要件を満足するため、 WLI-AI Event プロ
セッサ message-driven bean (wlai-eventprocessor-ejb.jar) をク ラスタ内
のすべてのノードにデプロイする必要があ り ます。

3. WLI-AI Event プロセッサ message-driven bean 
(wlai-eventprocessor-ejb.jar) がイベン トの送り先のリ ス ト を決定する。

a. イベン トの送り先が AIDestinationMBean に追加されます。 イベン ト送り
先の同一リ ス トが各管理対象サーバのイベン トプロセッサ message-driven 
bean に渡されるよ うに、MBean はク ラスタ全体で複製されます。WLI-AI 
BPM プラグイン （wlai-plugin-ejb.jar） は、 デプロイ時に BPM イベ
ン ト  キューをイベン トの送り先と して追加します。 この送り先を追加す
るこ とによ り、 EIS イベン ト を BPM プロセス  エンジンに送信するこ とが
可能になり ます。 また、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューのイベン ト  リ スナが登
録されている と、 イベン トは WLAI_EVENT_TOPIC に送信されます。
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b. WLI-AI イベン ト  プロセッサ message-driven bean が、 イベン ト を送信す
るためのイベン ト送り先のリ ス ト を MBean から読み込みます。

4. ObjectMessage イベン トが 1 つの JTA ユーザ ト ランザクシ ョ ン内のすべての
登録済みイベン ト送り先に配信される。 メ ッセージがどのイベン ト送り先へ
も配信されない場合は、 WLAI_EVENT_QUEUEにロール バッ ク されます。
WLAI_EVENT_QUEUE は、 不良メ ッセージは WebLogic Integration エラー送り
先 （com.bea.wli.FailedEventQueue） に転送するよ うにコンフ ィグレー
シ ョ ンされています。 FailedEventQueue の詳細については、 2-30 ページの
「エラー送り先」 を参照してください。

注意 : イベン トの送り先は通常、 JMS の送り先なので、 システムがイベン
トの転送に失敗する可能性はほとんどあ り ません。

アプリケーシ ョ ンビューと接続ファク ト リ

これまでの節で説明した実行時 Application Integration 機能 （同期サービス呼び
出し、 非同期サービス呼び出し、 およびイベン ト ） をク ラスタ化するこ とによ
り、 スケーラビ リ ティ と可用性が向上します。 設計時 Application Integration 機
能 （アプ リ ケーシ ョ ン ビューおよび接続ファ ク ト リ ） をク ラスタ化するこ とに
よ り、 スケーラビ リ ティが向上しますが、 可用性を高めるこ とはできません。 つ
ま り、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 ク ラスタ内のサーバが実行されていない場
合はデプロイもアンデプロイ （編集） も不可能です。 言い換えれば、 デプロイお
よびアンデプロイ （編集） は、 健全なク ラスタにおいてのみ可能です。

リ ソース  アダプタ （RAR） は、 wlai-admin.ear アーカイブファ イルを、 ク ラ
スタ化された管理対象サーバにではなく、 管理サーバにデプロイするこ とによ り
アップロード されます。 2 段階デプロイ メン トが行われます。 管理サーバ上の
WebLogic Deployer ユーティ リ ティが、 管理サーバへのデプロイ メン ト をコン ト
ロールします。
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次の図は、 設計時の接続ファ ク ト リ  デプロイ メン ト を示しています。

図 1-7   接続ファク ト リ  デプロイメン ト

アプリ ケーシ ョ ン ビューのデプロイ メン トの成否は、 接続ファ ク ト リのデプロ
イ メン トが正常に行われるかど うかによ り ます。 ク ラスタ化環境への 
Application Integration アダプタのデプロイ メン トの詳細については、 2-21 ペー
ジの 「ク ラスタにおける  Application Integration 機能のロード  バランシング」 お
よび 2-32 ページの 「アダプタのデプロイ」 を参照して ください。

リレーシ ョナル データベース管理システム リソー
ス

WebLogic Integration は、 実行時の処理を行うためやアプリ ケーシ ョ ン データの
永続性を保証するためにデータベース  リ ソースを利用します。 データベースの
パフォーマンスは、 WebLogic Integration 全体のパフォーマンスに大き く影響し
ます。 詳細については、 6-38 ページの 「データベースのチューニング」 を参照
して ください。
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ハードウェア、 オペレーティング システム、 およ
びネッ トワークのリソース

ハード ウェア、 オペレーティング システム、 およびネッ ト ワークの リ ソースは、
WebLogic Integration のパフォーマンスに重要な影響を与えます。 したがって、
デプロイ メン トは、 『WebLogic Integration リ リース  ノート 』 で説明されている
ハード ウェアおよびソフ ト ウェア要件に準拠している必要があ り ます。 プロダク
シ ョ ン環境で最大限のパフォーマンスを引き出すためのリ ソースのコンフ ィグ
レーシ ョ ンの詳細については、 4-2 ページの 「推奨ハード ウェアおよびソフ ト
ウェア」 および 6-34 ページの 「ハード ウェア、 オペレーティング システム、 お
よびネッ ト ワークのリ ソースのチューニング」 を参照して ください。
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2 WebLogic Integration クラスタに
ついて

以下の節では、 WebLogic Integration をク ラスタ環境でコンフ ィグレーシ ョ ンお
よびデプロイ メン トする方法について説明します。 内容は以下のとおりです。

WebLogic Integration クラスタについて

クラスタ デプロイメントの設計

WebLogic Integration ク ラスタにおけるロード  バランシング

WebLogic Integration ク ラスタの高可用性

JMS リ ソース

アダプタのデプロイ

WebLogic Integration クラスタについて

ク ラスタ化する と、 1 つの単位と して管理可能なサーバ群で WebLogic 
Integration を実行できます。 ク ラスタ環境では、 複数のマシンが負荷を分担しま
す。 WebLogic Integration は、 リ ソース要求がすべてのマシン間で均等に分散さ
れるよ うにロード  バランシング機能を提供します。 WebLogic Integration デプロ
イ メン トでは、 ク ラスタ化と ロード  バランシングを使用してノード間で負荷を
分散するこ とで、 スケーラビ リ ティ を向上できます。 ク ラスタ化する と、 1 つの
サーバよ り もスケーラブルなデプロイ メン ト  プラ ッ ト フォームを実現できます。
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WebLogic Server ド メ インは、 ただ 1 つの管理サーバと  1 つまたは複数の管理対
象サーバで構成されます。 WebLogic Integration ド メ イン内の管理対象サーバを
ク ラスタにまとめるこ とができます。 WebLogic Integration のク ラスタ対応リ
ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンする場合、 そのリ ソースのデプロイ対象とするク
ラスタを指名します。 ク ラスタを リ ソース  デプロイ メン トの対象と して指定す
る と、 管理対象サーバをク ラスタに追加するこ とによって能力を動的に増大でき
る という利点が得られます。

こ こでは、 ク ラスタ環境で WebLogic Integration をコンフ ィグレーシ ョ ンする場
合に必要な情報について説明します。 WebLogic Server がクラスタをサポートす
る方法についても背景知識と して取り上げますが、 ク ラスタ環境に合わせた 
WebLogic Integration のコンフ ィグレーシ ョ ンに固有の手順が中心です。

読み進む前に、 WebLogic Server マニュアルの以下の節の内容を確認し、 ク ラス
タ化について十分に理解しておく こ とをお勧めします。

次の URLにある 『WebLogic Server クラスタ ユーザーズ ガイド』

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/index.html

次の URL にある 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「クラ
スタのコンフィグレーションとアプリケーションのデプロイメント」

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/config.html

次の URLにある 『BEA WebLogic Server パフォーマンス  チューニング ガイ
ド』、 「WebLogic Server のチューニング」 の 「WebLogic Server ク ラスタ
と スケーラビ リ ティ」

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/perform/WLSTuning.h
tml
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クラスタ  デプロイメン トの設計

以下の節では、 ク ラスタ  デプロイ メン トの設計に必要な情報について説明しま
す。

WebLogic Integration ドメイン入門

WebLogic Integration リソースのデプロイメント

WebLogic Integration クラスタにおけるロード バランシング

WebLogic Integration ド メイン入門
ク ラスタ化したド メ インに合わせてアーキテクチャを設計する前に、 WebLogic 
Server ク ラスタがどのよ うに運用されるかを知っておく必要があ り ます。

ド メインを作成する

ド メ インおよびク ラスタの作成は、 WebLogic Integration、 Business Process 
Management (BPM)、または Enterprise Application Integration (EAI) の機能に基づ
いて、 ド メ イン テンプレートから ド メ インが生成ができる Configuration Wizard
によ り簡素化されています。 ユーザのクエリに基づいて、 Configuration Wizard 
によって、 ド メ イン、 サーバ、 エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンなどが、 コ
ンフ ィグレーシ ョ ン済みの適切なコンポーネン トおよび資産を含めて生成されま
す。 さまざまなド メ インに利用できるテンプレートの詳細については、 次の
URLにある 『コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザード  テンプレート  リ ファレンス』 を
参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/template/in
dex.htm

Configuration Wizardによる  WebLogic Integration ド メ イン作成の詳細について
は、 第 3 章 「ク ラスタ  デプロイ メン トのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。
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クラスタ  サーバ
サーバには管理対象サーバと管理サーバがあ り ます。 管理サービスを実行する  
WebLogic Server は管理サーバと呼ばれ、 Administration Consoleのホス ト とな り
ます。 複数の WebLogic Serverが稼働している ド メ インでは、 そのうち 1 つのみ
が管理サーバで、 他のサーバは管理対象サーバと呼ばれます。 各管理対象サーバ
は、 起動時に管理サーバからコンフ ィグレーシ ョ ンを取得します。

概要については、 次の URL にある  WebLogic Server マニュアルの 『WebLogic 
Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。

 
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/index.ht
ml

推奨する基本的な多層プロキシ アーキテクチャの詳細については、 『WebLogic 
Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「クラスタ アーキテクチャ」 を参照して
ください。

クラスタおよび管理ド メインに関する注意

WebLogic Server の管理ド メ インがク ラスタ  ド メ インとは別のものである場合、
（WebLogic Server ク ラスタが別の管理ド メ インに属する ノードを持つ場合） も
あ り ますが、 WebLogic Integration デプロイ メン トの場合は、 ク ラスタ  ド メ イン
が管理ド メ インとなるよ うに設計する必要があ り ます。

WebLogic Integration リソースのデプロイメン ト
ク ラスタ化されたド メ インの各サーバに対して、 そのド メ イン内のサーバの機能
を定義するさまざまな属性をコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 これらの属性は 
Administration Console の Servers ノードを使用してコンフ ィグレーシ ョ ンされま
す。

この節では、 WebLogic Integration リ ソースおよびク ラスタ内でのそれらのパー
ティシ ョニングと分散化について説明します。 内容は以下のとおりです。

クラスタ対応リソース

WebLogic Integration の 2 段階デプロイメント
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分散に関するガイ ド ラ イン

WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンにおけるデプロイ メン トの順序

デフォルト  Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイする

管理サーバに関する注意

クラスタ対応リソース

表 2-1 では、WebLogic Integration デプロイ メン トの リ ソースについて説明しま
す。 内容は以下のとおりです。

リ ソース  グループ－クラスタ化するために分類された、 互いに関連性を持つ
デプロイ メン ト  リ ソースの任意に指定したセッ トです。 リ ソース  グループ
内のすべてのリ ソースは、 同じマシンを対象と したものでなければなり ませ
ん。

リ ソース  グループには 2 種類あ り ます。

ク ラスタ対応リ ソース－ 1 つまたは複数のサーバを対象とするこ とがで
きますが、 グループのすべてのメンバは同じサーバまたはサーバのセッ
ト を対象と していなければなり ません。

シングル ノード－ク ラスタ内の 1 つかつ唯一のサーバを対象と します。
シングル ノード  リ ソースをク ラスタ化するこ とはできません。

リ ソース名－ WebLogic Server Consoleに表示される個々のパッケージまたは
（ある リ ソース  グループ内の） サービスの名前です。

一部のリ ソース名には、 以前のリ リースの WebLogic Integration から受け継
いだ略語が使用されているので注意して ください。

wlc は B2B Integration に対応します。

wlpi は BPM に対応します。

wlai は Application Integration に対応します。

Administration Console のナビゲーシ ョ ン－ WebLogic Server Administration 
Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーをたどって、 指定されたパッケージまたは
サービスまでのルート を表します。 これらの リ ソースはすべて、
Administration Console で表示したり、 変更したりするこ とができます。
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次の表では、 WebLogic Integration デプロイ メン トの リ ソースについて説明しま
す。

表 2-1  WebLogic Integration デプロイメン トのリソース

リソース
グループ

説明
（シングル ノード / クラ
スタ対応）

リ ソース名 Administration 
Console のナビ
ゲーシ ョ ン

bpm-singleNode BPM マスタ  コンポーネン
ト

シングル ノード

[WLI-BPM Plugin Manager]
(wlpi-master-ejb.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

bpm-clusterable BPM コンポーネン ト
ク ラスタ対応

[WLI-BPM initialization]
(bpm-init-ejb.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLI-BPM Server]
(wlpi-ejb.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLI-BPM Event Processor 
MDBs]
(wlpi-master-ejb.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[User-defined Event Processor 
MDBs]

wlpi-mdb-xxx.jar1

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[wlpiFactory]
(com.bea.wlpi.TopicConne
ctionFactory)

[サービス｜ JMS｜
Connection Factories ]

[wlpiQueueFactory]
(com.bea.wlpi.QueueConne
ctionFactory)

[サービス｜ JMS｜
Connection Factories ]

[TXDataSource] [サービス｜ JDBC
｜

Tx Data Sources]
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B2B-singleNode B2B Integration 管理
シングル ノード  : 管理
サーバ）

[ B2B console ]
(b2bconsole.war)

[デプロイ メン ト｜
WebApplications]

[WLI-B2B Startup]
(b2b-startup.jar)
注意 :管理サーバおよびク ラス
タ化管理対象サーバにデプロ
イされます。

[デプロイ メン ト｜
EJB]

表 2-1  WebLogic Integration デプロイメン トのリソース (続き )

リソース
グループ

説明
（シングル ノード / クラ
スタ対応）

リ ソース名 Administration 
Console のナビ
ゲーシ ョ ン
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B2B-clusterable B2B Integration コンポー
ネン ト

ク ラスタ対応

[WLI-B2B Startup]
(b2b-startup.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLCShutdown] [デプロイ メン ト｜
起動とシャ ッ ト ダウ
ン ]

[WLCHub.DS] [サービス｜ JDBC
｜

Tx Data Sources]

[TransportServlet]
(b2b.war)

[デプロイ メン ト｜
WebApplications]

[WLI-B2B RN MDB]
(b2b-rosettanet.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLI-B2B RN BPM Plug-in]
(wlc-wlpi-plugin.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLI-B2B ebXML BPM 
Plug-in]
(ebxml-bpm-plugin.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[RNQueueFactory]
(com.bea.wli.b2b.rosetta
net.QueueConnectionFacto
ry)

[サービス｜ JMS｜
Connection Factories ]

[B2BTopicFactory]
(com.bea.wli.b2b.rosetta
net.QueueConnectionFacto
ry)

[サービス｜ JMS｜
Connection Factories ]

表 2-1  WebLogic Integration デプロイメン トのリソース (続き )

リソース
グループ

説明
（シングル ノード / クラ
スタ対応）

リ ソース名 Administration 
Console のナビ
ゲーシ ョ ン
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AI-admin Application Integration 管
理

( シングル ノード管理
サーバ2

[WLI-AI RAR Upload]
(wlai-admin.ear)

[デプロイ メン ト｜
アプリ ケーシ ョ ン｜
WLI-AI RAR Upload]

AI-clusterable Application Integration コ
ンポーネン ト

ク ラスタ対応

[ WLI-AI Server]
(wlai-server-ejb.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[ApplicationViewManagementC
onsole]
(wlai.war)

[デプロイ メン ト｜
Web Applications｜
wlai]

[WLI-AI Event Processor]
(wlai-eventprocessor-ejb
.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLI-AI Async Processor]
(wlai-asyncprocessor-ejb
.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLI-AI BPM Plug-in]
(wlai-plugin-ejb.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLI-AI BPM Plug-in Help]
(wlai-plugin.war)

[デプロイ メン ト｜
WebApplications]

[WLAI_JMSConnection 
Factory]

[サービス｜ JMS｜
Connection Factories ]

wlai-event-yyy1 Application Integration イ
ベン ト  アダプタ
アダプタの種類によって

異なる。3

yyyEventRouter1 [デプロイ メン ト｜
アプリ ケーシ ョ ン ]
yyyEventRouter1,4

表 2-1  WebLogic Integration デプロイメン トのリソース (続き )

リソース
グループ

説明
（シングル ノード / クラ
スタ対応）

リ ソース名 Administration 
Console のナビ
ゲーシ ョ ン
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wlai-service-yyy
1

Application Integration 
サービス  アダプタ
アダプタの種類によって

異なる。 3

BEA . yyy . ADK_RAR1 [デプロイ メン ト｜
アプリ ケーシ ョ ン｜
BEA . yyy . 
ADK_RAR]1,4

[BEA . yyy . ADK_WEB]1 [デプロイ メン ト｜
アプリ ケーシ ョ ン｜
BEA. . yyy . 
ADK_WEB]

DI-clusterable Data Integration コンポー
ネン ト

ク ラスタ対応

[WLI-DI BPM Plug-in]
(wlxtpi.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLI-DI BPM Plug-in Help]
(wlxtpi.war)

[デプロイ メン ト｜
Web Applications]

wli-clusterable ド メ イン内のすべての
サーバに配置しなければ
ならないリ ソース

ク ラスタ対応

[WLI-Repository] 
(respository-ejb.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[WLI Error Listener] 
(wli-errorlistener-
mdb.jar)

[デプロイ メン ト｜
EJB]

[Mailsession]
(wlpiMailSession)

[サービス｜メール ]
BPM Send E-mail ア
クシ ョ ン用の Java 
メール セッシ ョ ン

[JDBCConnectionPool]
(wliPool)

[サービス｜ JDBC
｜接続プール ]
WebLogic Integration 
でのすべてのデータ
ベース接続用

1. リ ソース名はユーザ定義パッケージまたはリ ソース  グループを表しています。

表 2-1  WebLogic Integration デプロイメン トのリソース (続き )

リソース
グループ

説明
（シングル ノード / クラ
スタ対応）

リ ソース名 Administration 
Console のナビ
ゲーシ ョ ン
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WebLogic Integration の 2 段階デプロイメン ト
システムのメ ッセージ処理が開始される前にすべての WebLogic Integration アプ
リ ケーシ ョ ン コンポーネン ト をデプロイするこ とが大切です。 それを保証する
ため、 WebLogic Integration デプロイする と きはを  TwoPhase 属性を指定します。
サンプルの config.xml ファ イルからの次の抜粋は、 WebLogic Integration のデ
プロイ メン ト を指定する  application 要素を示しています。

コード  リス ト  2-1   WebLogic Integration アプリケーシ ョ ンのデプロイメン ト

<Domain Name="MyCluster">
...

 <Application Name="WebLogic Integration" Path="WLI_HOME/lib"
TwoPhase="true">
...

分散に関するガイド ライン

WebLogic Integration ク ラスタ  デプロイ メン トは以下のガイ ド ラインに従って行
われます。

ほとんどの リ ソースは、 ド メ イン内のすべてのサーバにデプロイする必要が

あ り ます。 WebLogic Integration リ ソースをデプロイする対象が、 ク ラスタ
内のすべての管理対象サーバなのか、 1 つの管理対象サーバなのか、 あるク
ラスタの管理サーバなのか、 などの情報については、 2-4 ページの
「WebLogic Integration リ ソースのデプロイ メン ト 」 を参照して ください。

同じ リ ソース  グループのメンバーと して識別される リ ソースは、 同じサー
バ、 または同じサーバのセッ ト （ク ラスタ対応の場合） を対象と していなけ

2. wlai-admin.ear は、WebLogic Integration をク ラスタにデプロイする場合にのみデプロイする必要が
あ り ます。 シングル ノード環境にデプロイする場合はデプロイしないでください。 Application Integration
コンポーネン トの詳細については、 2-21 ページの 「ク ラスタにおける  Application Integration 機能のロード
バランシング」 を参照して ください。

3. たとえば、 DBMS サンプル イベン ト  アダプタはシングル ノードにデプロイ されます。 詳細については、
アダプタのマニュアルを参照。

4. イベン トおよびサービス  アダプタは 1 つの EAR フ ァ イルに格納されますが、 別々にデプロ イ され、
WebLogic Server Administration Console では別個のリ ソース と して示されます。詳細については、「WebLogic
Integration の 2 段階デプロイ メン ト 」 の節を参照してください。
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ればなり ません。 2-4 ページの 「WebLogic Integration リ ソースのデプロイ メ
ン ト 」 を参照して ください。

管理サーバは、 すべての WebLogic Integration リ ソースを必要とするわけで
はあ り ませんが、 次のリ ソースはデプロイして ください。

[B2B Console](b2bconsole.war)

[WLI-B2B Startup] (b2b-startup.jar)

[WLI-AI RAR Upload](wlai-admin.ear)

[B2BTopic JMS Destination] (com.bea.wli.b2b.server.B2BTopic)

ある ノード上の JMS キューの数は、 2-17 ページの 「ク ラスタにおける  BPM 
機能のロード  バランシング」 と 2-21 ページの 「ク ラスタにおける  
Application Integration 機能のロード  バランシング」 で説明したガイ ド ラ イン
に従って決定する必要があ り ます。 WebLogic Integration デプロイ メン トの 
JMS リ ソースの使用法の詳細については、 2-25 ページの 「JMS リ ソース」
を参照して ください。

リソースの対象としてクラスタを指定する

2-4 ページの 「WebLogic Integration リ ソースのデプロイ メン ト 」 で示したとお
り、 ほとんどの WebLogic Integration リ ソースは、 ク ラスタ内のすべてのサーバ
にデプロイされます。 このデプロイ メン トは、 使用ド メ インのコンフ ィグレー
シ ョ ン ファ イル （config.xml） で指定されます。

WebLogic Server Administration Console を使用して、 コンポーネン トの対象と し
てク ラスタ内のノードを指定するこ とができます。 詳細については、 第 3 章 「ク
ラスタ  デプロイ メン トのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

次のリ ス トは、 ク ラスタ  ド メ イン用のコンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルの抜粋で、
BPM コンポーネン トが指定されています。 この リ ス トは、 これらのコンポーネ
ン トの対象と して、 MyCluster とい う ク ラスタが指定されているこ とを示してい
ます。

コード  リス ト  2-2   WebLogic Integration コンポーネン トの対象としてクラスタ
を指定する

<Application Deployed="true" Name="WebLogic Integration"
Path="C:/bea/weblogic700/integration/lib" TwoPhase="true">

<!--Repository-->
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 <EJBComponent Name="WLI Repository" Targets="MyCluster"
URI="repository-ejb.jar" />

<!--BPM-->

 <EJBComponent Name="WLI-BPM Server" Targets="MyCluster"
URI="wlpi-ejb.jar" />

 <EJBComponent Name="WLI-BPM Event Processor"
Targets="MyCluster" URI="wlpi-mdb-ejb.jar" />

 <EJBComponent Name="WLI-BPM Master Components"
     Targets="MyServer-1" URI="wlpi-master-ejb.jar" />

 <EJBComponent Name="WLI-BPM Initialization"
Targets="MyCluster" URI="bpm-init-ejb.jar"/>

...
</Application>

上のリ ス トでは、 WLI-BPM マスタ  コンポーネン ト （wlpi-master-ejb.jar）
以外のすべての BPM コンポーネン トの対象と して、 このク ラスタが指定されて
います。 表 2-1 で指定されている とおり、 ク ラスタ内の 1 つのサーバ （この場合
は MyServer-1） に、 WLI-BPM マスタ  コンポーネン ト をデプロイする必要があ
り ます。

WebLogic Integration アプリケーシ ョ ンにおけるデプロイメ
ン トの順序

次のファイルでは、 WebLogic Integration のすべてのコンポーネン トが指定され
ています。

WLI_HOME\lib\META-INF\application.xml

コンポーネン トは、 application.xml にリ ス ト されている順序でデプロイされ
るので、 ファ イルにリ ス トする順序は変更しないでください。 指定された順序
は、 コンポーネン ト間の依存関係を表しているので重要です。 このアプリ ケー
シ ョ ンには、 BPM 機能がアクセスする必要のある  EJB プラグインおよび BPM 
プラグインが組み込まれています。

カスタム リ ソース （カスタムのプラグインや EJB、 message-driven bean など）
を WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンにデプロイする場合は、
application.xml ファ イルを編集して新しいコンポーネン ト を指定する必要が
あ り ます。
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警告 : カスタムの新しいリ ソースが BPM へのプラグインでない場合は、 カ
スタム リ ソースは、 application.xml ファ イルの最後のエン ト リ と し
て指定するこ とができます。 それが BPM へのプラグインである場合は、
新しいコンポーネン トは最後から  2 番目のエン ト リ と して指定します。
すなわち、 bpm-init-ejb.jar モジュールの直前、 アプリ ケーシ ョ ン内
の他のすべてのモジュールの後に指定してください。

bpm-init-ejb.jar モジュールは、 application.xmlの最後に指
定されます。

<module>

<ejb>bpm-init-ejb.jar</ejb>

</module>

デフォルト  Web アプリケーシ ョ ンをデプロイする
デフォルトでは、 WebLogic Integration ド メ イン テンプレートのいずれかに基づ
いてド メ インを作成する と、 そのド メ インには、 管理サーバにデプロイされる  
Web サーバのコンフ ィグレーシ ョ ンが格納されます。 する と、 この Web サーバ
のコンフ ィグレーシ ョ ンによって、 デフォルトの Web アプリ ケーシ ョ ン
（DefaultWebApp） が指定されます。

このデフォルトの Web アプリ ケーシ ョ ンに対するデプロイ メン ト記述子
（web.xml） は、 次の場所にあ り ます。

DOMAIN_HOME\applications\DefaultWebApp_myserver\WEB-INF\

上の行で、 DOMAIN_HOME は作成したド メ インのパス名を表しています。

Web アプリ ケーシ ョ ンには、 サーブレッ ト 、 Java Server Pages (JSP)、 JSP タグ 
ラ イブラ リ などのアプリ ケーシ ョ ンの リ ソースや HTML ページおよびイ メージ 
ファ イルなどの静的リ ソースが格納されます。

カスタム JSP および HTML ページをデプロイする

カスタムの JSP または HTML ページを WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンの
一環と してデプロイする場合は、 それらの JSP や HTML ページは、 次のディ レ
ク ト リに配置する必要があ り ます。

DOMAIN_HOME\applications\DefaultWebApp_node
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上のパスで、 DOMAIN_HOME は、 Configuration Wizard を使用して作成したカスタム 
ド メ インのルート  ディ レク ト リ を表し （3-7 ページの 「手順 2. WebLogic 
Integration ド メ インの作成」 参照）、 node はク ラスタ内の WebLogic Server イン
スタンスの名前を表しています。

Web サーバは、 ク ラスタ内のノードごとにコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ
り ます。 config.xml ファ イルからの以下の抜粋は、 次の要素を示しています。

managedserver1 とい う名前の管理対象サーバに対してコンフ ィグレーシ ョ
ンされた WebServer 要素

デフォルト  Web アプリ ケーシ ョ ンに対してコンフ ィグレーシ ョ ンされた 
Application 要素

（関係のある情報は強調するため、 以下のリ ス トでは太字で表記されている）。

コード  リス ト  2-3   config.xml ファイルに格納された管理対象サーバ用 
WebServer 要素

<Server Name="managedserver1" ...
...
<WebServer Name="managedserver1" DefaultWebApp="DefaultWebApp_node"

HttpsKeepAliveSecs="120" KeepAliveSecs="60"
LogFileName="C:/bea/user_projects/mydomain/logs/access.log"
LoggingEnabled="true"/>

...
</Server>

    :

<Application Deployed="true" Name="DefaultWebApp_node"
Path="C:/bea/weblogic700/samples/integration/config/samples/RN2Security/

config/peer2/applications"
StagedTargets="" TwoPhase="false">
<WebAppComponent IndexDirectoryEnabled="true"
Name="DefaultWebApp_node" Targets="managedserver1"
URI="DefaultWebApp_node"/>

</Application>
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上のリ ス トでは、 WebServer 要素の DefaultWebApp 属性は、デフォルトの Web 
アプリ ケーシ ョ ン コンポーネン ト を参照します。 この リ ス トには、 デフォルト  
Web アプリ ケーシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ンも示されています。 このデフォ
ルト  Web アプリ ケーシ ョ ンは、 JSP および HTML ページが格納されているディ
レク ト リ を参照します （node はク ラスタ内のサーバ名を表している）。

Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メン トに関する詳細は、 次の URL にある
『Web アプリ ケーシ ョ ンのアセンブルと コンフ ィグレーシ ョ ン』 を参照してくだ
さい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/webapp/index.htm
l

 管理サーバに関する注意
あるク ラスタの管理サーバが使用できな くなる と、 デプロイ要求やアンデプロイ
要求は中断されますが、 管理対象サーバは要求の処理を続行します。 管理対象
サーバは、 既存のコンフ ィグレーシ ョ ンを使用して起動および再起動するこ とが
できます。 ただし、 管理サーバが復帰するまで、 ク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ
ンを変更するこ とはできません （たとえば、 ク ラスタへの新しいノードの追加な
どは不可）。 詳細については、 4-19 ページの 「Administration Server に対する
バッ クアップとフェイルオーバ」 を参照して ください。

WebLogic Integration クラスタにおける
ロード  バランシング

WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンをク ラスタ化する目的の 1 つは、 スケー
アラビ リ ティの実現です。 ク ラスタをスケーラブルなものにするには、 各サーバ
を十分に活用する必要があ り ます。 ロード  バランシングによ り、 ク ラスタ内の
すべてのサーバ間で負荷が均等に分散され、 各サーバがそれぞれ最大能力で動作
できるよ うにな り ます。 以下の節では、 さまざまな機能分野についての、
WebLogic Integration ク ラスタでのロード  バランシングについて説明します。

クラスタにおける WebLogic Server 機能のロード バランシング

クラスタにおける BPM 機能のロード バランシング
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クラスタにおける Application Integration 機能のロード バランシ
ング

ク ラスタにおける  B2B Integration 機能のロード  バランシング

クラスタにおける WebLogic Server 機能のロード  
バランシング

WebLogic Server は、 HTTP セッシ ョ ン ステートおよびク ラスタ  オブジェク トの
ロード  バランシングをサポート しています。 詳細は、 次の URL にある
『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「クラスタでの通信」 を参照
して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/features.html

クラスタにおける BPM 機能のロード  バランシング
BPM ワークフローには、 イベン トベースのワークフローを処理するためのイベ
ン ト  キューが必要です。 詳細については、 1-10 ページの 「Business Process 
Management リ ソース」 を参照して ください。

イベン ト  キューと関連プール
各 BPM イベン ト  キューには次の 2 種類のプールが関連付けられます。

順序付けされていないイベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean のプール

JMS キューから順序キーを選択する順序付けされたイベン ト  リ スナ メ ッ
セージ駆動型 Bean のセッ ト
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次の図は、 イベン ト  キューとその関連プールを示しています。

図 2-1   イベン ト  キューと関連プール

順序付けされていないメ ッセージ駆動型 Bean は、 非決定的な順序でメ ッセージ
を処理します。 メ ッセージの読み出しは先入れ先出し （FIFO） 方式ですが、 読
み出し後は、 スレッ ドのスケジューリ ングおよび処理時点の負荷に応じて、 任意
の順序でメ ッセージを処理できます。

順序付けされたイベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean では、 特定の順序キー
（WLPIOrderKey） に従ってメ ッセージが処理されます。 このために、 ク ラスタ
内で 1 つのイベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean を、 WLPIOrderKey に関する
メ ッセージ処理用にコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。

順序キーは整数値でなければならず、 その値は受け取った順序で処理させたいす
べてのイベン トで同じでなければなり ません。 また、 順序指定メ ッセージは、 同
じ  JMS キューに送信する必要があ り ます。 メ ッセージ プロデューサは、 正しい
順序でメ ッセージをキューに転送する必要があ り ます。

WLPIOrderKey は、 BPM で使用するカスタム JMS プロパティです。 このプロパ
ティは、 WebLogic Integration Studio で設定するか、 次のよ うに、 プログラム的
に設定します。

ワークフロー間でメ ッセージを送信する と きに [XML イベン ト をポス ト ] ダ
イアログボッ クスで WLPIOrderKey を設定する。 詳細は、 『WebLogic 
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Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「アクションの定義」 にある 「JMS 
ト ピッ クや JMS キューへの XML メ ッセージの通知」 を参照して ください。

メ ッセージに対する  [WLPIOrderKey JMS] ヘッダ フ ィールドをプログラム的
に定義する。『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング』、「JMS 
接続の確立」 の 「メ ッセージの順次処理の保証」 を参照して ください。

1 つの JAR ファ イル （wlpi-mdb-ejb.jar） には、 特定のキューに関して順序付
けされたイベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean と順序付けされていない イベ
ン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean が格納されています。 wlpi-mdb-ejb.jar 
ファ イルで定義されている  message-driven bean は、 デフォルトの EventQueue か
らのメ ッセージを消費します。 この JAR ファ イルは、 ク ラスタを対象とする必
要があ り ます。

BPM のロード  バランシングは、 wlpi-mdb-ejb.jar をク ラスタにデプロイする
こ とによって達成されます。 この JAR ファ イルには、 5 つの順序付きイベン ト  
リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean と  5 つの順序なしイベン ト  リ スナ メ ッセージ起
動型 Bean が格納されています。 message-driven bean は、 分散送り先からのメ ッ
セージを消費してイベン ト キューを検証するか、 検証を拒否します。 分散送り先
には、 JMS サーバごとに物理送り先が 1 つ、 WebLogic Server のインスタンスご
とに JMS サーバが 1 つ指定されています。 分散キューの各メ ッセージ プロ
デューサは、 それぞれ 1 つの物理送り先にバインド されています。 メ ッセージ駆
動型 Bean は、 デプロイ先のサーバ内の物理送り先にバインド されています
（サーバ親和性がある、 という ）。 サーバ親和性の利用とは、 メ ッセージが、 その
処理中に、 同じ  JVM および WebLogic Server インスタンス内に保持されるこ と
にな り ます。 したがって、 あるプロデューサから分散送り先に送信された順序付
き メ ッセージは、 同じ順序付き message-driven bean によって消費されるこ とが
保証されます。 このプロセスによって、 メ ッセージの順序付き配信が保証されま
す。

新しいプールを作成する

1 つのサーバに十分な処理能力がある場合は、 6-22 ページの 「メ ッセージ駆動型 
Bean 数の確認する」 で説明するよ うに、 wli-mdb-ejb.jar ファ イルのイベン ト  
リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean のサイズおよび範囲を大き くするこ とができま
す。
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カスタムの JMS キューおよびイベン ト  リ スナの作成方法の詳細については、
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』、 「WebLogic 
Integration のカスタマイズ」 の 「カスタム Java Message Service キューのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

BPM 機能のロード  バランシングの要件
WebLogic Integration ク ラスタで BPM 機能をロード  バランシングする場合、 以
下の要件を考慮して ください。

特定の JMS キュー用の順序付きおよび順序なしのイベン ト リ スナメ ッセー
ジ起動型 Bean を含む JAR ファ イルは、 ク ラスタを対象とする必要がある。
言い換えれば、 ク ラスタ全体を通じた均一なデプロイ メン トが必須です。
WebLogic Integration には、 デフォルトのイベン ト  キュー （ 
com.bea.wli.bpm.EventQueue ） から作業を取り出す wlpi-mdb-ejb.jar 
ファ イルが用意されています。

注意 : この記述は、 XML 検証実行中の検証キューにも当てはま り ます、 デ
フォルトの検証 イベン ト  キューは 
com.bea.wlpi.ValidatingEventQueue です。

MDB Generator ユーティ リ ティを使用して、 新しい JAR ファ イルを作成で
きます。 新しい JAR ファ イルには、 新しいユニークな JMS キューを関連付
ける必要があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンでは、 新しいイベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean の作
業を呼び出すために、 新しい JMS キューを認識している必要があ り ます。

時限イベン ト

イベン トおよび検証イベン ト キュー用の message-driven bean 同様、 時限イベン
ト  リ スナも、 wlpi-mdb-ejb.jar ファ イルで指定されたク ラスタにデプロイさ
れます。 これらの message-driven bean は、 com.bea.wli.bpm.TimerQueue から
作業を取り出します。

時限イベン トは、 JMS 配信時刻を使用して実装されます。 時限イベン トは、 次
の 2 種類のプールによって実行されます。

順序付けされていない処理 （時限ワークフロー開始） 用のプールに類似し

た、 時限イベン ト  リ スナ message-driven bean のプール
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ワークフロー インスタンス （タスクの締め切り、 時限イベン ト  アクシ ョ ン）
が関連付けられている時限イベン ト を消費するための message-driven bean の
セッ ト （ク ラスタ内の 1 つの時限イベン ト  リ スナのメ ッセージ駆動型 Bean 
は、 特定の順序キーに対してメ ッセージを処理するよ うにコンフ ィグレー
シ ョ ンされている）。

クラスタにおける Application Integration 機能の
ロード  バランシング

すべて同種のク ラスタ、 つま りすべてのリ ソースが同じ管理対象サーバを対象と
しているク ラスタをコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とができます。 ただし、 アダプ
タ自身の制約があ り ます。

BPM 機能とは対照的に、 JMS キューおよびサーバを使用して、 ク ラスタ内で 
Application Integration の機能をロード  バランシングできます。

ク ラスタ  デプロイ メン トでは、 1 つの EJB （wlai-admin-ejb.jar） を管理サー
バのみにデプロイする必要があ り ます。 この EJB は wlai-admin.ear アーカイ
ブファ イルからデプロイされます （2-4 ページの 「WebLogic Integration リ ソー
スのデプロイ メン ト 」 の表 2-1 を参照）。

注意 : wlai-admin-ejb.jar はク ラスタ  デプロイ メン トのみに必要です。
WebLogic Integration を単独のサーバにデプロイする場合、
wlai-admin.ear はデプロイしないでください。

以下のコードは、 ク ラスタ  ド メ イン用の config.xml ファ イルの抜粋です。 ク
ラスタにおける wlai-admin.ear ファ イルのデプロイ メン ト指定を示していま
す。

コード  リス ト  2-4   config.xml ファイルにおける wlai-admin EJB のデプロイメ
ン ト

<Application Name="WLI-AI Admin Server Only"
Path="WLI_HOME/lib/wlai-admin.ear" TwoPhase="true">

<EJBComponent Name="WLI-AI RAR Upload" Targets="admin_server_name"
URI="wlai-admin-ejb.jar"/>

</Application>
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クラスタにおける B2B Integration 機能のロード  バ
ランシング

B2B Integration 機能は、 ク ラスタ内での作業のパーティシ ョニングを要求しませ
ん。 そのよ うな機能をサポートするためには、 完全に同質的なクラスタをコン
フ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。 言い換えれば、 すべての B2B リ ソース
（JMS のコンシューマ、 送り先、 およびプロデューサ） を、 ク ラスタ内のすべて
のノードで利用できます。

ク ラスタにおける  B2B Integration 機能のロード  バランシングを、 デフォルトの 
JMS キューおよびサーバを使用して行う こ とができます。

B2B Integration リ ソースは、 ク ラスタ内のすべてのノードに対して均一にデプロ
イされます。 したがって、 B2B エンジンをシャ ッ ト  ダウンする必要が生じた場
合、 ク ラスタ内のすべてのノードの B2B エンジンがシャッ ト  ダウンされます。
ク ラスタ内の 1 つのノードの B2B エンジンのみをシャ ッ ト  ダウンするこ とはで
きません。 その場合は、 まず、 そのノードをク ラスタから削除する必要があ り ま
す。

WebLogic JMS は、 分散送り先を使用するこ とによって、 複数の物理送り先にわ
たる メ ッセージング負荷を均衡するこ とができ、 その結果、 リ ソースがよ り効果
的に活用され、応答時間が短縮されます。WebLogic JMS のロード  バランシング 
アルゴ リズムは、 メ ッセージの送信先となる物理送り先 （分散送り先のセッ ト内
の） およびコンシューマが割り当てられる物理送り先を決定します。 メ ッセージ
駆動型 Bean は、 デプロイ先のサーバ内の物理送り先にバインド されています
（サーバ親和性）。 メ ッセージが、 特定のサーバ上の特定の物理送り先 （キュー）
に送信される と、 そのサーバがメ ッセージを処理します。

B2B Integration 機能は、 ク ラスタ環境におけるサーバ親和性を備えたヒ ューリ ス
ティ クなイン メモ リ  キャ ッシュ機能を利用しています。 B2B のメ ッセージ処理
を実行する際は、 B2B デコーダがその B2B メ ッセージのメ ッセージ エンベロー
プを、 BPM JMS イベン ト  キューに追加します。 BPM message-driven bean は、
そのメ ッセージをキューから取り出し、 その後の処理を実行するために B2B 固
有プラグインが呼び出されます。 B2B 固有プラグインは、 メ ッセージ ID、 ト
レーディング パートナ、 配信チャネル （URI） を使用して、 MessageStore イン メ
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モリ  キャ ッシュから メ ッセージ ペイロードを取り出します。 このよ うに、 B2B 
Integration 機能はインメモ リ  キャ ッシュ機能を活用するこ とができ、 その結果、
パフォーマンスが向上します。

WebLogic Integration クラスタの高可用性

メ ッセージ駆動型 Bean は、 JMS の送り先からのメ ッセージを消費します。 各 
WebLogic Integration 送り先にはいくつかの message-driven bean が各送り先にデ
プロイされています。 WebLogic Integration 送り先 （JMS キューと ト ピッ ク） の
詳細な リ ス トについては、 2-27 ページの 「JMS サーバと  JMS 送り先」 を参照し
てください。

高可用性を備えた JMS
WebLogic JMS の実装によ り、 複数の物理送り先を単一の分散送り先のメンバー
と してコンフ ィグレーシ ョ ンできる能力を通じて、 きわめて高い可用性がもたら
されます。 具体的には、 管理者は、 ク ラスタ内の各ノードに対して、 各分散送り
先に対する物理送り先を 1 つ、 コンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。 ク ラ
スタ内のある ノードに障害が発生して、 そのノードの物理送り先が使用できな く
なった場合、 分散送り先のメンバーと してコンフ ィグレーシ ョ ンされた他の物理
送り先が、 JMS のプロデューサと コンシューマにサービスを提供するこ とがで
きます。

JMS サーバおよびそのすべての送り先は、 ク ラスタ内の別の WeLogic Server に
移行できるため、 ク ラスタ環境で単独の送り先と してデプロイされる必要のある
送り先についても、 高可用性を実現するこ とができます。 ただし、 そのための移
行は手動で行われるので、 送り先の単独デプロイはお勧めできません。

メ ッセージ駆動型 Bean は、 分散送り先からのメ ッセージを消費します。 分散送
り先には、 WebLogic Server のインスタンスごとに、 物理送り先が 1 つ格納され
ています。 分散キューの各メ ッセージ プロデューサは、 それぞれ 1 つの物理送
り先にバインド されています。 メ ッセージ駆動型 Bean は、 デプロイ先のサーバ
内の物理送り先にバインド されています （サーバ親和性）。 したがって、 あるプ
ロデューサから分散送り先に送信された順序付き メ ッセージは、 同じ順序付き
message-driven bean によって消費されるこ とが保証されます。 このプロセスによ
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り、 メ ッセージの順序付けられた配信、 および 2-22 ページの 「ク ラスタにおけ
る  B2B Integration 機能のロード  バランシング」 で説明した B2B キャ ッシュ機能
が保証されます。

ク ラスタ内の管理対象サーバに障害が発生した場合、 そのサーバの
message-driven beanはア ト ミ ッ クに移行されますが、 複数のメ ッセージ処理を
防止するため、 自動的移行は行われません。

次の節では、 WebLogic Integration がク ラスタ  デプロイ メン トにおいて、 分散送
り先およびサーバ親和性を利用して高可用性を実現する例を説明します。

非同期サービス要求に対する高可用性

イベン ト転送に対する高可用性

 非同期サービス要求に対する高可用性

WebLogic Integration ク ラスタでは、 WLAI_ASYNC_REQUEST_QUEUE キューおよび 
WLAI_ASYNC_RESPONSE_QUEUE キューが、 分散送り先と してデプロイされます。
非同期サービス要求プロセッサは、 関連付けられたメ ッセージ駆動型 EJB で、
ク ラスタ内のすべてのサーバにデプロイされます。 非同期の要求および応答は、
それらを受け入れた JMS サーバがク ラ ッシュした後でも、 処理されます。

message-driven bean が同期サービス要求を受信する前に物理キューに障害が発生
する と、 その要求は、 この物理キューが再びオンラインに復帰するまで使用でき
なくな り ます。 非同期サービス応答についても同様です。

同期呼び出しおよび非同期呼び出しの処理に関する詳細については、 1-16 ペー
ジの 「Application Integration リ ソース」 を参照してください。

イベン ト転送に対する高可用性

Application Integration アダプタは、BPM 機能または WebLogic Workshop によっ
て消費されるイベン ト を生成します。 イベン トは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューか
ら  JMS キュー （WLAI_EVENT_QUEUE） へ転送されます。

イベン トについてのメ タデータを取得するには、 イベン ト  ルータが HTTP を使
用して WebLogic Integration インスタンス と会話する必要があ り ます。 イベン ト  
ルータのコールバッ ク交信に対してロード  バランシングと高可用性を実現した
いが、 ク ラスタ  アドレスに DNS 名は使用していないという場合は、
wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティを設定する必要があ り ます。
2-24 WebLogic Integration ソリューシ ョ ンのデプロイメン ト



JMS リ ソース
このプロパティの詳細については、 3-5 ページの
「wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティの設定 （オプシ ョ ン）」 を参照して
ください。

WLAI_EVENT_QUEUE は、 複数の物理送り先が格納された分散送り先です。
message-driven bean (AI Event プロセッサ ) は WLAI_EVENT_QUEUE 分散送り先で
リ スンします。 このキューのメ ッセージ処理には複数のサーバが関与するので、
1 つのサーバに障害が発生しても対応できます。 アダプタ  イベン トの WebLogic 
Integration による処理については、 1-21 ページの 「イベン ト 」 を参照してくださ
い。

JMS リソース

この節では、 ク ラスタ環境で WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ン用の JMS リ
ソースをコンフ ィグレーシ ョ ンする方法について説明します。 具体的には、 以下
のリ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン方法について説明します。

JMS 接続ファクトリ

JMS JDBC ス ト ア

JMS サーバと  JMS 送り先

ス ト アを作成して接続プールと関連付ける

JMS サーバを作成しス ト アを関連付ける

JMS リ ソースは、WebLogic Server Administration Console でコンフ ィグレーシ ョ
ンされます。 コンソールを起動するには、 『WebLogic Integration の起動、 停止お
よびカスタマイズ』、 「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の
「WebLogic Server Administration Console の起動」 を参照して ください。

JMS 接続ファク ト リ
以下の JMS 接続ファ ク ト リは、 管理サーバおよびク ラスタ化された管理対象
サーバのある  WebLogic Integration ド メ インでコンフ ィグレーシ ョ ンされます。

BPM ト ピッ ク用ファ ク ト リ （ク ラスタにデプロイ）
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BPM キュー用ファ ク ト リ （ク ラスタにデプロイ）

Application Integration 用ファ ク ト リ （ク ラスタにデプロイ）

B2B Integration 用ファ ク ト リ （管理サーバにのみデプロイ）

B2B RosettaNet キュー用ファ ク ト リ （ク ラスタにデプロイ）

次の リ ス トは、WebLogic Integration ク ラスタにおける  JMA 接続ファ ク ト リのサ
ンプル仕様を示しています。 接続ファ ク ト リの Target と  JNDI name は太字で表
記されています。

コード  リス ト  2-5   config.xml ファイルの JMSConnectionFactory 要素

...
<!--Application Integration Connection Factories>

<JMSConnectionFactory AllowCloseInOnMessage="false"
DefaultDeliveryMode="Persistent" DefaultPriority="4"
DefaultTimeToLive="0"
JNDIName="com.bea.wlai.JMSConnectionFactory"
MessagesMaximum="10" Name="WLIJMSConnectionFactory"
OverrunPolicy="KeepOld" Targets="MyCluster"
UserTransactionsEnabled="true"/>

<!--B2B Integration Connection Factories>

<JMSConnectionFactory AllowCloseInOnMessage="true"
JNDIName="com.bea.wli.b2b.server.TopicConnectionFactory"
Name="B2BTopicFactory" Targets="MyServer-1"
UserTransactionsEnabled="true"/>

<JMSConnectionFactory AllowCloseInOnMessage="true"
JNDIName="com.bea.wli.b2b.rosettanet.QueueConnectionFactory"
Name="RNQueueFactory" Targets="MyCluster"
UserTransactionsEnabled="true"/>

<!--BPM Connection Factories>

<JMSConnectionFactory AllowCloseInOnMessage="true"
JNDIName="com.bea.wlpi.TopicConnectionFactory"
Name="wlpiFactory" Targets="MyCluster"
UserTransactionsEnabled="true"/>

<JMSConnectionFactory AllowCloseInOnMessage="true"
JNDIName="com.bea.wlpi.QueueConnectionFactory"
Name="wlpiQueueFactory" Targets="MyCluster"
UserTransactionsEnabled="true"/>

...
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JMS JDBC ストア
JMS JDBC ス ト アは、 デプロイ メン ト内の JMS サーバごとに定義する必要があ
り ます。

次のリ ス トは、 config.xml ファ イルの抜粋で、 myserver 管理サーバの管理下
にある  2 つの管理対象サーバ （MyServer-1 および MyServer-2） を含むク ラス
タ （MyCluster） の JMS JDBC ス ト アを定義しています。 接続プールの対象
（Target） と して、 ク ラスタ と管理サーバの両方がリ ス ト されている点に注意し
てください。

コード  リス ト  2-6   config.xml ファイルの JMSJDBCStore 要素

<JMSJDBCStore ConnectionPool="wliPool"
Name="JMSWLCStore-MyServer-1" PrefixName="MyServer_1"/>

<JMSJDBCStore ConnectionPool="wliPool"
Name="JMSWLCStore-MyServer-2" PrefixName="MyServer_2"/>

<JMSJDBCStore ConnectionPool="wliPool" Name="JMSWLCStore-myserver"
PrefixName="myserver"/>

...

<JDBCConnectionPool CapacityIncrement="1"
DriverName="oracle.jdbc.driver.OracleDriver" InitialCapacity="1"
LoginDelaySeconds="1" MaxCapacity="15" Name="wliPool"
Properties="user=scott;password=tiger;dll=ocijdbc8;protocol=thin
RefreshMinutes="0" ShrinkPeriodMinutes="15"
ShrinkingEnabled="true" Targets="myserver,MyCluster"
URL="jdbc:oracle:thin:@machine:port:name"/>

JMS サーバと  JMS 送り先
JMS サーバは、 ク ラスタ内の各管理対象サーバに対して 1 つずつ、 管理サーバ
に対して 1 つコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます （管理サーバと してコン
フ ィグレーシ ョ ンされた JMS サーバには、 表 2-2 で示されているよ うに、 送り
先 （B2B ト ピッ ク） は 1 つのみデプロイ される）。 JMS サーバについては、 以下
の命名規約の使用をお勧めします。 WLI_JMSServer_node。 こ こで、 node は 
JMS サーバがデプロイされているサーバの名前を表します。
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次の表では、 WebLogic Integration が使用する送り先 （JMS キューと ト ピッ ク）
について説明し、 それらが単独の送り先と して指定されているのか、 分散送り先
と して指定されているのか示します。

表 2-2  JMS 送り先

送り先 分散 /単独

com.bea.wli.bpm.TimerQueue 分散

com.bea.wli.bpm.EventQueue 分散

com.bea.wli.bpm.ValidatingEventQueue 分散

com.bea.wli.bpm.ErrorTopic 分散

om.bea.wli.bpm.AuditTopic 分散

com.bea.wli.bpm.NotifyTopic 分散

com.bea.wlpi.EventTopic 単独の管理対象サーバ

com.bea.wli.b2b.server.B2BTopic 管理サーバのみ

com.bea.b2b.OutboundQueue 分散

com.bea.b2b.rosettanet.EncoderQueue 分散

com.bea.wlai.ASYNC_REQUEST_QUEUE 分散

com.bea.wlai.ASYNC_RESPONSE_QUEUE 分散

com.bea.wlai.EVENT_QUEUE 分散

com.bea.wlai.EVENT_TOPIC 分散

com.bea.wli.FailedEventQueue1

1. com.bea.wli.FailedEventQueue 送り先は、 WebLogic Integration のすべて
のコンポーネン トによって使用されます。 この送り先は、 JTA UserTransaction のメ ッ
セージを消費する  JMS 送り先のエラー送り先と して使用します。 エラー キューに関
する詳細については、 2-30 ページの 「エラー送り先」 を参照してください。

分散
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次のリ ス トは、 config.xml ファ イルの抜粋です。 管理サーバ （myserver） の管
理下にある  2 つの管理対象サーバ （MyServer-1 および MyServer-2） を含むク
ラスタ  コンフ ィグレーシ ョ ンと して選択された要素を示しています。

コード  リス ト  2-7   config.xml ファイルの JMSServer 要素

<!--Distributed Destinations-->

<JMSDistributedQueue JNDIName="com.bea.wli.bpm.EventQueue"
    Name="WLI_BPM_Event" Targets="MyCluster">

<JMSDistributedQueueMember JMSQueue="WLI_BPM_Event_MyServer-1"
Name="WLI_BPM_Event_MyServer-1"/>
<JMSDistributedQueueMember JMSQueue="WLI_BPM_Event_MyServer-2"
Name="WLI_BPM_Event_MyServer-2"/>

</JMSDistributedQueue>

<!--Administration Server-->

<JMSServer Name="WLI_JMSServer_myserver"
Store="JMSWLCStore-myserver" Targets="myserver"
TemporaryTemplate="TemporaryTemplate">
<JMSTemplate Name="TemporaryTemplate"/>
<JMSTopic JNDIName="com.bea.wli.b2b.server.B2BTopic"
Name="B2BTopic"/>

</JMSServer>

<!--Managed Server-->

<JMSServer Name="WLI_JMSServer_MyServer-1"
Store="WLI_JMSJDBCStore_MyServer-1" Targets="MyServer-1 
(migratable)"

<JMSQueue JNDIName="com.bea.wli.bpm.Event.MyServer-1"
Name="WLI_BPM_Event_MyServer-1" StoreEnabled="true"
Template="WLI_JMSTemplate-1"/>

...
<JMSTopic JNDIName="com.bea.wli.bpm.EventTopic"
Name="wlpiEvent" StoreEnabled="false"/>

...
</JMSServer>

この リ ス トの以下の点に注意して ください。

JMS 分散送り先が 1 つ （JMSDistributedQueue） 示し されている。 これは、
WLI_BPM_Event キューを次のよ うに指定します。
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ク ラスタ内のすべてのサーバにデプロイ される （Targets="MyCluster" 
で指定）。

JMSDistributedQueue 要素には、 各物理送り先に対して 1 つずつ、 すなわ
ち、 2 つの JMSDistributedQueueMember 要素が含まれる。 つま り、 各管
理対象サーバには送り先が 1 つずつ関連付けられています。

2 つの JMSServer 要素が示されている （管理サーバと管理対象サーバに対し
て 1 つずつ）。

管理サーバに対する  JMSServer 要素には、 JMSTopic 要素が 1 つ含まれてい
て、 管理サーバには送り先が 1 つのみ （B2B ト ピッ ク送り先） デプロイ され
るこ とを指定している。

各管理対象サーバに対する  JMSServer には、 表 2-2 で説明されているすべて
の JMS 分散送り先に対する  JMSTopic 要素と  JMSQueue 要素を格納する必
要がある。 この リ ス トの config.xml ファ イルの抜粋には、 次の例が示され
ています。

WLI_BPM_Event queue for MyServer-1 (WLI_BPM_Event_MyServer-1) に
対して WLI_BPM_Event queue for MyServer-1 を指定する  JMSQueue 要
素

com.bea.wli.bpm.EventTopic を指定する  JMSTopic 要素。 これは、 ク
ラスタ内の 1 つのサーバ （この場合は MyServer-1） にのみデプロイする
必要があ り ます。

エラー送り先

com.bea.wli.FailedEventQueue は、 JTA User Transaction に格納されている
メ ッセージを消費する  JMS 送り先に対するエラー送り先です。 たとえば、
EventQueue、 ValidatingEventQueue、 TimerQueue などのエラー送り先とな り ま
す。 対象とする  BPM ワークフロー インスタンスが見つからないメ ッセージや、
1 分間に何回も再試行に失敗する メ ッセージは、 FailedEventQueue に送信されま
す （デフォルトの再試行回数は 10 回ですが、 別の回数に設定するこ と もでき
る）。 JMS メ ッセージが FailedEventQueue に到着する と、 そのキューでリ スンす
る  message-driven bean 
(com.bea.wli.common.errorlistener.ErrorListenerBean) が、 WebLogic 
Server ログにログ エン ト リ を書き込みます。
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エラー キューが使用する  JMS テンプレートである   WLI_JMSTemplate-node で
再配信のための属性をコンフ ィグレーシ ョ ンして、 再試行の回数を指定するこ と
ができます。 エラー キューは、 分散送り先で、 再配信属性はノード固有の物理
送り先に対してコンフ ィグレーシ ョ ンされ、 WLI-FailedEvent-node と名付け
られます （この名前については、node は名前このク ラスタ内の WebLogic Server 
インスタンスを表している）。

1. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [サー
ビス｜ JMS｜テンプレート｜WLI_JMSTemplate-node] を選択します。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ、 [再配信 ] タブの順に選択します。

3. 再配信属性と、 それらの属性をコンフ ィグレーシ ョ ンする対象となる適切な 
WLI-FailedEvent-node を指定します。

4. [適用 ] をク リ ッ ク します。

JMS テンプレートの再配信属性をコンフ ィグレーシ ョ ンする方法の詳細につい
ては、 次の URL にある 『Adminstration Console オンライン ヘルプ』 の 「JMS」
で、 「[JMS テンプレート ] → [コンフィグレーション ] → [再配信 ]」 を参照して
ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/doma
in_jmstemplate_config_redelivery.html

さ らに、 カスタム メ ッセージ リ スナを作成するオプシ ョ ンもあ り、 それをク ラ
スパスに追加して、 FailedEventQueue message-driven bean のデプロイ メン ト記述
子でリ フレッシュできます。 そ うするこ とで、 エラー メ ッセージを永続化する
よ うにシステムをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

ストアを作成して接続プールと関連付ける

ス ト アを作成し、 接続プールに関連付けるには、 次の手順を実行します。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [サービス｜ JMS｜ス ト
ア ] を選択し、 [新しい JMSJDBCStore のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択しま
す。 [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブがデフォルトで表示されます。

2. [名前 ] フ ィールドに、 このス ト アを識別するための名前を入力します。

各 JMS サーバには、 独自の JMSJDBCStore があ り ます。 各管理対象サーバ
には、 独自の JMS サーバがあ り ます。 サーバの作成手順については、 2-32 
ページの 「JMS サーバを作成しス ト アを関連付ける」 を参照してください。
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3. [接続プール ] フ ィールドで、 使用する接続プールを選択します。

4. [プレフ ィ ッ クス名 ] フ ィールドに、 名前の先頭に追加する文字 （WL-AI な
ど） を入力します。

5. [作成 ] をク リ ッ ク します。

JMS サーバを作成しストアを関連付ける
JMS サーバを作成し、 JMSJDBCStore に関連付けるには、 次の手順を実行しま
す。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [サービス｜ JMS｜ス ト
ア ] を選択し、 [新しい JMSServer の作成 ] を選択します。

2. [名前 ] フ ィールドに、 この JMS サーバを識別するための名前を入力します。

3. [ ス ト ア ] フ ィールドで、 JMS サーバの関連先の JMSJDBCStore を選択しま
す。

4. [Temporary Template] フ ィールドで、 次の使用可能なテンプレートのうち、
いずれかを選択します。

[Temporary Template]

[WLIJMSTemplate]

注意 : これらの JMS テンプレートのプロパティは、 Administration Console 
の [サービス｜ JMS｜テンプレート ] からアクセスするこ とができま
す。

5. [作成 ] をク リ ッ ク します。

アダプタのデプロイ

1-16 ページの 「Application Integration リ ソース」 で説明した実行時 Application 
Integration 機能 （同期サービス呼び出し、 非同期サービス呼び出し、 およびイベ
ン ト ） をク ラスタ化するこ とによ り、 スケーラビ リ ティ と可用性を高めるこ とが
できます。 設計時に利用できる  Application Integration 機能 （アプ リ ケーシ ョ ン 
ビューおよび接続ファ ク ト リ ） をク ラスタ化するこ とによ り、 スケーラビ リ ティ
を高めるこ とができますが、 可用性を高めるこ とはできません。 つま り、 ク ラス
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タ内に実行されていないサーバがあれば、 アプリ ケーシ ョ ン  ビューをデプロイ
またはアンデプロイ （編集） するこ とができません。 言い換えれば、 デプロイお
よびアンデプロイ （編集） は、 健全なク ラスタにおいてのみ可能です。

Application Integration アダプタは通常、次の 3 つのコンポーネン トで構成されて
います。

RAR ファ イルからデプロイされた リ ソース  アダプタ

WAR ファ イルからデプロイされた設計時 Web アプリ ケーシ ョ ン

WAR ファ イルからデプロイされたイベン ト  ジェネレータ  Web アプリ ケー
シ ョ ン

リ ソース  アダプタ  ファ イル （RAR） と設計時 Web アプリ ケーシ ョ ン （WAR）
ファ イルは、 ク ラスタにデプロイする必要があ り ます。 イベン ト  ジェネレータ  
Web アプリ ケーシ ョ ン （WAR） ファ イルは、 ほとんどの場合、 ク ラスタ内の 1 
つのサーバにデプロイします （具体的な説明は、 アダプタのマニュアルを参照）。

たとえば、 DBMS アダプタが使用されている場合、 DbmsEventRouter Web アプ
リ ケーシ ョ ンは、 ク ラスタ内の 1 つのサーバを対象と している必要があ り ます。
次のリ ス トは、 config.xml ファ イルの抜粋です。 こ こでは、 DBMS アダプタを
デプロイするためのコンフ ィグレーシ ョ ンを指定する  application 要素が示され
ています。

コード  リス ト  2-8   Application Integration アダプタをデプロイするためのコン
フ ィグレーシ ョ ン

<Application Deployed="true" Name="BEA_WLS_DBMS_ADK" 
Path="/bea/weblogic700/integration/adapters/dbms/lib/
BEA_WLS_DBMS_ADK.ear" StagingMode="stage" TwoPhase="true">

<ConnectorComponent Name="BEA_WLS_DBMS_ADK" 
Targets="MyCluster" URI="BEA_WLS_DBMS_ADK.rar"/>

<WebAppComponent Name="BEA_WLS_DBMS_ADK_Web" 
Targets="MyCluster" URI="BEA_WLS_DBMS_ADK_Web.war"/>

<WebAppComponent Name="DbmsEventRouter" Targets="MyServer-1" 
URI="BEA_WLS_DBMS_ADK_EventRouter.war"/>
</Application>
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この リ ス トの以下の点に注意して ください。 関係のある情報は強調するため、 太
字で表記されています。

管理サーバが各サーバの起動に先立って、 アダプタの EAR ファ イルを 
StagedTargets リ ス トにあるすべての管理対象サーバにコピーするこ とを保証
するため、 StagingMode の値は stage に設定する必要がある。

アダプタは、 TwoPhase=”true” 属性を使用してデプロイする必要がある。 こ
の設定によ り、 メ ッセージ処理が開始される前にすべてのアダプタ  コンポー
ネン トがデプロイされるこ とが保証されます。

リ ソース  アダプタの設計時 Web アプリ ケーシ ョ ンはク ラスタにデプロイさ
れるが、 イベン ト  ジェネレータ  Web アプリ ケーシ ョ ンは、 WAR ファ イル
からデプロイされ、 ただ 1 つの管理対象サーバ （MyServer-1） にのみデプ
ロイされる。

デプロイメン トに備えたアダプタのコンフ ィグレー
シ ョ ン

リ ソース  アダプタのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 Configuration Wizard によって作
成された WebLogic Integration ド メ インで定義されます。 Configuration Wizard 
によって作成されたコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 アダプタの 3 つのコンポーネン
トは、 ク ラスタへのデプロイ メン ト を目標と しています。 前の節 （特に コード  
リ ス ト 2-8） で説明したとおり、 イベン ト  ジェネレータ  Web アプリ ケーシ ョ ン
（WAR） ファ イルは、 ほとんどの場合、 ク ラスタ内の 1 つのサーバにデプロイし
ます。 この要件を満足するため、 ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンを変更する必
要があ り ます。 ド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンの変更方法の詳細については、
3-16 ページの 「手順 5. アダプタ用イベン ト  ルータ  WAR ファ イルのコンフ ィグ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。

また、 リ ソース  アダプタをク ラスタ内のサーバを起動した後でデプロイするこ
と もできます。 ク ラスタ  デプロイ メン トの設定および起動の詳細については、
第 3 章 「ク ラスタ  デプロイ メン トのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照してくださ
い。 weblogic.Deployer コマンド ラ イン ユーティ リ ティ または WebLogic 
Server Administration Console を使用して稼働中のク ラスタにアダプタをデプロ
イする方法については、 付録 B 「 リ ソース  アダプタのデプロイ」 を参照して く
ださい。
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WebLogic Integration環境でのアダプタのデプロイに関する詳細は、 『アダプタの
開発』 の 「アダプタのデプロイ」 を参照して ください。
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3 クラスタ  デプロイメン トのコン
フ ィグレーシ ョ ン

この章では、 ク ラスタ環境で WebLogic Integration をデプロイするためのコン
フ ィグレーシ ョ ンに必要なタスクについて説明します。

単独のサーバへの WebLogic Integration のデプロイ メン トの詳細は、 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』、 「WebLogic Integration のカスタ
マイズ」 の 「新しいド メ インの作成とカスタマイズ」 を参照して ください。

ク ラスタ  ド メ インのアーキテクチャは、 2-3 ページの 「ク ラスタ  デプロイ メン ト
の設計」 の説明に従ってプランニングし、 WebLogic Integration をク ラスタ環境
に設定します。 そのためには、 ルータ （ハード ウェアおよびソフ ト ウェア）、 管
理サーバ、 および管理対象サーバをコンフ ィグレーシ ョ ンして、 WebLogic 
Integration リ ソースをそれらのサーバにデプロイする必要があ り ます。
WebLogic Server インスタンス と ク ラスタで構成される ド メ インに対する永続的
コンフ ィグレーシ ョ ンは、 管理サーバの XML コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イル
（config.xml） にあ り ます。

ク ラスタ  ド メ インで WebLogic Integration を設定およびデプロイするには、次の
手順を実行します。

手順 1. コンフ ィグレーシ ョ ンの前提条件への準拠

手順 2. WebLogic Integration ド メ インの作成

手順 3. ド メ イン用データベースのコンフ ィグレーシ ョ ン

手順 4. 1 つの管理対象サーバ用 BPM リ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン

手順 5. アダプタ用イベン ト  ルータ  WAR ファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン

手順 6. RDBMS レルムのコンフ ィグレーシ ョ ン

手順 7. ルータのコンフ ィグレーシ ョ ン

手順 8. startWeblogic コマンド  ファ イルの編集

手順 9. ド メ インの管理対象サーバの設定
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3 クラスタ  デプロイメン トのコンフ ィグレーシ ョ ン
手順 10. WebLogic Intergration の自動再起動のコンフ ィグレーシ ョ ン

手順 11. 障害が発生したノードから健全なノードへ移行するための 
WebLogic Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン

手順 12. WebLogic Integration のセキュ リ ティ  コンフ ィグレーシ ョ ン

手順 13. ド メ イン内のサーバの起動

手順 1. コンフ ィグレーシ ョ ンの前提条件へ
の準拠

この節では、 ク ラスタ環境で実行される  WebLogic Integration をコンフ ィグレー
シ ョ ンするための以下の前提条件について説明します。

各インス トールの WebLogic Server ク ラスタ  ラ イセンスの取得。

WebLogic Server をク ラスタ  コンフ ィグレーシ ョ ンで使用するには、 専用の
ク ラスタ  ラ イセンスが必要です。 ク ラスタ  ライセンスの取得については、
BEA 販売代理店にお問い合わせください。

そのク ラスタで使用する管理サーバの IP アドレスの取得。

1 つのク ラスタ内のすべての WebLogic Server インスタンスは、 コンフ ィグ
レーシ ョ ンおよびモニタに同じ管理サーバを使用します。 サーバをク ラスタ
に追加する場合、 各サーバが使用する管理サーバを指定する必要があ り ま
す。

各ク ラスタへのマルチキャス ト  アドレスの割り当て。

注意 : Configuration Wizard による  WebLogic Integration ド メ インの作成時
に、 マルチキャス ト  アドレスの割り当てが要求されます （3-7 ページ
の 「手順 2. WebLogic Integration ド メ インの作成」 を参照）。

マルチキャス ト  アドレスは、 ク ラスタ  メ ンバー間の通信に使用されます。
ク ラスタ化されたサーバは、 1 つの専用マルチキャス ト  アドレスを共有する
必要があ り ます。 ネッ ト ワーク上の各ク ラスタに対して、 一意のマルチキャ
ス ト  アドレス とポート番号の組み合わせを割り当てる必要があ り ます。 ネッ
ト ワーク上の 2 つのク ラスタが同じマルチキャス ト  アドレスを使用する場
合、 異なるポート を使用する必要があ り ます。 ク ラスタのマルチキャス ト  ア
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ド レスが異なる場合は、 同じポート を使用するか、 またはデフォルトのポー
ト （7001） をそのまま使用するこ と もできます。 マルチキャス ト  メ ッセージ
をサポートするため、 1 つのクラスタ内の管理サーバおよび管理対象サーバ
を同じサブネッ ト上に配置する必要があ り ます。

ク ラスタ内サーバに対する  IP アドレスの定義。 アドレス定義には、 以下の
よ うに、 いくつかの方法があ り ます。

注意 : Configuration Wizard による  WebLogic Integration ド メ インの作成時
に、 サーバに対する リ スン アドレスの割り当てが要求されます （3-7 
ページの 「手順 2. WebLogic Integration ド メ インの作成」 を参照）。

ク ラスタ内のサーバに対して 1 つの IP アドレス と異なる リ スン ポート番
号を割り当てる方法。

1 つの IP アドレス とサーバごとに異なるポート番号をク ラスタ  サーバに
割り当てるこ とによ り、 1 つのマシンに、 そのマシンをマルチホーム 
サーバ化するこ とな く、 ク ラスタ環境を設定するこ とができます。

ク ライアン トから このよ う な IP アドレスにアクセスできるよ うにするに
は、 以下のいずれかの方法で、 IP アドレス とポート番号で URL を構成し
ます。

ク ラスタ内の各マシン上で起動する  WebLogic Server インスタンスごと
に静的 IP アドレスを割り当てる方法。

この方法では、 複数のサーバが 1つのマシン上で実行されている場合、
そのマシンはマルチホーム サーバと してコンフ ィグレーシ ョ ンする必要
があ り ます。 つま り、 複数の IP アドレスが 1 つのコンピュータに割り当
てられます。

ipAddress:portNumber-portNumber ポート番号が連番になっている場合。
例 :
127.0.0.1:7003-7005

ipAddress:portNumber+...+portNumber ポート番号が連番ではない場合。
例 :
 127.0.0.1:7003+7006+7008

ipAddress:portNumber,ipAddress:portNumber,
...

冗長で明示的な指定。
例 :
127.0.0.1:7003,127.0.0.1:7004,127
.0.0.1:7005
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この場合は、 ク ラスタ  アドレスは、 カンマ区切りの IP アドレスの リ ス ト
の形にします。 たとえば、 次のリ ス トは、 config.xml ファ イルで指定さ
れているク ラスタ  アドレスの例です。 MyCluster とい う名前のク ラスタ
内の、 4 つのサーバのそれぞれに対して、 静的 IP アドレスが指定されて
います。

<Cluster 
ClusterAddress="127.0.0.1:7001,127.0.0.2:7001,127.0.0.3,127.
0.0.4:7001" Name="MyCluster"/>

注意 : 開発およびテス トのためには、 カンマ区切り リ ス ト を使用する
こ とができます。 プロダクシ ョ ン環境用には、 ク ラスタ  アド
レスは DNS 名または 1 つの IP アドレス と してのみ指定するこ
とをお勧めします。 ClusterAddress に DNS 名を使用しない場
合は、 ロード  バランシングおよびイベン ト  ルータのコール
バッ ク通信 （Application Integration 機能） に対する高可用性を
サポートするため、 wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロ
パティを設定して ください。 このプロパティの設定方法の詳細
については、 3-5 ページの 「wlai.clusterFrontEndHostAndPort 
プロパティの設定 （オプシ ョ ン）」 を参照して ください。

ク ラスタ  ド メ イン用の Oracle、 Microsoft SQL、 Sybase、 または DB2 のデー
タベースのコンフ ィグレーシ ョ ン。

共用ファイル システムの組み込み。 B2B Integration 機能が使用されるあらゆ
るク ラスタに対して、 共用ファイル システムをお勧めします。 共用ファイル
システムは、 高可用性が求められるあらゆるク ラスタに不可欠です。 Storage 
Area Network (SAN) またはマルチポート型のディ スク  システムをお勧めし
ます。

システム用のルータ （ハード ウェアまたはソフ ト ウェア） のコンフ ィグレー

シ ョ ン。 サーブレッ ト と  JSP のロード  バランシンングは、 組み込みロード  
バランシング機能か WebLogic プロキシ プラグインのいずれか、 または別個
のロード  バランシング用ハード ウェアを使用して達成されます。

WebLogic Integration ド メ イン用のソフ ト ウェア ルータのコンフ ィグレー
シ ョ ンの詳細については、 3-19 ページの 「手順 7. ルータのコンフ ィグレー
シ ョ ン」 を参照して ください。

ハード ウェア ルータおよびソフ ト ウェア ルータに関する詳細は、 次の URL 
にある 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 を参照してくださ
い。
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http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/index.html

ク ラスタ化された WebLogic Server インスタンスの設定に関する詳細について
は、 次の URL にある、 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の
「WebLogic ク ラスタのセッ ト アップ」 を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/setup.html

注意 : 1 つまたは複数のファイアウォールを含めるよ うにド メ インを設計する
場合は、 この他にも要件があ り ます。 詳細は、 次の URL にある
『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「ク ラスタでの通信」
を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/feature
s.html

wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティの
設定 （オプシ ョ ン）

Application Integration アダプタは、 BPM エンジンによって消費されるイベン ト
を生成します。 WebLogic Integration のイベン トおよびイベン ト処理の詳細につ
いては、 1-21 ページの 「イベン ト 」 を参照してください。

ク ラスタ  アドレスに DNS 名を使用しない場合は、 ロード  バランシングおよびイ
ベン ト  ルータのコールバッ ク通信に対する高可用性を達成するため、
wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティを設定してください。

wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティ を設定する理
由

次の表では、 次のアドレスをク ラスタ  アドレス とするサンプル ク ラスタのク ラ
スタ  コンフ ィグレーシ ョ ンについて説明します。

<Cluster ClusterAddress="127.0.0.1:7001,127.0.0.1:7002" 
Name="MyCluster"/> 
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イベン ト  ルータは、 HTTP を介して WebLogic Integration のインスタンス と通信
を行う こ とによって、 イベン トに関する メ タデータを取得します。 このよ う な通
信の実際の方法は、 wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティが設定さ
れているかど うかで決ま り ます。

 wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティが設定されていない場合

イベン ト  ルータ との通信の確立時に、 WebLogic Integration によって、
ClusterAddress に最初にリ ス ト されているアドレスがコールバッ ク  アドレ
ス と して渡されます。 この例では、 コールバッ ク  アドレスは 
127.0.0.1:7001 です。 このシナリオでは、 MyServer-1 に障害が発生する
と、 MyServer-2 は実行されているにもかかわらず、 イベン ト  ルータは 
WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンにアクセスできません。

wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティが設定されている場合

wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティは、 ク ラスタのフロン トエ
ンド （この例では MyRouter サーバ） のアドレスに設定され、 そこに 
HttpClusterServlet がホス ト されています。

その結果、 イベン ト  ルータ との通信の確立時に、 WebLogic Integration はイ
ベン ト  ルータに、 127.0.0.1:7003 とい う アドレスを渡します。 このシナリ
オでは、 ク ラスタ内の管理対象サーバに障害が発生した場合でも、 イベン ト  
ルータは WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンにアクセスできます。

サーバ名 サーバの種類 リスン アドレス : ポート

MyAdmin 管理サーバ 127.0.0.5:7005

MyServer1 管理対象サーバ 127.0.0.1:7001

MyServer2 管理対象サーバ 127.0.0.1:7002

MyRouter ルータ 127.0.0.1:7003
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手順 2. WebLogic Integration ド メ インの作成
wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティの設定方法
各管理対象サーバの WLAIStartup EJB 環境プロパティ内に 
wlai.clusterFrontEndHostAndPort プロパティを作成する必要があ り ます。
たとえば、 wlai.clusterFrontEndHostAndPort=127.0.0.1:7003 と設定する
には、 次の手順を実行します。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [Domain_Name｜デプロ
イ メン ト｜ EJB｜WLI-AI Server] を選択します。

2. [Edit EJB Descriptor] をク リ ッ ク して、 EJB 記述子の編集ができる新しいウ ィ
ンド ウを表示します。

3. 新しいウ ィンド ウの左のナビゲーシ ョ ンペインで、 [EJB Jar｜ Enterprise 
Beans｜セッシ ョ ン｜WLAIStartup｜ Env Entries] を選択して、 コンフ ィグ
レーシ ョ ンウ ィンド ウを開きます。

4. [新しい Environment Entry のコンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

5. 次の情報を入力します。
[Env Entry Name] :  wlai.clusterFrontEndHostAndPort

[Env Entry Value] :  127.0.0.1:7003

127.0.0.1:7003は、 HttpClusterServlet をホス トする ク ラスタのフロン
トエンドの リ スン アドレス とポート を表しています。

手順 2. WebLogic Integration ド メインの作
成

この手順を実行するには、 各管理対象サーバの定義をド メ イン コンフ ィグレー
シ ョ ン ファ イル （config.xml） に追加し、 すべての管理対象サーバをク ラスタ
に割り当て、 WebLogic Integration コンポーネン ト をド メ イン上のサーバに指定
する必要があ り ます。

ク ラスタ化された WebLogic Integration デプロイ メン トの定義は、 BEA 
Configuration Wizard による ド メ インの作成から始ま り ます。
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3 クラスタ  デプロイメン トのコンフ ィグレーシ ョ ン
注意 : この節で説明する ド メ イン設定手順は、Configuration Wizard が Windows
の [ スタート ] メニューから  GUI モードで実行されているこ とを前提と
しています。

さまざまなモードで Configuration Wizard を使用する方法の詳細について
は、 次の URL にある 『Configuration Wizard の使い方』 を参照して くだ
さい。

http://www.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/inde
x.html

Configuration Wizard を使用して WebLogic Integration ド メ インを作成するには、
以下の手順を完了してください。

1. [ スタート ] から、 [プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ Domain 
Configuration Wizard] を選択します。

Configuration Wizard が起動します。 ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンに使
用するデータの入力が要求されます。

2. Configuration Wizard のプロンプ トに従って、 次の表に示す情報を入力しま
す。

ウィンドウ アクシ ョ ン

[ ド メ インのタイプと名
前を選択 ]

作成する ド メ インのベース となるテンプレート を選択し、 ド メ インに名
前を付ける。

作成する ド メ インの要件に合わせて、 次のテンプレートの中から  1 つ選
択する。

[WLI Domain] － BPM、 B2B Integration、 Application Integration、
Data Integration など、 すべての WebLogic Integration 機能をサポート
する ド メ インを作成する場合に使用する。

[WLI BPM] － BPM および Data Integration 機能をサポートする ド メ
インを作成する場合に使用する。

[WLI EAI] － Application Integration、 BPM および Data Integration 機
能をサポートする ド メ インを作成する場合に使用する。

[サーバ タイプを選択 ] サーバの種類の入力を要求されたら次のオプシ ョ ンを選択する。
Admin Server with Clustered Managed Server(s)
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手順 2. WebLogic Integration ド メ インの作成
[ ド メ インの場所を選択
]

作成したド メ インをインス トールするディ レク ト リ を指定する。

デフォルト  ディレク ト リ をそのまま使用するか、 別のディレク ト リ を選
択する。 マシン上の有効なディ レク ト リはどれでも ド メ イン ディレク ト
リ と して使用できる。

[ ク ラスタ化サーバのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン ]

ク ラスタ内の各管理対象サーバのサーバ名、 リ スン アドレス、 リ スン 
ポート を指定する。1

[ ク ラスタのコンフ ィグ
レーシ ョ ン ]

ク ラスタ名、 ク ラスタのマルチキャス ト  アドレス とマルチキャス ト  ポー
ト、 およびク ラスタ  アドレスを指定する。 1

[ スタンドアロン /管理
サーバのコンフ ィグレー
シ ョ ン ]

サーバ名、 サーバのリ スン アドレス と リ スン ポート、 管理サーバに対す
るサーバの SSL リ スン ポート （このポートから ク ラスタ  ド メ インに対す
るすべての管理機能が実行される） を指定する。 1

注意 : 管理サーバのコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 Configuration Wizard 
のプロンプ トに従ってデフォルトのサーバ名 （myserver） をそ
のまま使用するこ とをお勧めします。 デフォルト以外のサーバ名
を指定する場合は、 作成したド メ インの次のディ レク ト リ名を変
更して、 myserver を新たに指定する名前と交換する必要があ り
ます。
DOMAIN_HOME/applications/DefaultWebApp_myserver

このパスで、 DOMAIN_HOME は、 Configuration Wizard を使用して
作成したカスタム ド メ インのルート  ディ レク ト リ を表していま
す。

[管理ユーザを作成 ] ユーザ名とパスワードを入力する。

[サーバの [ スタート ] 
メニュー エン ト リ を作
成 ]

管理サーバを Windows のスタート  メニューにインス トールするかど うか
指定する。

[ コンフ ィグレーシ ョ ン
の概要 ]

以下のいずれかを行う。

コンフ ィグレーシ ョ ンのサマ リ情報を見直し、 [Create] をク リ ッ ク し
て定義の完了したド メ インを作成する。

コンフ ィグレーシ ョ ンのサマ リ情報を見直し、 [Previous] をク リ ッ ク
して表示済みのウ ィンド ウに戻り、 ド メ インを作成する前に、 すでに
入力した情報を変更する機会を得る。
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3 クラスタ  デプロイメン トのコンフ ィグレーシ ョ ン
Configuration Wizard による ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンが完了する と、 指
定した場所に新しいド メ インが作成されます。 コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イル
（config.xml） が、 そのド メ イン内に作成されます。 このファ イルには、 ク ラス
タ内の管理サーバと各管理対象サーバの定義が格納され、 また、 このファ イルに
よって管理対象サーバがク ラスタに割り当てられます。

注意 : この手順の後半の手順では、 config.xml ファ イルを編集して、 ク ラス
タ  ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンします。 したがって、 次の手順に進
む前に、 こ こで作成した config.xml ファ イルのバッ クアップ コピーを
作成するこ とをお勧めします。

手順 3. ド メイン用データベースのコンフ ィ
グレーシ ョ ン

データベース  ウ ィザードは、 WebLogic Integration コンフ ィグレーシ ョ ン ユー
ティ リ ティで、 前の手順で作成したド メ イン用のデータベースの設定に役立ちま
す。

データベース  ウ ィザードを実行する手順は次のとおりです。

1. 手順 2 で作成したド メ インで wliconfig スク リプ ト を実行します。

たとえば、 mydomain とい う ド メ インをデフォルトの場所に作成した場合は、
以下のコマンド  シーケンスのいずれかを実行します （オペレーティング シ
ステムに合わせる）。

Windows:

cd %BEA_HOME%\user_projects\mydomain
wliconfig

UNIX:

cd $BEA_HOME/user_projects/mydomain
wliconfig

2. データベース  ウ ィザードには、 以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

1. アドレスおよびポート番号の設定に関する詳細については、 3-2 ページの 「手順 1. コンフ ィグレーシ ョ
ンの前提条件への準拠」 を参照して ください。
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[データベースの切り替え ]
ド メ インで使用するデータベース と して別のデータベースを指定する と
きに、 このオプシ ョ ンを選択します。 データベースを初期化するために
呼び出されるコマンド （CreateDB および RunSamples など） で使用され
る環境変数は更新され、 config.xml ファ イルは、 新しい設定を反映する
よ うに変更されます。 このオプシ ョ ンは、 データベースを初期化するわ
けではあ り ません。 データベースの初期化に備えて環境をコンフ ィグ
レーシ ョ ンするだけです。

[データベースの切り替え ]
このオプシ ョ ンを選択する と、 現在指定されているデータベースを初期
化するか、 新しいデータベースに切り替えてから初期化するこ とができ
ます。

3. データベース  ウ ィザードでは、 コンフ ィグレーシ ョ ン対象データベースへの
接続に必要な値の入力が必要です。

データベース  ウ ィザードの実行方法の詳細については、 『WebLogic Integration 
の起動、 停止およびカスタマイズ』、 「WebLogic Integrationのカスタマイズ」 の
「データベース  コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードの使用」 を参照してください。

手順 4. 1 つの管理対象サーバ用 BPM リソー
スのコンフ ィグレーシ ョ ン

2-27 ページの 「JMS サーバと  JMS 送り先」 および 2-4 ページの 「WebLogic 
Integration リ ソースのデプロイ メン ト 」 で説明したとおり、 以下の BPM リ ソー
スをク ラスタ内の 1 つのノードにデプロイする必要があ り ます。

WLI-BPM Plugin Manager （URI は wlpi-master-ejb.jar）

EventTopic JMS ト ピッ ク （JNDI 名は vcom.bea.wlpi.EventTopic）

この要件を満足するため、 ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンを変更する必要があ
り ます。 これは、 以下のいずれかの方法で実現できます。

コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルを編集する

WebLogic Server Administration Console を使用する
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3 クラスタ  デプロイメン トのコンフ ィグレーシ ョ ン
 コンフ ィグレーシ ョ ン ファイルを編集する
作成したド メ インに格納されている  config.xml ファ イルには、 変更すべき要素
をすばやく特定して編集するために役立つコ メン トが入っています。 次の手順を
実行して、 ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルに必要な変更を加えます。

1. 作成したド メ インのルート  ディレク ト リで、 config.xml ファ イルをテキス
ト  エディ タで開きます。

2. MODIFY とい う ラベルの付いたコ メン ト を探します。

次の表では、 コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルで MODIFY コ メン トのラベル
の付いている要素を示し、 必要な変更について説明します。

3. 3-16 ページの 「手順 5. アダプタ用イベン ト  ルータ  WAR ファ イルのコン
フ ィグレーシ ョ ン」 に進みます。

表 3-1  1 つの管理対象サーバ用 BPM リソースのコンフ ィグレーシ ョ ン

見つけるべき要素 要素の変更手順

<!-- MODIFY: In a cluster, the BPM Plugin 
Manager Targets attribute must specify only 
ONE cluster server -->
<EJBComponent Name="WLI-BPM Plugin 
Manager" 
Targets="mycluster"
URI="wlpi-master-ejb.jar"/>

WLI-BPM Plugin Manager EJB コンポーネン ト をこの管
理対象サーバ （この場合は managedserver-1:） にデ
プロイするよ うに、 Targets 属性を変更する。

<EJBComponent Name="WLI-BPM Plugin Manager"
Targets="managedserver-1"
URI="wlpi-master-ejb.jar"/>

<!-- MODIFY: This JMS Topic must be 
deployed to only one node in the cluster. 
Uncomment this section for one node.
<JMSTopic Name="wlpiEvent" 
JNDIName="com.bea.wlpi.EventTopic"
/>

-->

ク ラスタ内のただ 1 つの管理対象サーバにデプロイさ
れるよ うに、 この JMSTopic 要素のコ メン ト を解除す
る。

<JMSTopic Name="wlpiEvent"              
JNDIName="com.bea.wlpi.EventTopic"/>
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手順 4. 1 つの管理対象サーバ用 BPM リ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン
WebLogic Server Administration Console を使用
する

上の表で説明した変更を行う前に、 作成したド メ インの管理サーバを起動する
と、 config.xml ファ イルに書き込んだコ メン トは失われます。 ただし、 コ メン
トが失われても、 次の節で説明する手順に従い、 システムを適切にコンフ ィグ
レーシ ョ ンするこ とができます。

1 つの管理対象サーバ用 BPM マスタ  EJB をコンフ ィグレーシ ョ ンする

 1 つの管理対象サーバ用 BPM イベン ト  ト ピッ ク  をコンフ ィグレーシ ョ ンす
る

1 つの管理対象サーバ用 BPM マスタ  EJB をコンフ ィグレー
シ ョ ンする

BPM マスタ  EJB を 1 つの管理対象サーバに対してコンフ ィグレーシ ョ ンする最
も簡単な方法は、 表 3-1 で示したよ うに、 ド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ン ファ
イルを変更する方法です。

注意 : 以下の手順は参考情報です。 この手順は、 たとえば、 コンフ ィグレー
シ ョ ンを完了する前に config.xml ファ イルのコ メン トが失われた場合
に使用して ください。

1 つの管理対象サーバに対して BPM マスタ  EJB をコンフ ィグレーシ ョ ンする手
順は以下のとおりです。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 作成したド メ インの 
[WLI-BPM Plugin Manager EJB] を選択します。

[Domain_Name｜デプロイ メン ト｜ EJB｜WLI-BPM Plugin Manager]

2. [対象 ] タブを選択し、 Administration Console の指示に従って、 WLI-BPM 
Plugin Manager EJB がク ラスタ内の 1 つの管理対象サーバのみにデプロイさ
れるよ うに、 デプロイ メン ト設定を変更します。

Administration Console を使用して、 EJB のデプロイ メン ト をコンフ ィグレー
シ ョ ンする方法の詳細については、 次の URLにある 『Adminstration Console 
オンライン ヘルプ』 を参照してください。
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3 クラスタ  デプロイメン トのコンフ ィグレーシ ョ ン
http://e-docs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/index.
html 

3-7 ページの 「手順 2. WebLogic Integration ド メ インの作成」 の手順に従ってド
メ インの作成を完了する と、 WLI-BPM Plugin Manager はこのク ラスタを対象と
して設定されます。 言い換えれば、 Targets 属性にそのクラスタ名が格納されま
す。

必要な変更を行った後は、 WLI-BPM Plugin Manager EJB は、 作成したク ラスタ
内の 1 つの管理対象サーバを対象と します。 以下の抜粋は、 編集済みの 1 
config.xml ファ イルで、 Targets 属性のコンフ ィグレーシ ョ ンの変更が示されて
います。 この例では、 EJB は manageserver-1 とい う管理対象サーバを対象と し
ています。

コード  リス ト  3-1   WLI-BPM Plugin Manager を 1 つの管理対象サーバを対象と
して設定する

<Application Name="WebLogic Integration" Deployed="false"
Path="C:/bea/weblogic700/integration/lib" TwoPhase="true">

...
<EJBComponent Name="WLI-BPM Plugin Manager" 
Targets="manageserver-1"
URI="wlpi-master-ejb.jar"/>

...
</Application>

1 つの管理対象サーバ用 BPM イベン ト  ト ピック  をコンフ ィ
グレーシ ョ ンする

ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンを完了する最も簡単な方法は、 3-11 ページの
「手順 4. 1 つの管理対象サーバ用 BPM リ ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン」 で説
明したよ うに、 ド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルを変更する方法です。

注意 : 以下の手順は参考情報です。 この手順は、 たとえば、 コンフ ィグレー
シ ョ ンを完了する前に config.xml ファ イルのコ メン トが失われた場合
に使用して ください。

1 つの管理対象サーバに対して BPM イベン ト  EJB をコンフ ィグレーシ ョ ンする
手順は以下のとおりです。
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1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 JMS サーバに対して [送
り先 ] を選択します。 例を示します。

[サービス｜ JMS｜サーバ｜WLIJMSServer_manageserver-1｜送り先 ]

WLIJMSServer_manageserver-1 は、 作成したド メ イン内のある  1 つの管理対
象サーバに対する  JMS サーバの名前を表しています。

注意 : JMS サーバには任意の名前を割り当てるこ とができます。 ただし、
WLIJMSServer_node の例で示される命名規約に従う こ とをお勧めし
ます。 この命名規約では、 node は JMS サーバがデプロイされている
サーバの名前を表します。

2. [新しい JMSTopic のコンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク して [ コンフ ィグ
レーシ ョ ン ] タブを表示します。

3. 適切なフ ィールドに以下の情報を入力します。

[名前 ]: wlpiEvent

[JNDI 名 ] com.bea.wlpi.EventTopic

4. 各フ ィールドの残りの部分は、 デフォルト をそのまま使用して、 [適用 ] をク
リ ッ ク します。

JMS キューおよびト ピッ ク作成方法の詳細については、 次の URLにある
『Adminstration Console オンライン ヘルプ』 を参照してください。

http://e-docs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/index.ht
ml 

次のリ ス トは config.xml ファ イルの抜粋で、 BPM イベン ト  ト ピッ ク  が、 管理
対象サーバに対する  JMSServer 要素に追加されています （この例では、 管理対
象サーバには、 WLIJMSServer_manageserver1 とい う名前が付けられている）。
この リ ス トの中で、 この節で特に取り上げている部分は太字で表記されていま
す。

コード  リス ト  3-2   com.bea.wlpi.EventTopic のコンフ ィグレーシ ョ ン

<JMSServer Name="WLIJMSServer_manageserver1"
Targets="manageserver1 (migratable)"
TemporaryTemplate="TemporaryTemplate"
Store="JMSWLIStore_manageserver1">

<JMSTopic Name="wlpiEvent" 
JNDIName="com.bea.wlpi.EventTopic"/>
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...
</JMSServer>

手順 5. アダプタ用イベン ト  ルータ  WAR 
ファイルのコンフ ィグレーシ ョ ン

注意 : この手順は、 WebLogic Integration または EAI ド メ イン テンプレートに
基づく ド メ インに対してのみ必要です。 ク ラスタ  ド メ インが BPM ド メ
イン テンプレートに基づいている場合は 3-18 ページの「手順 6. RDBMS 
レルムのコンフ ィグレーシ ョ ン」 に進んでください。

2-4 ページの 「WebLogic Integration リ ソースのデプロイ メン ト 」 で説明したよ
うに、 サンプル アダプタ用イベン ト  ルータ  WAR ファ イルは、 ク ラスタ内の 1 
つのノードにデプロイする必要があ り ます。 この要件を満足するため、
WebLogic Integration ド メ インまたは EAI ド メ インの一環と してコンフ ィグレー
シ ョ ンされた、 BEA_WLS_DBMS_ADK アダプタおよび 
BEA_POWERENTERPRISE_3_0 アダプタのド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンを
編集する必要があ り ます。

コンフ ィグレーシ ョ ンを変更するには、 WebLogic Server Administration Console 
を使用する方法と、 ド メ インにある  config.xml ファ イルを編集する方法があ り
ます。
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:Administration Console を使用する方法
1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、作成したド メ インの次の
イベン ト  ルータ  WAR ファ イルを選択します。

[Domain_Name｜デプロイ メン ト｜Web アプリ ケーシ ョ ン｜
DbmsEventRouter]

[Domain_Name｜デプロイ メン ト｜Web アプリ ケーシ ョ ン｜
BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EventRouter]

2. 適切な [対象 ] タブを選択し、 Administration Console の指示に従って、 各イ
ベン ト  ルータに対するデプロイ メン ト設定を変更します。 各イベン トルータ
が、 ク ラスタ内の 1 つの管理対象サーバにのみデプロイ されるよ うに指定し
ます。

Administration Console を使用して、Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メン ト
をコンフ ィグレーシ ョ ンする方法の詳細については、 次の URLの
『Adminstration Console オンライン ヘルプ』 を参照してください。
http://e-docs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/index.
html 

config.xml の使用方法
次のリ ス トは、 管理サーバと ク ラスタ化された管理対象サーバがデプロイ された
ド メ インの場合の、 サンプルの config.xml ファ イルの抜粋です。 この リ ス トで
は、 ク ラスタ内のある  1 つの管理対象サーバにデプロイするよ うにコンフ ィグ
レーシ ョ ンされた 2 つのアダプタ用のイベン ト  ルータ  WAR ファ イルが示されて
います。 WebAppComponent 要素は太字で表記されています。

コード  リス ト  3-3   BEA_WLS_DBMS_ADK アダプタおよび 
BEA_POWERENTERPRISE_3_0 アダプタのコンフ ィグレーシ ョ ン

<Application Deployed="true" Name="BEA_WLS_DBMS_ADK"
Path="<WLI_HOME>/adapters/dbms/lib/BEA_WLS_DBMS_ADK.ear" 
TwoPhase="true">

      <ConnectorComponent Name="BEA_WLS_DBMS_ADK"
Targets="MyCluster" URI="BEA_WLS_DBMS_ADK.rar"/>
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      <WebAppComponent Name="DbmsEventRouter" Targets="MyServer-1"
URI="BEA_WLS_DBMS_ADK_EventRouter.war"/>

      <WebAppComponent Name="BEA_WLS_DBMS_ADK_Web"
Targets="MyCluster" URI="BEA_WLS_DBMS_ADK_Web.war"/>

</Application>

 :

<Application Deployed="true" Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0"
Path="<WLI_HOME>/adapters/powerenterprise/lib/
BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EAR.ear" TwoPhase="true">

      <ConnectorComponent Description="J2EE CA adapter for
PowerEnterprise!" Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0"
Targets="MyCluster" URI="BEA_POWERENTERPRISE_3_0.rar"/>

<WebAppComponent 
Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EventRouter"

Targets="MyServer-1"
URI="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_EventRouter.war"/>

<WebAppComponent Name="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_Web"
Targets="MyCluster" 

URI="BEA_POWERENTERPRISE_3_0_Web.war"/>

</Application>

手順 6. RDBMS レルムのコンフ ィグレー
シ ョ ン

作成したド メ インで、 以前のリ リースの WebLogic Integration の RDBMS レルム
を使用する場合は、 RDBMSRealm 要素を作成したド メ イン用の config.xml 
ファ イルに格納する必要があ り ます。 この要素は、 3-7 ページの 「手順 2. 
WebLogic Integration ド メ インの作成」 の手順を使用してド メ インを作成した時
点で生成された  config.xml ファ イルではコンフ ィグレーシ ョ ンはされていま
すが無効になっています。 RDBMSRealm 要素を有効にする手順は次のとおりで
す。

1. 作成した WebLogic Integration ド メ インのルート  ディ レク ト リにある  
config.xml ファ イルを開きます。

2. RDBMSRealm 要素を探して、 RDBMSRealm 要素のコ メン ト を解除します。
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3. config.xml ファ イルで定義されている  RDBMSRealm 要素は、 次のリ ス ト
に示すよ うに、 Pointbase データベース用にコンフ ィグレーシ ョ ンされていま
す。 別のデータベースを使用している場合は、 RDBMSRealm 要素の 
DatabaseDriver、 DatabasePassword、 DatabaseURL、 および 
DatabaseUserName の各属性のコンフ ィグレーシ ョ ンをやり直してください。

コード  リス ト  3-4   RDBMSRealm 要素

<RDBMSRealm Name="wlpiRDBMSRealm"
            DatabaseDriver="com.pointbase.jdbc.jdbcUniversalDriver"

DatabasePassword="none"
DatabaseURL="jdbc:pointbase://localhost:9094/WLIDB”
DatabaseUserName="none" 

:
:

セキュ リ ティ  レルム データの移行に関する詳細については、 『WebLogic 
Integration 移行ガイ ド』、「WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 
への移行」 の 「手順 8. セキュ リ ティ  レルム データの移行」 を参照して くださ
い。

手順 7. ルータのコンフ ィグレーシ ョ ン

ソフ ト ウェア ルータは、 作成したド メ インにある  config.xml ファ イルの定義
済みセクシ ョ ンのコ メン ト を解除するこ とによって、 組み込み WebLogic 
HttpClusterServlet に基づいたコンフ ィグレーシ ョ ンを行う こ とができます。

作成したド メ インに格納されている  config.xml ファ イルには、 変更すべき要素
をすばやく特定して編集するのに役立つコ メン トが入っています。 次の手順を実
行して、 ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルに必要な変更を行います。

1. 作成した WebLogic Integration ド メ インのルート  ディ レク ト リにある  
config.xml ファ イルを開きます。
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2. ROUTER-OPTION とい う ラベルの付いたコ メン ト を探し、 それらのコ メン
トに記述されている指示に従って、 作成したド メ イン用のルータをコンフ ィ
グレーシ ョ ンします。

ルータのサーバ名、 リ スン アドレス、 リ スン ポート などに対して、 適切な
値を入力する必要があ り ます。

3. 次の config.xml ファ イルから抜粋したコードに示されているよ うに、 Web 
サーバのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 ルータのコンフ ィグレーシ ョ ンに含まれ
ています。

<WebServer Name="ROUTER_NAME"
DefaultWebApp="DefaultWebApp_ROUTER_NAME"
. . .  />

Web サーバ要素は、 DefaultWebApp 属性を介してデフォルトの Web アプリ
ケーシ ョ ンを参照する点に注意してください （ROUTER_NAME は、 ルータに割
り当てられた名前）。

a. 指定された DefaultWebApp の値 （この例では、
DefaultWebApp_ROUTER_NAME） と一致するディ レク ト リが、 次の場所に
あるこ とを確認して ください。

DOMAIN_HOME/applications/

このパスで、 DOMAIN_HOME は、 作成したド メ インのルート  ディ レク ト
リ を表します。

b. 前の手順で指定した DefaultWebApp ディレク ト リに web.xml デプロイ メ
ン ト記述子を作成します。 web.xml デプロイ メン ト記述子には、
HttpClusterServlet の登録が格納されている必要があ り ます。

web.xml デプロイ メン ト記述子の作成方法の詳細については、 次の URL 
にある 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』、 「WebLogic ク ラ
スタのセッ ト アップ」 の 「プロキシ プラグインのコンフ ィグレーシ ョ ン」
を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/setup.ht
ml

注意 : ク ラスタに対してハードウェア ルータまたはソフ ト ウェア ルータをコン
フ ィグレーシ ョ ンする と きは、 ク ラスタの外部からのメ ッセージは、 そ
のルータの URL に送信される必要があ り ます。

ハード ウェア ルータおよびソフ ト ウェア ルータに関する詳細は、次の URL にあ
る 『WebLogic Server ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。
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http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/index.html

手順 8. startWeblogic コマンド  ファイルの
編集

-Dweblogic.management.discover パラ メータを true に設定するには、 作成
したド メ インの startWeblogic.cmd ファ イルまたは startWeblogic.sh ファ イ
ルを編集する必要があ り ます。

1. 作成した WebLogic Integration ド メ インのルート  ディ レク ト リにある  
startWeblogic ファ イルを開きます。

2. WebLogic 開始コマンドに対する  -Dweblogic.management.discover の引
数を見つけます。

3. 指定されている値を false から  true に変更します。

次のコード  リ ス トは、 サーバ起動コマンドの例を示していて、
-Dweblogic.management.discover 引数が変更されています。 このコード
は、 1 つのコマンドを表します。 この例では複数の行に分けて読みやすく し
てあ り ます。 ただし、 コマンド  ファ イルでは 1 行で入力されています。

コード  リス ト  3-5   WebLogic Integration のクラスタ  ド メ インに対するサーバ
開始コマンド

REM Start weblogic

%JAVA_HOME%\bin\java %JAVA_VM% %JAVA_OPTIONS% -Xmx256m 
-classpath %SVRCP% 
-Dweblogic.servlet.ClasspathServlet.disableStrictCheck=true
-Dwli.bpm.server.evaluator.supportsNull=false
-Dweblogic.management.username= -Dweblogic.management.password=
-Dweblogic.Name=adminserver
-Dweblogic.RootDirectory=%WLI_DOMAIN_HOME%
-Djava.security.policy=%WL_HOME%\lib\weblogic.policy
-Dweblogic.management.discover=true 
-Dweblogic.ProductionModeEnabled=%STARTMODE%  weblogic.Server
By making 
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ド メ インの管理対象サーバが実行されている と きに管理サーバが再起動されるシ
ナリオでは、 -Dweblogic.management.discover が true に設定されている場合
に、 管理サーバは、 実行されている管理対象サーバを検出するこ とができます。

手順 9. ド メインの管理対象サーバの設定

この手順では、 管理対象サーバを追加するこ とによ り、 作成したド メ インを拡張
する方法を説明します。 管理対象サーバを追加するには、 管理対象サーバを作成
し、 そのサーバの WebLogic Integration コンポーネン ト をコンフ ィグレーシ ョ ン
する必要があ り ます。

WebLogic Integration ド メ インは、 次のいずれかの方法で設定するこ とができま
す。

管理サーバと ク ラスタ化された管理対象サーバを同じマシン上で設定する。

管理サーバと ク ラスタ化された管理対象サーバを別々のマシン上で設定す

る。

上記 2 つのコンフ ィグレーシ ョ ンの組み合わせ。 たとえば、 管理サーバとい
くつかの管理対象サーバをホス トする  1 つのマシンと、 追加の管理対象サー
バをホス トする  1 つまたは複数の他のマシンを組み合わせて 1 つのクラスタ
とする場合もあ り ます。

この節では、 ク ラスタで管理対象サーバを設定する以下の方法について説明しま
す。

既存のインス トールへの管理対象サーバを追加する

新しい場所へ管理対象サーバを追加する

両方と も、 Configuration Wizard が提供するテンプレートのいずれかを使用して
作成されたド メ インに管理対象サーバを追加する手順の説明です。
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既存のインストールへの管理対象サーバを追加する

管理対象サーバを WebLogic Integration ド メ インに追加するには、 次の手順を実
行します。

手順 1. 管理対象サーバを新し く作成する

手順 2. 新しい管理対象サーバのド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンを更新する
（オプシ ョ ン）

注意 : この節で説明する手順では、 ド メ イン名を mydomain と し、 次のデフォ
ルトの場所にあるものと します。
BEA_HOME\user_projects

手順 1. 管理対象サーバを新し く作成する
1. 管理サーバと WebLogic Server Administration Console を起動します。

a. 管理サーバを起動するには、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカ
スタマイズ』、 「はじめに」 の 「WebLogic Integration の起動」 を参照して
ください。

b. コンソールを起動するには、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカ
スタマイズ』、 「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の
「WebLogic Server Administration Console の起動」 を参照して ください。

2. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [サーバ ] を選択します。

3. [新しい Server のコンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

4. [名前 ]、 [ リ スン アドレス ] (サーバ インスタンスの IP アドレス )、 および
必要に応じて [外部 DNS 名 ] フ ィールドに値を入力します。

[外部 DNS 名 ] に指定する値は、 マルチホーム マシンのホス ト名または仮想
ホス ト名でもかまいません （マルチホーム マシンは、 複数の IP アドレスが
割り当てられているマシン）。

5. [ マシン ] ド ロ ップダウン リ ス トからマシン名を選択します。

6. [作成 ] をク リ ッ ク します。

7. [ ク ラスタ ] タブを選択します。
WebLogic Integration ソリューシ ョ ンのデプロイメン ト 3-23



3 クラスタ  デプロイメン トのコンフ ィグレーシ ョ ン
8. [ ク ラスタ ] ド ロ ップダウン リ ス トから該当するク ラスタを選択します。

注意 : WebLogic Server Administration Console によるサーバ、 ク ラスタ、 マシ
ン、 およびド メ インの作成およびコンフ ィグレーシ ョ ンについての詳細
は、次の URL にある 『Adminstration Console オンライン ヘルプ』 を参照
して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/ind
ex.html

手順 2. 新しい管理対象サーバのド メイン コンフ ィグレーシ ョ
ンを更新する （オプシ ョ ン）

管理対象サーバを起動するには、 まず、 そのサーバをド メ インのコンフ ィグレー
シ ョ ンに追加する必要があ り ます。 管理対象サーバは、 ド メ インの作成時にド メ
イン コンフ ィグレーシ ョ ンに追加するこ と も、 ド メ インの作成後に追加するこ
と も可能です。 したがって、 この手順は省略可能です。 次のガイ ド ラインに従っ
て、 この手順を実行する必要があるかど うか判断して ください。

ド メ インを最初に作成した時点で、 前の手順 （3-23 ページの 「手順 1. 管理
対象サーバを新し く作成する」） で作成した管理対象サーバをコンフ ィグ
レーシ ョ ンに追加しなかった場合は、 ド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンを更新
する必要があ り ます （言い換えれば、 3-7 ページの 「手順 2. WebLogic 
Integration ド メ インの作成」 を実行したと きに Configuration Wizard で管理
対象サーバを定義しなかった場合は更新が必要）。

3-23 ページの 「手順 1. 管理対象サーバを新し く作成する」 で作成した管理
対象サーバがすでにド メ インにコンフ ィグレーシ ョ ンされている場合は、 ド
メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンを更新する必要はあ り ません （言い換えれば、
3-7 ページの 「手順 2. WebLogic Integration ド メ インの作成」 の説明に従っ
てド メ インを作成した時点で Configuration Wizard で管理対象サーバを定義
した場合は更新は不要）。

新しい管理対象サーバのド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンを更新するには、 次の
手順を実行します。

1. JMS JDBC ス ト アをコンフ ィグレーシ ョ ンして、 接続プールに関連付けます。

a. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [Domain_Name｜
サービス｜ JMS｜ス ト ア ] を選択します。
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b. [新しい JMSJDBCStore のコンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク して [ コン
フ ィグレーシ ョ ン ] タブを表示します。

c. 適切なフ ィールドに以下の情報を入力します。

[名前 ] : JMSWLIStore_newmanageserver

Connection Pool: wliPool

[プレフ ィ ッ クス名 ] : newmanageserver

d. [作成 ] をク リ ッ ク して、 新しい管理対象サーバに対する  JMSJDBCStore 
を新たに作成します。

2. JMS サーバをコンフ ィグレーシ ョ ンし、 JMS JDBC ス ト アと関連付けます。

a. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 [Domain_Name｜
サービス｜ JMS｜サーバ ] を選択します。

b. [新しい JMSServer のコンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク して [ コンフ ィ
グレーシ ョ ン ] タブを表示します。

c. 適切なフ ィールドに以下の情報を入力します。

[名前 ] : WLIJMSServer_newmanageserver

[ ス ト ア ] : JMSWLIStore_newmanageserver

[一時的なテンプレート ] TemporaryTemplate

WLIJMSServer_newmanageserver は、 新しい JMS サーバの名前を表し
ます。 JMSWLIStore_newmanageserver は、 JMSJDBC ス ト アの作成時に
付けた名前です。

JMS サーバには任意の名前を与えるこ とができます。 ただし、
WLIJMSServer_node の例に示される命名規約を使用するこ とをお勧めし
ます。 このフォーマッ トでは、 node は JMS サーバがデプロイされている
サーバ （WebLogic Server インスタンス） の名前を表します。

d. 残りのフ ィールドについては、 デフォルト をそのまま使用し、 [作成 ] を
ク リ ッ ク して新しい管理対象サーバ用の JMS サーバを新たに作成します。

3. 新たに定義された JMS サーバに対して送り先をコンフ ィグレーシ ョ ンしま
す。

a. Administration Console ナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 新しい JMS サーバのコ
ンフ ィグレーシ ョ ンにアクセスします。
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[Domain_Name｜サービス｜ JMS｜サーバ｜ Server_Name｜送り先 ]

b. [送り先のコンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

c. [新しい JMSTopic のコンフ ィグレーシ ョ ン ] または [新しい JMSQueue の
コンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

WLI_FailedEvent-node の送り先を先にコンフ ィグレーシ ョ ンします。
そ うするこ とによ り、 WLI_JMSTemplate-node を再配信用にコンフ ィグ
レーシ ョ ンするこ とができます （再配信属性のコンフ ィグレーシ ョ ンの
方法に関する詳細については、 2-30 ページの 「エラー送り先」 を参照）。
WLI_JMSTemplate-node は、 他のいくつかのキュー送り先によっても使
用されます。

Administration Console を使用してこのタスクを完了する方法については、
次の URLにある 『Adminstration Console オンライン ヘルプ』 の、 「JMS」
の 「JMS 送り先のタスク」 を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/inde
x.html

注意 : ク ラススタ内の既存ノードを参照する と、 コンフ ィグレーシ ョ ンを必要
とする送り先が確認できます。 また、 どの送り先が 
WLI_JMSTemplate-node を使用するかもかわかり ます。 必要な送り先
は、 ド メ イン作成に使用したド メ イン テンプレートによって異なり ま
す。

WLI ド メ イン テンプレートに基づいて、 ド メ インの JMS サーバに対し
てコンフ ィグレーシ ョ ンされるすべての JMS キューおよびト ピッ クの リ
ス トについては、 2-27 ページの 「JMS サーバと  JMS 送り先」 を参照して
ください。

4. WebLogic Integration の分散送り先をコンフ ィグレーシ ョ ンします。

各分散送り先に対して複数の JMS 送り先がコンフ ィグレーシ ョ ンされます。
物理送り先は、 ク ラスタ内の各管理対象サーバに対して 1 つずつコンフ ィグ
レーシ ョ ンされます。

新し く作成された管理対象サーバに対して JMS 送り先をコンフ ィグレー
シ ョ ンするには、 次の手順を実行します。

a. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで次のノードを選択して、
作成した WebLogic Integration ド メ インの分散送り先にアクセスします。

[Domain_Name｜サービス｜ JMS｜分散送り先 ]
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手順 9. ド メ インの管理対象サーバの設定
注意 : WebLogic Integration デプロイ メン トに対する送り先は、 2-27 ペー
ジの 「JMS サーバと  JMS 送り先」 に リ ス ト してあ り ます。

b. 各分散送り先に対して、 JMS 分散キュー メンバーを作成します。

分散キュー メンバーの詳細については、次の URLにある 『Adminstration 
Console オンライン ヘルプ』 の、 「JMS」 の 「JMS 分散送り先のタスク」
を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/inde
x.html

注意 : WebLogic Integration 分散送り先のコンフ ィグレーシ ョ ン例について
は、 2-27 ページの 「JMS サーバと  JMS 送り先」 を参照して ください。
また、 ド メ イン作成時に作成された config.xml ファ イルで、
JMSDistributedQueue 要素および JMSDistributedTopic 要素を調
べるこ と もできます。

新しい場所へ管理対象サーバを追加する

管理サーバと ク ラスタ化された管理対象サーバが別々のマシンに配置されている
ド メ インに管理対象サーバを追加するには、 次の手順を実行します。

手順 1. コンフ ィグレーシ ョ ン済みのド メ インの内容を新しい場所にコピーす
る  

手順 2. コピーしたディ レク ト リの内容を変更する

手順 3. 管理対象サーバを作成する

手順 4. 新しい管理対象サーバのド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンを更新する
（オプシ ョ ン）
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手順 1. コンフ ィグレーシ ョ ン済みのド メインの内容を新しい
場所にコピーする

管理対象サーバを新しい場所に設定するには、 作成したド メ イン  ディレク ト リ
の内容を新しい場所にコピーして修正します。

次の手順を実行して ください。

1. WebLogic Integration を新しい場所にインス トールします。

2. 作成したド メ イン （3-7 ページの 「手順 2. WebLogic Integration ド メ インの
作成」 参照） のディ レク ト リの内容を リモート  マシンにコピーします。 コ
ピーするディ レク ト リは、 管理対象サーバの起動場所とな り ます。

注意 : 混合クラスタ環境 （Windows システム上で実行されている  WebLogic 
Integration のインスタンス と  UNIX システム上で実行されているインス
タンスを含むク ラスタ） を設定する と、 改行文字にかかわって、 ある問
題が発生する場合があ り ます。 Windows システムで実行されるスク リプ
トで使用される改行文字は ^M です。 これらの文字が Windows システム
から  UNIX システムにコピーされたファイルに残っているこ とがあ り ま
す。 Windows の改行文字が UNIX システム上に残される場合は、 その
ファイルを開いて、 スク リプ ト を実行する前に ^M 文字を削除します。 こ
の処理は、 任意のテキス ト  エディ タで実行できます。 また、 Solaris シス
テムでは、 dos2unix コマンドを使用するこ と もできます。 dos2unix 
ユーティ リ ティは、 DOS の拡張文字セッ トに含まれる文字を、 対応する  
ISO 規格の文字に変換します。

FTP を使用して ASCII ファ イルを  Windows システムから  UNIX システム
へ転送する と、 デフォルトの ASCII モードを選択するこ とによって、 改
行文字に関するこの問題を回避するこ とができます。

手順 2. コピーしたディ レク ト リの内容を変更する
注意 : 以下は、 mydomain とい う ド メ イン ディ レク ト リ を 

BEA_HOME/user_projects にコピーしたと仮定した場合の説明です。

ディ レク ト リの内容を変更するには、 BEA_HOME/user_projects から、 次の表
にリ ス トするものを除くすべてのファイルおよびディ レク ト リ を削除します。

ファ イル startWeblogic.cmd or startWebLogic.sh
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手順 9. ド メ インの管理対象サーバの設定
手順 3. 管理対象サーバを作成する
1. 管理サーバと  Administration Console を起動します。

a. 管理サーバを起動するには、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカ
スタマイズ』、 「はじめに」 の 「WebLogic Integration の起動」 を参照して
ください。

b. コンソールを起動するには、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカ
スタマイズ』、 「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の
「WebLogic Server Administration Console の起動」 を参照して ください。

2. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [サーバ ] を選択します。

3. [新しい Server のコンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

4. [名前 ]、 [ リ スン アドレス ] (サーバ インスタンスの IP アドレス )、 および
必要に応じて [外部 DNS 名 ] フ ィールドに値を入力します。

[外部 DNS 名 ] に指定する値は、 マルチホーム マシンのホス ト名または仮想
ホス ト名でもかまいません。

5. [ マシン ] ド ロ ップダウン リ ス トからマシン名を選択します。

6. [作成 ] をク リ ッ ク します。

startManagedWeblogic.cmd or startManagedWebLogic.sh

caKeyStore.pks

privateKeyStore.pks

ディレク ト リ applications

cacerts

certs

keys

wlai1

1. アダプタ、アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー、および Application Integration プラグインが
デプロイ されている ド メ インに管理対象サーバを追加する場合は、 wlai ディレク ト
リはド メ イン  ディレク ト リにあ り ます。
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7. [ ク ラスタ ] タブを選択します。

8. [ ク ラスタ ] ド ロ ップダウン リ ス トから該当するク ラスタを選択します。

注意 : WebLogic Server Administration Console によるサーバ、 ク ラスタ、 マシ
ン、 およびド メ インの作成およびコンフ ィグレーシ ョ ンについての詳細
は、次の URL にある 『Adminstration Console オンライン ヘルプ』 を参照
して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/ind
ex.html

手順 4. 新しい管理対象サーバのド メイン コンフ ィグレーシ ョ
ンを更新する （オプシ ョ ン）

管理対象サーバを起動するには、 まず、 そのサーバをド メ インのコンフ ィグレー
シ ョ ンに追加する必要があ り ます。 管理対象サーバは、 ド メ インの作成時にド メ
イン コンフ ィグレーシ ョ ンに追加するこ と も、 ド メ インの作成後に追加するこ
と も可能です。 したがって、 この手順は省略可能です。

この手順を実行する必要の有無、 およびその方法を明らかにするには、 3-24 
ページの 「手順 2. 新しい管理対象サーバのド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ンを更
新する （オプシ ョ ン）」 で説明したのと同じガイ ド ラ インと手順を使用してくだ
さい。

手順 10. WebLogic Intergration の自動再起
動のコンフ ィグレーシ ョ ン

WebLogic Integration がク ラスタ環境でデプロイされているかど うかにかかわら
ず、 システム ク ラ ッシュ、 ハード ウェアの再起動、 サーバの不具合などが原因
でシャ ッ ト ダウンしたサーバを自動的に再起動するよ うに、 システムをコンフ ィ
グレーシ ョ ンするこ とができます。 これは、 次のいずれかの方法で Node 
Manager をコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とによって実行できます。

Configuration Wizard による ド メ イン作成時に作成したコンフ ィグレーシ ョ
ン ファ イルを編集します。
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手順 11. 障害が発生したノードから健全なノードへ移行するための WebLogic
作成したド メ インに格納されている  config.xml ファ イルには、 変更すべき
要素をすばやく特定して編集するのに役立つコ メン トが入っています。 Node 
Manager をコンフ ィグレーシ ョ ンし、 ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン ファ
イルを変更するには、 次の手順を実行します。

a. 作成したド メ インのルート  ディレク ト リで、 config.xml ファ イルをテキ
ス ト  エディ タで開きます。

b. NM-OPTION とい う ラベルの付いたコ メン ト を探し、 それらのコ メン ト
に記述されている指示に従って、 Node Manager および SSL をコンフ ィグ
レーシ ョ ンします。

c. 自己状態モニタ機能をコンフ ィグレーシ ョ ンする （すなわち、 Node 
Manager が管理対象サーバの状態をチェッ クする頻度を指定する） には、
4-9 ページの 「手順 4. 自己状態モニタ機能をコンフ ィグレーシ ョ ンする」
を参照して ください。

d. Node Manager を起動するには、 4-10 ページの 「手順 5. Node Manager を
起動する」 を参照してください。

4-5 ページの 「自動再起動のための WebLogic Integration のコンフ ィグレー
シ ョ ン」 で説明する手順に従って、 必要なコンポーネン ト を  WebLogic 
Server Administration Console を通じてコンフ ィグレーシ ョ ンします。

手順 11. 障害が発生したノードから健全な
ノードへ移行するための WebLogic 
Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン

WebLogic Integration デプロイ メン トによって障害が発生したノードから健全な
ノードへのリ ソースの移行がサポート されるよ うに、 デプロイ メン ト をコンフ ィ
グレーシ ョ ンするには、 4-14 ページの 「故障ノードから健全なノードに移行す
るための WebLogic Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 に概要が説明されてい
る次の手順を実行します。
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手順 12. WebLogic Integration のセキュリ
テ ィ  コンフ ィグレーシ ョ ン

作成したク ラスタに対して SSL をコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 作成したド
メ インの config.xml ファ イルにある定義済みのセクシ ョ ン （各 Server 要素に 1 
セクシ ョ ンずつ） のコ メン ト を解除します。

config.xml ファ イルには、 変更すべき要素をすばやく特定して編集するのに役
立つコ メン トが入っています。 SSL をコンフ ィグレーシ ョ ンし、 ド メ インのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルを変更するには、 次の手順を実行します。

1. 作成した WebLogic Integration ド メ インのルート  ディ レク ト リにある  
config.xml ファ イルを開きます。

2. SSL-OPTION とい う ラベルの付いたコ メン ト を探して、 適切なセクシ ョ ンの
コ メン ト を解除して、 SSL をド メ インに合う よ うにコンフ ィグレーシ ョ ンし
ます。

B2B Integration 機能がマルチノード  ク ラスタにデプロイされている ド メ インの
場合は、 ク ラスタ内の各マシンに対して、 キース ト ア、 サーバ証明書、
startWeblogic スク リプ ト などもコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。

実行する必要があるタスクの詳細については、 以下を参照して ください。

 『B2B Integration セキュ リ ティの実装』、 「キース ト アのコンフ ィグレーシ ョ
ン」 の 「Multinode Cluster におけるキース ト アの使用」

 第 5 章 「WebLogic Integration セキュ リ ティの使い方」

警告 : 作成したド メ インが、WLI Domain テンプレート または EAI Domain 
テンプレートに基づいていて、 ド メ インに対してキース ト アをコンフ ィ
グレーシ ョ ンする場合は、 WebLogic Integration Application 要素の 
Deployed 属性を false に設定してからでないと、 キース ト アはコンフ ィ
グレーシ ョ ンできません。

次のリ ス トは、 WebLogic Integration ド メ イン用の config.xml 
ファ イルの抜粋で、 Deployed 属性が false に設定されています。

コード  リス ト  3-6   キーストアのコンフ ィグレーシ ョ ンに先立つ Deployed 属性
3-32 WebLogic Integration ソリューシ ョ ンのデプロイメン ト



手順 13. ド メ イン内のサーバの起動
の設定

<Application Name="WebLogic Integration" Deployed="false"
Path="C:/bea/weblogic700/integration/lib" TwoPhase="true">

手順 13. ド メイン内のサーバの起動

この節では、 ク ラスタ  ド メ インのサーバを起動する方法について説明します。

サーバを起動する前に

Node Manager がコンフ ィグレーシ ョ ンされていないド メ インのサーバを起
動する

Node Manager がコンフ ィグレーシ ョ ンされている ド メ インのサーバを起動
する

サーバをモニタおよびシャ ッ ト ダウンする

サーバを起動する前に

作成したド メ インのサーバを起動する前に、 次の手順を実行します。

1. ド メ イン コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルの WebLogic Integration Applcation 
要素の  Deployed 属性が true に設定されているこ とを確認します。

3-32 ページの 「手順 12. WebLogic Integration のセキュ リ ティ  コンフ ィグ
レーシ ョ ン」 で説明したとおり、 ド メ インに対してキース ト アをコンフ ィグ
レーシ ョ ンした場合は、 この Deployed 属性は、 false に設定したはずです。

次のリ ス トは、 WebLogic Integration ド メ イン用の config.xml ファ イルの
抜粋で、 Deployed 属性が true に設定されています。
<Application Name="WebLogic Integration" Deployed="true"
Path="C:/bea/weblogic700/integration/lib" TwoPhase="true">

2. ド メ イン作成時に （3-7 ページの 「手順 2. WebLogic Integration ド メ インの
作成」 参照） デフォルト以外のサーバ名を指定した場合は、 こ こで必ずド メ
イン内の次のディ レク ト リ名を変更して ください。
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DOMAIN_HOME/applications/DefaultWebApp_myserver

このパスで、 DOMAIN_HOME は、 作成したド メ インのルート  ディ レク ト リ を
表します。 myserver とい う文字列を、 管理サーバに対して指定した名前に
置き換えます。

Node Manager がコンフ ィグレーシ ョ ンされてい
ないド メインのサーバを起動する

Node Manager がコンフ ィグレーシ ョ ンされていないド メ インのサーバを起動す
るには、 次の手順を実行します。

1. 次の startWebLogic コマンドを実行して管理サーバを起動します。
cd DOMAIN_HOME
startWeblogic

このコマンド ラ インで、 DOMAIN_HOME は、 作成したド メ インのルート  ディ
レク ト リ を表します。

2. 管理サーバが起動した後、 各管理対象サーバに対して順に 
startManagedWebLogic コマンドを実行してド メ インの管理対象サーバを起
動します。 言い換えれば、 各管理対象サーバ インスタンスをインス トールし
たルート  ディ レク ト リに移動し、 次の startManagedWeblogic コマンドを
実行します。

cd DOMAIN_HOME
startManagedWeblogic managedserver

このコマンド ラ インで、 managedserver はド メ イン内の管理対象サーバの名
前を表します。

各管理対象サーバが起動する と、 コマンド  ウ ィンド ウにステータス  メ ッ
セージが表示されます。
3-34 WebLogic Integration ソリューシ ョ ンのデプロイメン ト



手順 13. ド メ イン内のサーバの起動
Node Manager がコンフ ィグレーシ ョ ンされてい
るド メインのサーバを起動する

Node Manager がコンフ ィグレーシ ョ ンされている ド メ インのサーバを起動する
には、 次の手順を実行します。

1. 次の startWebLogic コマンドを実行して管理サーバを起動します。
cd DOMAIN_HOME
startWeblogic

このコマンド ラ インで、 DOMAIN_HOME は、 作成したド メ インのルート  ディ
レク ト リ を表します。

2. ド メ インの管理対象サーバを起動します。

a. 管理対象サーバをホス トする各マシンで Node Manager を起動します （ま
だ起動していなかった場合） （4-10 ページの 「手順 5. Node Manager を起
動する」 を参照）。

b. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 各管理対象サーバの
名前を順に選択します。

c. メ イン コンソール ウ ィンド ウで、 [Control] タブを選択します。

d. [Start this Server] をク リ ッ ク します。

サーバ起動コマンドに対する、 WebLogic Server Administration Console から
行う他の設定の影響については、 このソフ ト ウェアおよび次の URL にある
『Adminstration Console オンライン ヘルプ』 を参照してください。
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/index.h
tml

サーバをモニタおよびシャッ トダウンする

起動が完了する と、 WebLogic Server Administration Console を使用して、 デプロ
イ メン ト と ステータスを確認できます。

その後、 WebLogic Server Administration Console を使用して WebLogic 
Integration アプリ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウンします。 コマンド  ウ ィンド ウを閉
じる、 〔Ctrl〕 + 〔c〕 を押す、 などの操作で WebLogic Integration を閉じないこ と
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をお勧めします。 アプ リ ケーシ ョ ンを正常にシャッ ト ダウンするには、
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』、 「はじめに」 の
「WebLogic Integrationの停止」 で説明する とおり、 stopWebLogic コマンドを実
行して ください。
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ク ラスタ化された WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンは、 スケーラビ リ ティ
と高可用性を提供します。 高可用性を備えたデプロイ メン トには、 ハード ウェア
やネッ ト ワークに障害が発生した場合に備えた回復機能が用意されており、 障害
発生時にはバッ クアップ コンポーネン トにコン ト ロールを渡す仕組みになって
います。

以下の節では、 WebLogic Integration デプロイ メン トのク ラスタ化と高可用性に
ついて説明します。

WebLogic Integration の高可用性について

自動再起動のための WebLogic Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン

故障ノードから健全なノードに移行するための WebLogic Integration のコン
フ ィグレーシ ョ ン

フェイルオーバと回復

WebLogic Integration の高可用性について

ク ラスタが高可用性を発揮するには、 サービス障害から回復する能力が必要で
す。WebLogic Server は、複製された HTTP セッシ ョ ン ステート、 ク ラスタ  オブ
ジェク ト 、 およびク ラスタ環境でのサーバに固有のサービスに対するフェイル
オーバをサポート します。 WebLogic Server によるそのよ うなフェイルオーバ シ
ナリオの処理に関する詳細は、 次の URL にある 『WebLogic Server ク ラスタ  
ユーザーズ ガイ ド』 の 「ク ラスタでの通信」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/features.html
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推奨ハードウェアおよびソフ トウェア

一般的な WebLogic Integration 環境で使用できる基本コンポーネン トは次のとお
りです。

管理サーバ

ク ラスタ内の管理対象サーバのセッ ト

HTTP ロード  バランサ （ルータ）

共用ファイル システム－ B2B Integration 機能を使用するク ラスタで高可用
性を実現するためには、 共用ファ イル システムが必要です。 Storage Area 
Network (SAN) またはマルチポート型のディ スク  システムの使用をお勧めし
ます。

Oracle、 Microsoft SQL、 または Sybase のデータベース－データベース  ベン
ダが提供するあらゆる高可用性およびフェイルオーバ ソ リ ューシ ョ ンを活用
して ください （4-23ページの 「データベースの回復」 を参照）。

永続モード－永続モード （WebLogic Integration のデフォルト設定） でアプ
リ ケーシ ョ ンをデプロイします。 WebLogic Integration システム障害が発生
した後回復できるよ うにするには、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 ク ラスタにデプロ
イされているか、 単独のサーバにデプロイされているかにかかわらず、 永続
モードで実行する必要があ り ます。 B2B Integration 機能が使用されているク
ラスタは、 永続モードがオフになっている場合は動作しません。

永続モードをオンにして WebLogic Integration を実行する と、 オブジェク ト
のイン メモ リの動的な状態は、 WebLogic Integration リ ポジ ト リの永続ス ト
レージに保存され、 必要に応じてそこから取り出すこ とができます。 永続
モードによって、 異常終了またはク ラ ッシュの際に実行時の状態を回復でき
るこ とが保証されます。

ク ラスタ  システムのネッ ト ワーク  ト ポロジのプランニングについての論議は、
この節で扱う内容の範囲を越えています。 Web アプリ ケーシ ョ ンで、 ロード  バ
ランサ、 ファ イアウォール、 Web サーバについて、 1 つまたは複数の WebLogic 
Server ク ラスタを組織化するこ とによ り、 ロード  バランシングとフェイルオー
バの機能をフルに活用できる方法の詳細は、次の URL にある 『WebLogic Server 
ク ラスタ  ユーザーズ ガイ ド』 の 「ク ラスタ  アーキテクチャ」 を参照してくださ
い。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/cluster/planning.html
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WebLogic Integration の回復から期待できること
高可用性を備えたデプロイ メン トは、 システム障害の発生に備えて、 回復機能を
備えています。 WebLogic Integration は、 自動再起動または手動移行ができるよ
うにコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

ク ラスタ環境にあるかど うかにかかわらず、 管理対象サーバで自動再起動す

るよ うに WebLogic Integration をコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とができます。
詳細については、 4-5ページの 「自動再起動のための WebLogic Integration 
のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

ク ラスタ環境の故障ノードから健全なノードへ手動移行ができるよ うに 
WebLogic Integration をコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とができます。 詳細に
ついては、 4-14ページの 「故障ノードから健全なノードに移行するための 
WebLogic Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

注意 : XOCP ビジネス  プロ ト コルに基づく  WebLogic Integration アプリ ケー
シ ョ ンに対しては、 高可用性はサポート されていません。 そのよ うなア
プリ ケーシ ョ ンには、 回復機能があ り ません。

WebLogic Integration を適切にコンフ ィグレーシ ョ ンする と、 そのデプロイ メン
トに対して以下の動作を期待するこ とができます。

サーバに障害が発生する と、 WebLogic Integration によって、 アクティブな
サーバへの接続が再確立され、 ト ランザクシ ョ ンはそのサーバで再試行され
ます。

メ ッセージ配信の失敗時 :

RosettaNet メ ッセージの場合は、 WebLogic Integration プロ ト コル レイヤ
はメ ッセージを再試行せずに、 HttpStatus コードをワークフロー レイヤ
に返します。 RosettaNet ワークフローは、 通常、 再試行を処理する設計と
なっています。

ebXML メ ッセージの場合は、 ebXML の配信セマンティ クス （once and 
only once） を指定する際にメ ッセージ再試行も指定します。 WebLogic 
Integration 再試行の指定値に基づいて、 プロ ト コル レイヤが、 配信に失
敗した ebXML メ ッセージを再試行します。

WebLogic Integration は、 あるク ラスタ内の故障ノードから健全なノードへ
のリ ソースの手動移行をサポート します。 詳細については、 4-5ページの
「自動再起動のための WebLogic Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 および
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4-14ページの 「故障ノードから健全なノードに移行するための WebLogic 
Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

サーバがク ラ ッシュする前に実行されていた WebLogic Integration リ ソース
は、 サーバが再起動またはフェイルオーバした時点で再び実行されます。

あるク ラスタの管理サーバが使用できな くなる と、 デプロイ要求やアンデプ

ロイ要求は中断されますが、 管理対象サーバは要求の処理を続行します。 管
理対象サーバは、 既存のコンフ ィグレーシ ョ ンを使用して起動および再起動
するこ とができます。 ただし、 管理サーバが復帰するまで、 ク ラスタのコン
フ ィグレーシ ョ ンを変更するこ とはできません （たとえば、 ク ラスタへの新
しいノードの追加などは不可）。 詳細については、 4-19ページの
「Administration Server に対するバッ クアップとフェイルオーバ」 を参照して
ください。

ク ラスタ内の管理対象サーバに障害が発生する と、 要求の処理は中断されま

すが、 そのク ラスタ内の他の管理対象サーバは要求の処理を続行します。

ク ラスタ内の管理対象サーバのうちいずれか 1 つが停止する と、 Application 
Integration リ ソースはデプロイもアンデプロイもできません。 たとえば、 ク
ラスタに 1 つでも停止したサーバがある と、 Application Integration アダプタ
はデプロイできません。

ク ラスタ環境では、 フェイルオーバおよび再試行の試みによ り、 B2B メ ッ
セージが重複して送信される可能性があ り ます。 そのよ うな場合は、 軽微な
例外と して、 重複メ ッセージ例外がログに書き込まれ、 202/200 HTTP ス
テータスが返されます。 それらが受信される と、 重複したメ ッセージは配信
されないで、 ワークフロー レイヤまたはアプリ ケーシ ョ ン  レイヤに配信さ
れます。

WebLogic Integration とデータベースが同じマシン上で実行されていて、 そ
のマシンのプラグが抜かれた場合は、 WebLogic Integration の回復を試みる
前に、 データベース回復手順を実行して ください。 データベースは別のマシ
ン上にデプロイするのが理想的です。

ebXML および RosettaNet ビジネス  プロ ト コルに対しては高可用性がサポー
ト されています （これらのビジネス  プロ ト コルに基づくアプリ ケーシ ョ ンに
は回復機能がある）。

WebLogic Integration は ebXML Message Service Specification v1.0 および 
RosettaNet Implementation Framework v1.1、 v2.0 をサポート します。

WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンに以前のバージ ョ ンの WebLogic 
Integration で開発された RosettaNet ワークフローが含まれている場合は、
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WebLogic Integration 7.0 でアプリ ケーシ ョ ンを実行する前に、 それらのワー
クフローを変更する必要があ り ます。 ワークフローの移行に関する詳細につ
いては、 『WebLogic Integration 移行ガイ ド』 の 「 WebLogic Integration 2.1 
から  WebLogic Integration 7.0 への移行」 を参照してください。

ワークフローのインスタンスの処理中に、 WebLogic Integration が処理に失
敗する と、 そのワークフローはロール バッ ク され、 回復した時点で、 最後に
静止た点から再起動します。

WebLogic Integration のあるインスタンスから別のインスタンスにメ ッセー
ジが送信されたが、 送り先のインスタンスに障害が発生した場合、 サーバ コ
ンソールに 1 つまたは複数のエラー メ ッセージが表示され、 その後にスタ ッ
ク  ト レースが表示される場合があ り ます。 次の例で、 表示されるエラー 
メ ッセージの種類を示します。

[Not able to send RosettaNet Message]

[Peer Gone Exception]

WebLogic Integration の単独ノードへのデプロイ メン トおよびク ラスタ  デプ
ロイ メン トの両方に対して、 自動再起動と回復がポート されています。 移行
は、 ク ラスタ  デプロイ メン トに対してのみサポート されています。

WebLogic Integration Business Partner ( ミ ッ ド ウェイ トの ト レーディング 
パートナ ) の単一ノード  デプロイ メン トに対しては、 自動再起動と回復がサ
ポート されています。 ただし、 ク ラスタ環境でミ ッ ド ウェイ ト  ト レーディン
グ パートナをデプロイするこ とはできません。 WebLogic Integration ビジネ
ス  パートナの障害発生時に自動再起動が行われるためのデプロイ メン ト  コ
ンフ ィグレーシ ョ ンに関する詳細は、 4-5ページの 「自動再起動のための 
WebLogic Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

自動再起動のための WebLogic Integration 
のコンフ ィグレーシ ョ ン

ク ラスタ環境に WebLogic Integration がデプロイされているかど うかにかかわら
ず、 システム ク ラ ッシュ、 ハード ウェアの再起動、 サーバの不具合などが原因
でシャ ッ ト ダウンしたサーバを自動的に再起動するよ う、 システムをコンフ ィグ
レーシ ョ ンするこ とができます。
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注意 : この節の手順はク ラスタ環境を対象と していますが、 同じ手順で、 非ク
ラスタ環境、 すなわち、 管理サーバと管理対象サーバを 1 つずつデプロ
イする環境をコンフ ィグレーシ ョ ンするこ と も可能です。

Node Manager
この節の手順では、 管理対象サーバが配置されているマシン上で Node Manager 
が実行されている場合に、 管理対象サーバを起動するシステムをコンフ ィグレー
シ ョ ンする方法について説明します。 Node Manager は、WebLogic Server と同梱
の Java プログラムで、 管理対象サーバに対して、 以下のタスクを実行します。

ド メ イン内のリモートの管理対象サーバの起動と停止

システム ク ラ ッシュ、 ハード ウェアの再起度、 サーバ障害などでシャ ッ ト ダ
ウンした WebLogic Server インスタンスの自動再起動

WebLogic Server インスタンスの状態の自動モニタおよび異常状態に達した
インスタンスの再起動

Node Manager に関する詳細については、 次の URL にある 『WebLogic Server ド
メ イン管理』、 「ノード  マネージャによるサーバの可用性の管理」 を参照して く
ださい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/admin_domain/nodemgr.
html

次の手順を実行して、 自動起動するよ うに、 WebLogic Integration ク ラスタをコ
ンフ ィグレーシ ョ ンします。

手順 1. リモート起動するよ うに、 管理対象サーバをコンフ ィグレーシ ョ ンす
る

手順 2. 管理サーバに対して SSL をコンフ ィグレーシ ョ ンする

手順 3. Node Manager をコンフ ィグレーシ ョ ンする

手順 4. 自己状態モニタ機能をコンフ ィグレーシ ョ ンする

手順 5. Node Manager を起動する
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手順 1. リモート起動するように、 管理対象サーバ
をコンフ ィグレーシ ョ ンする

まず、 ク ラスタ内の各管理対象サーバを、 リモート  サーバから起動できるよ う
にコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。

管理対象サーバを リモート起動できるよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンには、 次の手
順を実行します。

1. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 自動起
動をコンフ ィグレーシ ョ ンする管理対象サーバを選択します。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ、 [ リモート  スタート ] タブの順に選択しま
す。

3. [ リモート  スタート ] タブに表示されるフ ィールドに情報を入力します。 必
要な情報はリモート  サーバ固有の情報です。 このタブにあるフ ィールドは、
次の URL にある 『Adminstration Console オンライン ヘルプ』 の 「[サーバ ] 
→ [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] → [ リモート  スタート ]」 で説明されています。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/domain_
server_config_server-start.html

手順 2. 管理サーバに対して SSL をコンフ ィグレー
シ ョ ンする

管理サーバは、 SSL を使用して Node Manager と通信するため、 管理サーバに対
して SSL をコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。 次の手順を実行して く
ださい。

1. 次の行を管理サーバの startWeblogic コマンド  ファ イルに追加します。

-Dweblogic.security.SSL.trustedCAKeyStore=WL_HOME\lib\cacerts 

このコマンド ラ インで WL_HOME は、 WebLogic Server がインス トールされた
ディ レク ト リ を表します。 たとえば、 WebLogic Platform をデフォルト  ディ
レク ト リにインス トールした場合は、 WL_HOME は 
C:\bea70\weblogic700\server です。
WebLogic Integration ソリューシ ョ ンのデプロイメン ト 4-7



4 WebLogic Integration の高可用性
2. democert.pem、 demokey.pem、 および ca.pem ファ イルを 
BEA_HOME\weblogic700\common\templates\domains\wls.jar から ド メ イ
ンのルート  ディレク ト リに追加します。

3. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 管理
サーバを選択します。

4. [接続 ] タブ、 [SSL] タブの順に選択します。

5. [SSL] タブにある各フ ィールドに、 次の URL にある 『Adminstration Console 
オンライン ヘルプ』 の 「[サーバ ] → [接続 ] → [SSL]」 の説明に従って情報
を入力します。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/domain_
server_connections_ssl.html

democert.pem、 demokey.pem および ca.pem の各ファイルは、 手順 2 でド
メ インのルート  ディ レク ト リにコピーしたサンプル ファ イルで、 初めて操
作で使用できます。 それらのファ イルは、 Administration Console で SSL の
コンフ ィグレーシ ョ ンを行う際、 以下のフ ィールドで使用できます。 [サー
バ証明書ファ イル名 ]、 [サーバ キーのファイル名 ]、 [信頼性のある  CA 
ファ イル名 ]

手順 3. Node Manager をコンフ ィグレーシ ョ ンす
る

Node Manager を管理対象サーバに対してコンフ ィグレーシ ョ ンするには、
WebLogic Server Administration Console を使用して、 マシン作成、 そのマシン上
での Node Manager に対する属性の指定、 そのマシンでリモート起動できるよ う
にコンフ ィグレーシ ョ ンした管理対象サーバのデプロイなどを行う必要があ り ま
す。 具体的には、 以下の手順を実行する必要があ り ます。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [ マシン ] を選択します。

[ マシン ] が右ペインに表示され、 ド メ インで定義されているすべてのマシ
ンがリ ス ト されています。

2. [新しい Machine のコンフ ィグレーシ ョ ン ] (UNIX マシンをコンフ ィグレー
シ ョ ンしている場合は [新しい UnixMachine のコンフ ィグレーシ ョ ン ]) をク
リ ッ ク します。
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ダイアログ ボッ クスが右ペインに表示され、 新しいマシンのコンフ ィグレー
シ ョ ンに関連付しているタブがリ ス ト されています。

3. [名前 ] 属性フ ィールドに新しいマシンの名前を入力し、 [作成 ] をク リ ッ ク
して、 指定した名前のマシン インスタンスを作成します。

4. [ ノード  マネージャ ] タブで、 Node Manager の接続属性と認証属性 （Node 
Manager が接続を リ スンするアドレス とポート ） を定義します。
address:port のデフォルト値は localhost:5555 です。 [適用 ] をク リ ッ ク
して変更を実装します。

5. [サーバ ] タブで、 このマシンに配置される管理対象サーバ （4-7ページの
「手順 1. リモート起動するよ うに、 管理対象サーバをコンフ ィグレーシ ョ ン
する」 で リモート起動できるよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンした管理対象サー
バ） を特定します。

[Available] カラムからサーバ名を選択し、 適切な矢印をク リ ッ ク してその
サーバを [Chosen] カラムに移動するこ とによ り、 このマシンに割り当てる
サーバを既存サーバから選択するこ と もできます。

6. [適用 ] をク リ ッ ク して変更を実装します。

これで、 新しいマシン エン ト リによって、 このマシン上で実行されている  
Node Manager との接続、 およびこのマシンに配置されている  WebLogic 
Server インスタンスの特定という、 2 つの目的に必要な属性が指定されまし
た。

手順 4. 自己状態モニタ機能をコンフ ィグレーシ ョ
ンする

この手順では、 管理対象サーバの自動状態チェッ ク、 および Node Manager によ
るサーバ状態のチェッ ク頻度をコンフ ィグレーシ ョ ンする方法について説明しま
す。 また、 サーバが異常 状態に達した場合、 Node Manager が自動的にサーバを
停止および起動するかど うかも指定できます。

各管理対象サーバについて、 次の手順を実行します。
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4 WebLogic Integration の高可用性
1. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 4-7
ページの 「手順 1. リモート起動するよ うに、 管理対象サーバをコンフ ィグ
レーシ ョ ンする」 で自動起動をコンフ ィグレーシ ョ ンした管理対象サーバを
選択します。

2. [ コンフ ィグレーシ ョ ン ] タブ、 [状態モニタ ] タブの順に選択します。

3. 次の情報を入力します。

[自動再起動 ] － Node Manager による、この管理対象サーバの自動再起動
を有効にするには、 [自動再起動 ] を選択します。

[失敗時の自動強制停止 ] － Node Manger による、 故障サーバの自動停止
を有効にするには、 [失敗時の自動強制停止 ] を選択します。

[再起動間隔 ] － Node Manager が再起動の実行に使用できる秒数がカウン
ト されます。 この属性は、 Max Restarts within Interval 属性と共に、 この
サーバを再起動する試みを制限するために使用されます。 デフォルト値
は 300 秒です。

[期間内の最大起動回数 ] － [再起動間隔 ] で指定された時間以内で Node 
Manger がこのサーバを再起動できる回数の最大値。 デフォルト値は 2 回
です。

[状態チェッ ク間隔 ] －サーバの状態チェッ ク行う頻度 （秒数） このパラ
メータは、 サーバの自己状態モニタ機能、 および Node Manager の状態照
会の頻度をコン ト ロールします。

[状態チェッ ク  タイムアウ ト ] － サーバに対する状態クエ リがタイムアウ
トになるまでに Node Manager が待機する時間 （秒数）

[再開始遅延 ] － Node Manager がサーバの再起動までに待機すべき時間
（秒数） この値は、 たとえば、 OS がリ スン ポート をただちに再利用する
こ とを認めない場合に使用されます。

手順 5. Node Manager を起動する
Node Manager は、 手動起動、 OS プロンプ トからの java コマンドの実行、 自動
起動、 またはスク リプ トの実行によって起動できます。
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Node Manager 起動コマンドの構文
Node Manager を起動する  java コマンドの構文は次のとおりです。

java [java_property=value ...] -D[nodemanager_property=value]
-D[server_property=value] weblogic.nodemanager.NodeManager

警告 : Node Manager は、 管理対象サーバを手動で起動する場合と同じディ
レク ト リから起動する必要があ り ます。

上の java コマンド ラインの説明

java_property － java 実行可能ファイルへの直接の引数、 -ms または -mx. 
を指定します。

注意 : メモ リ不足に陥らないよ うに、 常に、 Node Manger のヒープ サイズ
には最小限の 32MB (-Xms32m) を指定して ください。

nodemanager_property － Node Manager プロセスの動作を定義します。 表 
4-1 に、 有効な Node Manager プロパティを示します。

表 4-1  nodemanager_property コマンド ライン引数の値

Node Manager プロパティ 説明 デフォルト値

weblogic.nodemanager.

certificateFile
SSL 認証に使用される証明書ファイ
ルへのパスを指定する。

./config/democert.pem

weblogic.nodemanager.

javaHome
このマシン上の管理対象サーバを起
動するために Node Manager が使用す
る  Java のホーム ディ レク ト リ を指定
する。

なし

weblogic.nodemanager.

keyFile
Administration Server との SSL 通信に
使用されるプライベート  キー ファ イ
ルへのパス。

./config/demokey.pem

weblogic.nodemanager.

keyPassword
キー ファ イルの暗号化プライベート  
キーにアクセスするために使用され
るパスワード。

password
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weblogic.ListenAddress Node Manager が接続要求を リ スンす
るアドレス。 この引数によ り、
weblogic.nodemanager.listenAd
dress は非推奨になる。

localhost

weblogic.ListenPort Node Manager が接続要求数を リ スン
する  TCP ポートの番号。 この引数に
よ り、
weblogic.nodemanager.listenPo
rt は非推奨になる。

5555

weblogic.nodemanager.

nativeVersionEnabled
Solaris、 HP-UX 以外の UNIX システ
ムでは、 Node Manager を非ネイティ
ブ モードで実行するために、 このプ
ロパティは false に設定する。

true

weblogic.nodemanager.

reverseDnsEnabled
信頼されているホス トのファ イルへ
のエン ト リに DNS 名 （IP アドレスで
はなく） を含めるかど うか指定する。

false

weblogic.nodemanager.

savedLogsDirectory
Node Manager がログ ファ イルを格納
するディ レク ト リへのパスを指定す
る。 Node Manager は、
savedLogsDirectory に、
NodeManagerLogs という名前のサ
ブディ レク ト リ を作成する。

./NodeManagerLogs

weblogic.nodemanager.

sslHostNameVerification
Enabled

Node Manager がホス ト名検証を実行
するかど うか決定する。

false

weblogic.nodemanager.

startTemplate
UNIX システムに限り、 このプロパ
ティは、 管理対象サーバの起動に使
用するスク リプ ト  ファ イルへのパス
を指定する。

./nodemanager.sh

weblogic.nodemanager.

trustedHosts
Node Manager が使用する、 信頼され
ているホス トのファ イルへのパスを
指定する。

./nodemanager.hosts

表 4-1  nodemanager_property コマンド ライン引数の値 (続き )

Node Manager プロパティ 説明 デフォルト値
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server_property －新しい管理対象サーバ インスタンスの起動時にデフォ
ルト値を指定します。 表 4-2 に有効なサーバ プロパティを示します。

上の表にある情報および Node Manager のコンフ ィグレーシ ョ ンと実行に関する
詳細は、 次の URL にある、 『WebLogic Server ド メ イン管理』、 「ノード  マネー
ジャによるサーバ可用性の管理」 の 「ノード  マネージャの起動」 を参照して く
ださい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/admin_domain/nodemgr.
html

weblogic.nodemanager.

weblogicHome
WebLogic Server インス トールのホス
ト  ディレク ト リ を指定する。 この
ディ レク ト リ名は、 コンフ ィグレー
シ ョ ン済みのルート  ディレク ト リの
ないサーバの、
-Dweblogic.RootDirectory のデ
フォルト値と して使用される。

なし

表 4-1  nodemanager_property コマンド ライン引数の値 (続き )

Node Manager プロパティ 説明 デフォルト値

表 4-2  server_property コマンド ライン引数の値

サーバ プロパティ 説明 デフォルト値

bea.home 現在のマシン上の管理対象
サーバが使用する  BEA ホー
ム ディレク ト リ を指定する。

現在のマシン上の管理対象
サーバが使用する  BEA ホー
ム ディ レク ト リ を指定する。

java.security.policy 管理対象サーバが使用する  セ
キュ リティ  ポ リシー ファ イ
ルへのパスを指定する。

none

weblogic.security.SSL.trusted
CAKeyStore

信頼性のある認証局の証明書
が格納されている  KeyStore 
へのパスを指定する。

java.security.keyStore
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マシンの起動時に Node Manager を起動する
プロダクシ ョ ン環境では、 Node Manager は、 マシンの起動時に自動的に起動す
る必要があ り ます。 そのよ うな起動方法は、 UNIX システム用のスタート アップ 
スク リプ ト を記述するこ とによって、 または Node Manager を Windows システ
ム用の Windows サービス と し設定するこ とによって、 保証するこ とができます。
これらのタスクの実行方法の詳細については、 次の URL にある 『WebLogic 
Server ド メ イン管理』、 「ノード  マネージャによるサーバ可用性の管理」 を参照
して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/admin_domain/nodemgr.
html

故障ノードから健全なノードに移行するた
めの WebLogic Integration のコンフ ィグ
レーシ ョ ン

管理対象サーバに障害が発生して、 使用不可能とみなされた場合、 サービスを障
害の発生した管理対象サーバから、 そのク ラスタ内の健全なノードに移行するこ
とができます。 システムを手動移行できるよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンするに
は、 次の手順を実行します。

手順 1. ク ラスタをコンフ ィグレーシ ョ ンする

手順 2. JMS サーバと  JTA 回復サービスに対する移行可能ターゲッ ト をコン
フ ィグレーシ ョ ンする

ク ラスタ内である ノードに障害が発生した場合の移行方法の説明は、 4-20ペー
ジの 「故障ノードから健全なノードへの WebLogic Integration の手動移行」 を参
照して ください。
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故障ノードから健全なノードに移行するための WebLogic Integration のコンフ ィグ
手順 1. クラスタをコンフ ィグレーシ ョ ンする
WebLogic Integration リ ソースが適切に分散されていて、 ク ラスタ  ド メ インが第
3 章 「ク ラスタ  デプロイ メン トのコンフ ィグレーシ ョ ン」 で説明したとおりにコ
ンフ ィグレーシ ョ ンされているこ とを確認します。

手順 2.  JMS サーバと  JTA 回復サービスに対する
移行可能ターゲッ ト をコンフ ィグレーシ ョ ンする

WebLogic Integration デプロイ メン トの高可用性を達成するには、 フェイルオー
バ用の JTA サーバと  JMS サーバをコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。
このプロセスでは、 JMSサーバおよび JTS 回復サービスに対する移行可能ター
ゲッ トのコンフ ィグレーシ ョ ンも必要です。 このタスクは、 WebLogic Server 
Administration Console を使用するこ とで、 または config.xml ファ イルを適切
に編集するこ とで実行できます。

次の手順を実行して ください。

1. ク ラスタに対して移行可能ターゲッ ト を作成します。

a. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで Serves ノードを選択し
ます。

b. コンフ ィグレーシ ョ ンするク ラスタ内に配置されているサーバの名前を
選択します。

c. メ イン コンソール ウ ィンド ウで、 [Control｜Migration Config] を選択し
ます。 移行可能ターゲッ ト と して、 制約付きサーバ候補の選択に使用で
きるサーバのリ ス トが表示されます。

d. [有効 ] カラムで、 ク ラスタ内の移行可能サービスをホスティングできる
すべてのサーバを選択します。 矢印を使用してこれらのサーバを  [選択し
た項目 ] カラムに移動します。

注意 : 通常は、 移行可能サービスの潜在的ホス ト と して、 ク ラスタ内
のすべての管理対象サーバが選択されます。
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e. [適用 ] をク リ ッ ク して、 移行可能ターゲッ トに対する変更を有効にしま
す。

指定したサーバのリ ス トは、 MigratableTarget 要素でコンフ ィグレー
シ ョ ンされます。 コード  リ ス ト  4-1 で、 MigratableTarget 要素の 
ConstrainedCandidateServers 属性を参照して ください （ド メ イン コ
ンフ ィグレーシ ョ ンには、 管理対象サーバごとに MigratableTarget 要
素が 1 つずつある）。

2.  JTA フェイルオーバをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

a. ク ラスタ内のすべてのサーバが、 サーバの ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イ
ルにアクセスできるこ とを確認します。 言い換えれば、 JTA ログ ファ イ
ルは、 共用ファイル システムに配置されている必要があ り ます。

b. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで Servers ノードを選択し
ます。

c. コンフ ィグレーシ ョ ンするク ラスタ内に配置されているサーバの名前を
選択します。

d. [Control｜ JTA Migration Config] を選択して、 JTA サービスに対して移行
可能ターゲッ ト を作成します。 移行可能ターゲッ ト と して、 制約付き
サーバ候補の選択に使用できるサーバのリ ス トが表示されます。

e. [有効 ] カラムで、 ク ラスタ内の移行可能サービスをホスティングできる
すべてのサーバを選択します。 矢印を使用してこれらのサーバを  [選択し
た項目 ] カラムに移動します。

f. [適用 ] をク リ ッ ク して、 新しい移行可能ターゲッ トに対する変更を有効
にします。

注意 : JTA および JMS サービスの移行は、 2 ステップのプロセスです。
WebLogic Integration リ ソースを移行する と きは、 まず、 JTA サービスを
移行してから、 JMS サービスを移行するこ とをお勧めします。 詳細につ
いては、 4-20ページの 「故障ノードから健全なノードへの WebLogic 
Integration の手動移行」 を参照して ください。

移行可能ターゲッ トのコンフ ィグレーシ ョ ンに関する詳細については、 以下を参
照して ください。

次の URLにある、 『Adminstration Console オンライン ヘルプ』、 「JTA」 の
「 ト ランザクシ ョ ン回復サービスの移行先になるサーバの制限」
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http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/jta.htm
l

次の URLにある  『Adminstration Console オンライン ヘルプ』、 「サーバ」 の
「サーバの移行タスク」

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/servers
.html

注意 : オンラインヘルプは、 Administration Console からアクセスできます。
また、 次の URL にもあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/index.h
tml

次のリ ス トは、 サンプルの config.xml ファ イルからの抜粋で、 移行可能ター
ゲッ トのコンフ ィグレーシ ョ ン方法を示しています。 この リ ス トでは、 ク ラスタ
化された WebLogic Integration 環境における  JMS サーバと  JTA 回復サービスの
両方に対する移行ターゲッ トのコンフ ィグレーシ ョ ンが例示されています。 この
コンフ ィグレーシ ョ ン例では、 ク ラスタに、 MyServer-1 と  MyServer-2 とい う  
2 つの管理対象サーバが配置されています。

コード  リス ト  4-1   移行可能ターゲッ トのコンフ ィグレーシ ョ ン

<JMSServer Name="WLCJMSServer-MyServer-1" 
Store="JMSWLCStore-MyServer-2" Targets="MyServer-1 (migratable)"
TemporaryTemplate="TemporaryTemplate">
<JMSQueue JNDIName="com.bea.b2b.OutboundQueue-MyServer-1"

Name="B2bOutboundQueue-MyServer-2"/>
<JMSQueue ...

     :
</JMSServer>

<JMSServer Name="WLCJMSServer-MyServer-2" 
Store="JMSWLCStore-MyServer-2" Targets="MyServer-2 (migratable)"
TemporaryTemplate="TemporaryTemplate">
<JMSQueue JNDIName="com.bea.b2b.OutboundQueue-MyServer-2"

Name="B2bOutboundQueue-MyServer-2"/>
<JMSQueue ...

     :
</JMSServer>
...

<MigratableTarget Cluster="MyCluster"
ConstrainedCandidateServers="MyServer-1,MyServer-2"
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Name="MyServer-1 (migratable)"
注 ="システム生成による、サーバに対するデフォルトの移行可能ターゲット。
手動で削除しないこと。" 
UserPreferredServer="MyServer-1"/>

<MigratableTarget Cluster="MyCluster"
ConstrainedCandidateServers="MyServer-1,MyServer-2"
Name="MyServer-2 (migratable)"
注 ="システム生成による、サーバに対するデフォルトの移行可能ターゲット。
手動で削除しないこと。" 
UserPreferredServer="MyServer-2"/>

...

<Server Cluster="MyCluster" JTARecoveryService="MyServer-1"
ListenAddress="localhost" ListenPort="7901" Name="MyServer-1"
ServerVersion="7.0.0.0">
<COM Name="MyServer-1"/><ExecuteQueue Name="default" ThreadCount="15"/>
<IIOP Name="MyServer-1"/>
<JTAMigratableTarget Cluster="MyCluster"
ConstrainedCandidateServers="MyServer-1,MyServer-2 Name="MyServer-1"
UserPreferredServer="MyServer-1"/>

</Server>

<Server Cluster="MyCluster" JTARecoveryService="MyServer-2"
ListenAddress="localhost" ListenPort="7901" Name="MyServer-2"
ServerVersion="7.0.0.0">
<COM Name="MyServer-2"/><ExecuteQueue Name="default" ThreadCount="15"/>
<IIOP Name="MyServer-2"/>
<JTAMigratableTarget Cluster="MyCluster"
ConstrainedCandidateServers="MyServer-1,MyServer-2 Name="MyServer-2"
UserPreferredServer="MyServer-2"/>

</Server>

この リ ス トの以下の XML 要素に注意してください。

JMS サーバ－ JMS サーバの Target 属性は、 そのサーバに対する移行可能
ターゲッ トの名前です。 移行可能ターゲッ トは、 デフォルトでは、 各管理対
象サーバに対して作成されます （詳細は、 この リ ス トの次の項目を参照）。

MigratableTarget － MyCluster の MyServer-2 に対する移行可能ターゲッ ト
の指定です。 リ ス トで記述されているよ うに、 移行可能ターゲッ トは、 サー
バに対してシステムによって生成されるデフォルトの移行可能ターゲッ トで
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す。 ク ラスタ内の各管理対象サーバに対して、 そのよ うなターゲッ トが 1 ず
つ作成されます。

また、 MigratableTarget 要素には、 ConstrainedCandidateServers に対
する、 サーバのカンマ区切り リ ス ト も格納されています。 この リ ス トにある
サーバは、 JMS サーバのバッ クアップと して機能する能力がある と して指定
されたものです。 ConstrainedCandidateServers のリ ス トには、
UserPreferredServer を含める必要があ り ます。 WebLogic Server 
Administration Console では、 この規則を義務付けています。

Server － Server 要素には JTARecoveryService. に対する移行可能ターゲッ
トの指定を含める必要があ り ます。

フェイルオーバと回復

この節では、 具体的なシナリオにおいて、 WebLogic Integration のフェイルオー
バと回復機能がどのよ うに動作するか説明します。 内容は以下のとおりです。

Administration Server に対するバッ クアップとフェイルオーバ

故障ノードから健全なノードへの WebLogic Integration の手動移行

データベースの回復

JMS ス ト アの回復

Administration Server に対するバックアップと
フェイルオーバ

管理サーバのク ラ ッシュやその他の障害が発生した場合に迅速なフェイルオーバ
を実現するために、 オ リジナルのサーバに障害が発生した場合にただちに使用で
きる別のマシンに、 管理サーバのインスタンスをも う  1 つ作成するこ と もできま
す。
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管理サーバは、 コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イル （config.xml）、 セキュ リ ティ  
ファ イル、 アプ リ ケーシ ョ ン ファ イルを使用してド メ インを運営するため、 少
なく と も、 これらのファイルのコピーを保管しておく こ と こ とをお勧めします。
そ うするこ とで、 管理サーバに障害が発生した場合も、 管理対象サーバの機能を
中断するこ とな く、 別のマシンで管理サーバを安全に再起動できます。

ク ラスタの管理サーバがク ラ ッシュしても、 管理対象サーバは要求の処理を続行
します。 ただし、 管理サーバが回復するまでは、 ク ラスタのコンフ ィグレーシ ョ
ンを変更するこ とはできません。 また、 新しいデプロイ メン ト活動もできませ
ん。 たとえば、 あるク ラスタの管理サーバが実行されていない場合は、 新しい
ノードのク ラスタへの追加、 新しいアプリ ケーシ ョ ン  ビューのデプロイ メン ト 、
アプ リ ケーシ ョ ン ビューに関連付けられた接続ファ ク ト リのアンデプロイ、 な
どを実行するこ とはできません。

The WebLogic Integration B2B Console は、 管理サーバにのみデプロイするこ と
ができます。 ク ラスタ内の管理対象サーバにデプロイ されるこ とはあ り ません。
したがって、 B2B Integration の管理およびモニタ機能は、 管理サーバが停止して
いる間は利用できません。 たとえば、 ト レーディング パートナの追加、 削除、
変更は、 管理サーバが回復するまで実行できません。

管理対象サーバが実行されていても管理サーバが停止している場合は、 ド メ イン
の管理は、 管理対象サーバの停止や再起動を行う こ とな く回復できます。

管理対象サーバが実行されている場合の管理サーバの再起動に関する手順の説明
は、 次の URL にある 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「WebLogic Server の
起動と停止」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/startstop.
html

故障ノードから健全なノードへの WebLogic 
Integration の手動移行

この節では、 コン ト ロールされたフェイルオーバについて説明します。 これは、
故障ノードから ク ラスタ内の健全なノードにサービスを移行している間、 ソース
と送り先のサーバが要求を処理していない状態を指します。

WebLogic Integration を故障ノードから健全なノードに移行する準備
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アプリ ケーシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ ンを、 4-14ページの 「故障ノードか
ら健全なノードに移行するための WebLogic Integration のコンフ ィグレー
シ ョ ン」 の説明に従って （ク ラスタを起動する前に） 完了しておきます。

ソース  サーバが実行されていないこ とを確認して ください。 ソース  サーバ
が停止していないが、 ネッ ト ワーク上の問題によ り使用できない場合は、
サービスは、 ソース  サーバから削除するこ とな く、 送り先のサーバにコピー
されます。 よって、 同じサービスが同時に 2 つ実行されるこ とにな り、 その
結果、 ト ランザクシ ョ ン ログや JMS メ ッセージの損傷を招く場合があ り ま
す。

注意 : JTA および JMS サービスの移行は、 2 ステップのプロセスです。
WebLogic Integration リ ソースを移行する と きは、 まず、 JTA サービスを
移行してから、 JMS サービスを移行して ください。

WebLogic Integration は以下のいずれかの方法で移行できます。

weblogic.Admin コマンド ライン ユーティ リ ティ を使用する方法

WebLogic Server Administration Console を使用する方法

weblogic.Admin コマンド ライン ユーティ リテ ィ を使用する
方法

次のコマンド ラ イン （MIGRATE コマンドで weblogic.Admin を呼び出す） を使
用して、 JMS サービスまたは JTA サービスをク ラスタ内のターゲッ ト  サーバに
移行します。

java weblogic.Admin [-url http://hostname:port]
[-username username]
[-password password] 
MIGRATE -jta -migratabletarget (migratabletarget_name|servername)
-destination servername [-sourcedown] [-destinationdown]

上のコマンド ラ インの説明

-url －管理サーバの URL を、 WebLogic Server がク ライアン トの要求を リ
スンする  TCP ポートの番号を含めて指定します。 フォーマッ トは 
hostname:port です。 デフォルトは localhost:7001 です。

-jta － JTA サービスの移行であるこ とを指定します。 -jta が指定されてい
ない場合は、 移行は、 JMS サービスの移行である とみなされます。
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-migratabletarget －サービスの移行元のサーバのコンフ ィグレーシ ョ ン 
ファ イルを指名します。 各サーバについて、 WebLogic Server によって自動
的に移行可能ターゲッ トのファ イルが作成されます （ファ イルの名前は、
JMS の場合は servername_migratable、 JTA の場合は servername）。 この
移行可能ターゲッ ト  ファ イルは、 JMS および JTA サービスに対する優先
サーバを指定するコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルです。

-destination －サービスの移行先のサーバの名前です。

-sourcedown －ソース  サーバが停止しているこ とを明示します。

警告 : この節で前に述べたとおり、 MIGRATE コマンドで 
weblogic.Admin を呼び出すと きに、 ソース  サーバが停止してい
るこ とが大切です。

-destinationdown －このオプシ ョ ンは、 移行時に送り先サーバが停止して
いる場合に使用します。

weblogic.Admin コマンド ラ イン ツールの詳細については、 次の URL にある
『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「WebLogic Server コマンド ラ イン インタ
フェース  リ ファレンス」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs//wls/docs70/adminguide/cli.html

WebLogic Server Administration Console を使用する方法
weblogic.Admin コマンド ラ イン ツールを使用する代わりに、 WebLogic Server 
Administration Console を使用して、 JTS または JMS サービスをク ラスタ内の
ターゲッ ト  サーバに移行するこ とができます。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで Servers ノードを選択しま
す。

2. ク ラスタ内のサーバの名前を選択します。

3. 移行するサービスに合った [移行 ] タブを選択します。 JTA および JMS サー
ビスの移行は、 2 ステップのプロセスです。 WebLogic Integration リ ソースを
移行する と きは、 まず、 JTA サービスを移行してから、 JMS サービスを移行
して ください。 どの [移行 ] タブを選択するかは、 移行するサービスの種類
によって決ま り ます。

JTA サービスを移行する場合は、 [Control] タブを選択してから  [JTA 移
行 ] タブを選択します。
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JMS サービスを移行する場合は、 [Control] タブを選択してから  [移行 ] タ
ブを選択します。

警告 : ソース  サーバが停止しているこ とを確認して ください。
WebLogic Integration に対するフェイルオーバは、 ソース  サーバ
が停止している場合にのみサポート されます。

4. [Destination Server migratable target list] からサーバを選択します。

5. [移行 ] をク リ ッ ク します。

手順 2 で選択したサーバで実行されていたサービスは、 選択した送り先サー
バに移行します。

移行するサービスは、 「手順 3.」 での選択によって決ま り ます。 [JTA 移行 ] 
タブを選択した場合は、 JTA サービスのみが、 選択したサーバに移行しま
す。 [移行 ] タブを選択した場合は、 JMS サービスが選択したサーバに移行
します。

Administration Console を使用して、 ク ラスタ内のターゲッ ト  サーバに JMS、
JTA サービスを移行する方法の詳細については、 『Adminstration Console オンラ
イン ヘルプ .』、 「サーバ」 の 「サーバの移行タスク」 を参照して ください。

データベースの回復

WebLogic Integration は、 ク ラシュしたデータベースの回復は試みません。 デー
タベースがク ラ ッシュした り停止した場合は、 WebLogic Integration を再起動す
る必要があ り ます。

たとえば、 WebLogic Integration とデータベースが同じマシン上で実行されてい
て、 そのマシンのプラグが抜けた場合は、 WebLogic Integration の回復を試みる
前に、 データベース回復手順を実行して ください。

JMS ストアの回復
サーバ がク ラ ッシュした後は、 JMS ス ト アの移行は不可能です。 WebLogic 
Integration は、 JMS ス ト アに代えて JDBC を使用します。 つま り、 JDBC を使用
して、 他のサーバ上に配置されている  JMS JDBC ス ト アにアクセスするのです。
WebLogic Integration では、 ク ラスタ内のすべてのノードで同一のデータベース
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が使用されています。 ク ラスタ内のノードごとに別々のデータベース  インスタ
ンスを使用する場合は、 データベース  ベンダが提供する高可用性やフェイル
オーバ ソ リ ューシ ョ ンのあらゆる利点を活用して ください。 たとえば、 データ
ベース  ク ラ ッシュに備えて、 データベースのウォーム  スタンバイを利用できる
場合もあ り ます。
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テ ィの使い方

以下の節では、 WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メン トのセキュ
リ ティを設定および管理する方法について説明します。

WebLogic Integration セキュ リ ティの概要

セキュ リ ティ  コンフ ィグレーシ ョ ンの考慮事項

セキュアなデプロイ メン トの設定

この ト ピッ クを読み進む前に、 次の URLにある 『WebLogic Security の紹介』 を
参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/secintro/index.h
tml

このマニュアルでは、 WebLogic Platform 全体のセキュ リティ機能の概要を紹介
し、 WebLogic Integration を他の WebLogic Platform コンポーネン ト と併用した
場合のセキュ リ ティ管理上の重要な注意点を示します。

WebLogic Integration セキュリテ ィの概要

WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのセキュア デプロイ メン トの基盤は、
WebLogic Server が提供する一群のセキュ リ ティ機能です。 したがって、 ご使用
の環境の基礎である  WebLogic Server レイヤのセキュ リ ティ をコンフ ィグレー
シ ョ ンした後は、 以下に示す、 WebLogic Integration に固有の WebLogic Server 
エンティティのセキュ リ ティ をコンフ ィグレーシ ョ ンし、 管理する必要があ り ま
す。

WebLogic Integration システム ユーザ、 wlisystem

BPM エンジンおよび WebLogis Integration Studio のユーザ、 それぞれが所属
するグループ
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ビジネス  メ ッセージの送受信のため、 セキュアな環境でデジタル証明書を作
成しなければないため、 セキュ リ ティ管理が特に重要な ト レーディング パー
トナ。

アプ リ ケーシ ョ ン ビュー

セキュ リ ティ  マネージャは、 WebLogic Integration ド メ インの作成時に一緒に作
成された定義済みプリ ンシパルと リ ソースのセッ トに集中的に取り組む必要があ
り ます。

この概要紹介では、 以下のト ピッ クを通じて、 WebLogic Integration セキュ リ
ティの十分な理解を図り ます。

セキュ リ ティ と  WebLogic Integration ド メ イン

WebLogic Integration で使用される  WebLogic Server のセキュ リ ティ  プリ ン
シパルおよびリ ソース

注意 : セキュアなデプロイ メン トでは、 セキュ リ ティが提供されないアプリ
ケーシ ョ ンと同じ  WebLogic Server インスタンスで WebLogic Integration 
を実行しないでください。内部 WebLogic Integration API 呼び出しは、同
じインスタンスのアプリ ケーシ ョ ンから保護されません。

セキュリテ ィ と  WebLogic Integration ド メイン
BEA コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードを使用して WebLogic Integration ド メ イ
ンを作成する と、 そのド メ インは、 デフォルトでは、 互換性セキュ リティ を使用
するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンされます。 互換性セキュ リティによ り、 ド メ イ
ンでは次のこ とが可能になり ます。

既存のユーザおよびグループのス ト アを使用して WebLogic Server プリ ンシ
パルを認証する。

アクセス制御リ ス ト （ACL） を使用して WebLogic Integration リ ソースを保
護する。

デフォルトでは、すべての WebLogic Integration ユーザ、グループ、および ACL 
は、 互換性レルムと呼ばれるセキュ リ ティ  レルムに格納されます。

注意 : WebLogic Integration の標準的なインス トールには、 WebLogic Server お
よび WebLogic Workshop の両コンポーネン トが含まれています。 デフォ
ルトでは、 コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザード、 WebLogic Integration セ
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キュ リ ティをコンフ ィグレーシ ョ ンして、 互換性セキュ リ ティ を使用で
きるよ うにし、 ユーザやグループの格納には WebLogic Server 6.x File レ
ルムを割り当てます。 File レルムは、 すべての WebLogic Integration サン
プルで使用されます。 WebLogic Server サンプルおよび WebLogic 
Workshop サンプルは、 組み込み LDAP サーバをベースと したセキュ リ
ティ  コンフ ィグレーシ ョ ンに基づいていますが、 今回のリ リースの 
WebLogic Integration ではそれはサポート していません。 したがって、
WebLogic Server および WebLogic Server や WebLogic WorkShop と同梱
で出荷されたサンプルは、 WebLogic  Integration サンプルのデフォルト
のコンフ ィグレーシ ョ ンとは連携動作しない場合があ り ます。

コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードの詳細については、 『Configuration Wizard の
使い方』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/index.h
tml

WebLogic Integration で使用される WebLogic 
Server のセキュリテ ィ  プリンシパルおよびリソー
ス

Configuration Wizard で WebLogic Integration ド メ インを作成する場合、 次の 
WebLogic Server プリ ンシパルおよびリ ソースが事前定義されています。

wlisystem － WebLogic Integration システム ユーザで、 ト レーディング 
パートナが認証されて、 WebLogic Integration リ ソースを使用する権限を与
えられた後、 ト レーディング パートナに代わって動作します。

wlpiUsers － Business Process Management ユーザ グループで、 WebLogic 
Integration Studio や BPM エンジンなどの BPM リ ソースにアクセスします。

BPM グループのセッ ト－ wlpiUsers グループの各メンバーは、 1 つまたは
複数の BPM グループに所属しています。 加入するグループによって、 プ リ
ンシパルによって実行できるタスクのセッ トが決ま り ます。 グループごとに 
ACL が定義されています。

wliPool － WebLogic Integration リ ポジ ト リ用の JDBC 接続プール。
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ServletFilter －ト レーディング パートナが B2B リ ソースにアクセスする
と きに透過的に使用される リ ソース。

次の図は、 WebLogic Integration で使用される  WebLogic Server のセキュ リ ティ  
プリ ンシパルの概要を示しています。

図 5-1   WebLogic Integration で使用される WebLogic Server のセキュリテ ィ  
プリンシパル

たとえば、 B2B ベースのビジネス  オペレーシ ョ ンの実行中、WebLogic Server プ
リ ンシパルは、 以下のよ うな機能を発揮します。
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イベン ト （XML、 Application Integration、 または B2B Integration） を介して
開始された場合、 ワークフローは wlisystem と して動作します。

手動で開始された場合、 ワークフローは Worklist ク ラ イアン トに関連付けら
れたセキュ リ ティ  プリ ンシパルと して動作します。

アプ リ ケーシ ョ ン統合サービスは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに対してコン
フ ィグレーシ ョ ンされたセキュ リ ティ  プリ ンシパルと して動作します。

ト レーディング パートナから メ ッセージを受信する と、 B2B エンジンは、
ト レーディング パートナのク ライアン ト  サイ ドの証明書に関連付けられて
いる  WebLogic Server プリ ンシパルに直ちに切り替わり ます。 その後、
wlisystem プリ ンシパルに切り替わってから、 メ ッセージを  BPM イベン ト  
キューに送信します。 B2B Integration のセキュ リ ティの詳細については、
『B2B Integration セキュ リ ティの実装』 を参照して ください。

J2EE-CA アダプタは、 リ クエス ト を受け取る と、 呼び出し元のセキュ リ ティ  
プリ ンシパルを EIS システムで対応するプリ ンシパルにマップします。 詳細
については、 次の URL にある  WebLogic Server マニュアルの 『WebLogic 
J2EE コネクタ  アーキテクチャ』 の 「セキュ リ ティ  プリ ンシパル マップ」を
参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls61/jconnector/security.html

セキュリテ ィ  コンフ ィグレーシ ョ ンの考慮
事項

WebLogic Integration ド メ イン用にセキュ リ ティをコンフ ィグレーシ ョ ンする前
に、 以下を考慮して ください。

デジタル証明書について

セキュア ソケッ ト  レイヤ （SSL） プロ ト コルの使用

発信プロキシ サーバまたはプロキシ プラグインの使用

ファイアウォールまたは非 WebLogic サーバ プロキシ サーバの使用
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以下の節では、 これらの考慮事項について詳し く論じ、 それらが WebLogic 
Integration のセキュ リ ティ  コンフ ィグレーシ ョ ンに及ぼす影響について説明しま
す。

デジタル証明書について

デジタル証明書とは、 インターネッ ト などのネッ ト ワーク上でプリ ンシパルとオ
ブジェク ト を一意のエン ト リ と して識別するための電子的なドキュ メン トのこ と
です。 デジタル証明書によって、 認証局と呼ばれる信頼性のあるサードパーティ
によって証明されたとおりに、 ユーザまたはオブジェク トのアイデンティティが
特定の公開鍵に安全にバインド されます。 デジタル証明書の所有者は、 公開鍵と
プライベート  キーの組み合わせによって一意に識別されます。

B2B 機能を使用し、 企業間商取引のベース と して WebLogic Integration 環境を設
定する場合は、 デジタル証明書とキーの特定のセッ ト を取得してコンフ ィグレー
シ ョ ンする必要があ り ます。 以下のアイテムがセッ トに含まれます。

サーバ証明書－ローカル マシン上の WebLogic Server インスタンスに対する  
SSL に必要です。

ルート認証局 （CA） －デジタル証明書および公開鍵の発行先のアイデンティ
ティを保証する信頼性のある第三者組織または企業です。 CA の例と しては、
Verisign や Baltimore があ り ます。

ト レーディング パートナ証明書－ B2B コラボレーシ ョ ンに参加するローカ
ルおよびリモートの各ト レーディング パートナに必要です。 これらの証明書
には、 ク ライアン ト証明書も含まれ、 また、 暗号化証明書や署名証明書が含
まれる場合もあ り ます。 証明書類は、 認証、 認可、 署名サポート、 メ ッセー
ジの暗号化に使用します。

デジタル証明書のフォーマッ ト

デジタル証明のフォーマッ トおよびパッケージング規格が、 WebLogic Server に
対応しているこ とを確認してください。 デジタル証明書には、 次に挙げるよ う
に、 さまざまな暗号化方式があ り ます。

Privacy Enhanced Mail (PEM)

Definite Encoding Rules (DER)

Public Key Cryptography Standard 7 および同 12 (PKCS7、 PKCS12)
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WebLogic Server の公開鍵インフラス ト ラ クチャ （PKI） は、 X.509のバージ ョ
ン 1 または 3、 X.509v1、 X.509v3 に適合するデジタル証明書を認識します。 デ
ジタル証明書は、 Verisign、 Entrust などの認証局から取得するこ とをお勧めしま
す。

注意 : 会話に参加している ト レーディング パートナが Microsoft IIS をプロキシ 
サーバと して使用している場合、 その会話で使用されるすべての証明書
が、 Verisign、 Entrust などの著名な CA に信頼されている必要があ り ま
す。 自己署名による証明書を使用する と、 IIS プロキシ サーバを通じて
渡される要求が処理されません。 これは、 WebLogic Integration ではな
く、 IIS の制限です。

詳細については、 『B2B Integration セキュ リ ティの実装』 の 「セキュ リ ティのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

セキュア ソケッ ト  レイヤ （SSL） プロ ト コルを使
用する

SSL プロ ト コルは、 次の 2 つの機能をサポートするこ とによ り、 セキュアな接続
を可能にします。

ネッ ト ワーク接続を通じて リ ンク された 2 つのアプリ ケーシ ョ ンが、 互いの 
ID を認証できるよ うにする。

アプ リ ケーシ ョ ン間で交換されたデータを暗号化する。

SSL 接続はデジタル証明書を交換するアプリ ケーシ ョ ン間のハンドシェークで
始ま り、 使用する暗号化アルゴ リズムの取り決め、 そのセッシ ョ ンの残りで使用
する暗号キーの生成と続きます。

B2B コラボレーシ ョ ンには、 ト レーディング パートナの認証と認可に SSL を使
用するこ とを推奨しますが、 その場合は、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ンが必要で
す。

WebLogic Integration ド メ インのマシンごとの SSL。 その方法の説明につい
ては、 『B2B Integration セキュ リ ティの実装』、 「セキュ リ ティのコンフ ィグ
レーシ ョ ン」 の 「SSL プロ ト コルと相互認証のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参
照して ください。

ト レーディング パートナごとのデジタル証明書と公開鍵のセッ ト 。
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WebLogic Integration ド メ イン内のマシンごとのサーバ証明書

ルート認証局 （CA） の証明書

証明書のコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B Integration セキュ
リ ティの実装』 の 「セキュ リ ティのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して くだ
さい。

SSL の必須要件ではあ り ませんが、 WebLogic Integration ド メ インで使用される
すべての証明書とキーを格納するキース ト アの作成および活用をお勧めします。
WebLogic Server には、 Java Development Kit で Sun Microsystems が提供する参
照キース ト ア実装に基づく  WebLogic Keystore プロバイダというユーティ リ ティ
があ り ます。

WebLogic Keystore プロバイダは、 キース ト アをファ イルと して実装する、 標準
の JKS キース ト ア タイプに基づいています。 この リ リースの WebLogic Server 
に対しては、 利用できるキース ト ア プロバイダは JKS のみです。 WebLogic 
Keystore プロバイダを使用してコンフ ィグレーシ ョ ンされたキース ト アでは、 各
プライベート  キーが個々のパスワードで保護されます。 WebLogic Keystore プロ
バイダには、 2 つのファ イルが関連付けられています。 1 つは、 SSL がク ライア
ン ト証明書を確認するのに使用する、 CA 証明書のファ イルで、 も う  1 つは、
ユーザのプライベート  キーを格納するファ イルです。 WebLogic Server は、 この
キース ト アからプライベート  キーを取り出して、 SSL を初期化します。

WebLogic Integration ド メ イン用のキース ト アの設定に関する詳細については、
『B2B Integration セキュ リ ティの実装』 の 「キース ト アのコンフ ィグレーシ ョ ン」
を参照して ください。

発信プロキシ サーバまたはプロキシ プラグインを
使用する

この節では、 発信プロキシ サーバまたは WebLogic プロキシ プラグインの使用
が及ぼす影響について説明します。
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発信プロキシ サーバを使用する
プロキシ サーバを使用する と、 ト レーディング パートナはセキュ リ ティを危険
にさらすこ とな く イン ト ラネッ ト またはインターネッ ト経由で通信できます。 高
度なセキュ リ ティで保護する必要のある環境で WebLogic Integration を使用する
場合、 WebLogic Integration をプロキシ サーバの後ろで使用する と効果的です。
具体的には、 プロキシ サーバの用途は以下のとおりです。

WebLogic Integration のホス ト となっている  WebLogic Server インスタンス
のローカル ネッ ト ワーク  アドレスの、 外部ハッカーからの隠ぺい

外部ネッ ト ワークへのアクセスの制限

WebLogic Integration のホス ト となっている  WebLogic Server のローカル イ
ンスタンスへの外部ネッ ト ワーク  アクセスのモニタ

プロキシ サーバをローカル ネッ ト ワーク上でコンフ ィグレーシ ョ ンする と、
ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ ク （SSL プロ ト コルと  HTTP プロ ト コル） は、 プロキ
シ サーバを経由して外部ネッ ト ワークに ト ンネ リ ングされます。

発信プロキシ サーバを使用する環境では、 ローカル ト レーディング パートナに
対する転送 URI エンドポイン トの指定に注意して ください。 HTTP プロキシを
使用している場合は、 Java システム プロパティの the ssl.ProxyHost と  
ssl.ProxyPort を指定する必要があ り ます。 詳細は、 『B2B Integration セキュ リ
ティの実装』、 「セキュ リ ティのコンフ ィグレーシ ョ ン」 の 「発信 HTTP プロキ
シ サーバを使用するための WebLogic Integration B2B のコンフ ィグレーシ ョ ン」
を参照して ください。

WebLogic プロキシ プラグインと  Web Server を併用する
発信プロキシ サーバを使用する代わりに、 リモートの ト レーディング パートナ
からのビジネス  メ ッセージを処理できるよ うにプログラムされた、 Apache サー
バなどの Web サーバを使用して WebLogic Integration をコンフ ィグレーシ ョ ンす
る と便利な場合もあ り ます。 Web サーバは以下のサービスを提供できます。

リモートの ト レーディング パートナからのビジネス  メ ッセージの受信。

ト レーディング パートナからのデジタル証明書の認証。

続いて、 Web サーバは WebLogic プロキシ プラグインを使用します。 プラグイ
ンは以下のサービスを提供するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンできます。
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Web サーバが受信したビジネス  メ ッセージの、 セキュアな内部ネッ ト ワー
クの内側で動作している  WebLogic Integration への転送。

Web サーバからのリモート  ト レーディング パートナ証明書の抽出し と、 認
証のための、 WebLogic Server への証明書の転送WebLogic Integration は、
これを受けて、 ト レーディング パートナ証明書とビジネス  メ ッセージを認
証するこ とができます。

WebLogic プロキシ プラグインをコンフ ィグレーシ ョ ンする際の考慮事項は以下
のとおりです。

WebLogic プロキシ プラグインを使用するプロキシ サーバを、 要求を 
WebLogic Server に向けるよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンする。

プロキシ サーバと  WebLogic Integration ド メ イン間のネッ ト ワーク接続に使
用するプロ ト コルを決定する。 デフォルトのプロ ト コルは HTTP。 必要な場
合にのみ一方向の SSL を使用するよ うに、 プロキシ プラグインをコンフ ィ
グレーシ ョ ンする。

リモートの ト レーディング パートナへの転送のコンフ ィグレーシ ョ ンでは、
HTTP プロ ト コルが WebLogic プロキシ プラグインと  WebLogic Integration 
ド メ イン間のネッ ト ワーク接続で使用されているにもかかわらず、 HTTP プ
ロ ト コルで リモート  URI エンドポイン ト を指定する。

ある ト レーディング パートナから他の ト レーディング パートナへビジネス  
メ ッセージを仲介する際、 プロキシ サーバによっては、 末端証明書のみを含
めて、 CA 証明書チェーンの全体は含めない場合がある。 そのよ うな状況で
は、 ト レーディング パートナが認証されない場合もある。 この問題を回避す
るため、 信頼されている  CA 証明書と して末端証明書の指定が推奨される
（末端証明書の詳細については、 『B2B Integration セキュ リ ティの実装』 の
「WebLogic Integration B2B セキュ リ ティ入門」 を参照）。

ローカル ト レーディング パートナのサイ トで、 WebLogic プロキシ サーバ
を使ってコンフ ィグレーシ ョ ンされた Webサーバが使用されている場合は、
その ト レーディング パートナの転送 URI エンドポイン ト を通常の方法で指
定するこ とができる。

リモート  ト レーディング パートナも  WebLogic Integration を使用している
が、 プロキシ サーバは WebLogic プロキシ サーバではない場合、 そのリ
モート  サイ トはおそら く  WebLogic プロキシ プラグインを使用してコン
フ ィグレーシ ョ ンされている。 このよ う な状況でリモート  ト レーディング 
パートナをコンフ ィグレーシ ョ ンする場合は、 転送 URI エンドポイン ト と し
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て ト レーディング パートナのプロキシ サーバのホス ト とポート を指定する
必要がある。 WebLogic プロキシ プラグインは、 そのリモート  ト レーディン
グ パートナに代わって、 受信したビジネス  メ ッセージに対する必要な URL 
変換を実行する。

ファイアウォールを使用する

WebLogic Integration 環境にファイアウォールが設定されている場合は、 HTTP 
または HTTPS を介して、 ローカル ト レーディング パートナとの間でビジネス  
メ ッセージを自在にやり取りできるよ うに、 ファ イアウォールが正し く コンフ ィ
グレーシ ョ ンされているこ とを確認して ください。

セキュアなデプロイメン トの設定

以下の節では、 セキュア デプロイ メン トの設定に必要なタスクを実行する手順
について説明します。

手順 1 : ド メ インを作成する

手順 2 : WebLogic Server のセキュ リ ティ をコンフ ィグレーシ ョ ンする

手順 3 : BPM セキュ リ ティをコンフ ィグレーシ ョ ンする

手順 4 : B2B Integration のセキュ リ ティ をコンフ ィグレーシ ョ ンする

手順 5 : Application Integration のセキュ リ ティをコンフ ィグレーシ ョ ンする

手順 1 : ド メインを作成する
セキュ リ ティをコンフ ィグレーシ ョ ンしよ う とする  WebLogic Integration ド メ イ
ンは、 BEA コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードを使用して作成するこ とをお勧め
します。 WebLogic Integration ド メ インを作成するには、 以下の手順を完了して
ください。
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1. 次の URL にある 『Configuration Wizard の使い方』 の説明に従って、 コン
フ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードを起動します。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/index
.html

2. WebLogic Integration ド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ンを完了します。 ド メ
インのタイプは以下のいずれかです。

WebLogic Integration BPM ド メ イン

WebLogic Integration EAI ド メ イン

WebLogic Integration ド メ イン

注意 : 新しいド メ インの作成には、WebLogic Server テンプレートや WebLogic 
Portal テンプレートではなく、 必ず WebLogic Integration テンプレート を
使用してください。 WebLogic Integration テンプレート を指定するこ とに
よ り、 この手順で作成する ド メ インが、 が WebLogic Server 6.x の互換性
モードのセキュ リ ティ  レルムに基づいたものとなるこ とを保証できま
す。 WebLogic Server 7.0 で新たに導入されたレルムは、 LDAPに基づい
たもので、 WebLogic Integration ではサポート されていません。
WebLogic Server テンプレート を選択して新しいド メ インを作成した場合
は、 そのド メ インは、 LDAP に基づく新しい WebLogic Server 7.0 セキュ
リ ティ  レルムとな り ます。

手順 2 : WebLogic Server のセキュリテ ィ をコン
フ ィグレーシ ョ ンする

WebLogic Server のセキュ リ ティをコンフ ィグレーシ ョ ンする場合は、 必ず以下
を実行して ください。

1. ローカルおよびリモートの ト レーディング パートナのサーバ証明書の取得。
SSL に対しては、 ト レーディング パートナ要求にかかわる  WebLogic Server 
のインスタンスごとに証明書が必要です。

2. 次の事項の検討。

証明書の通称が、 対応する  WebLogic Server インスタンスが実行されて
いるマシンのホス ト名と一致しているか。
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この 2 つの名前が同一でない場合は、 ローカルの WebLogic Server イン
スタンスは、 ホス ト名確認機能を無効にしてコンフ ィグレーシ ョ ンする
必要があ り ます。 この要件は、 ローカルにコンフ ィグレーシ ョ ンされた
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン トに参加するすべての ト レーディング 
パートナのサーバ証明書にも適用されます。 ホス ト名確認機能は、
WebLogic Server Administration Console で、 該当する  Server ノードに対
する [SSL] タブの [ ホス ト名検証を無視 ] 属性にチェッ クを付けるこ とに
よ り無効にできます。

サーバ証明書とプライベート  キーのフォーマッ トは、 WebLogic Server 
でサポート されている リモート  ト レーディング パートナに対応している
か。

サポート されている証明書フォーマッ トは、 4-7 ページの 「デジタル証明
書について」 に リ ス ト されています。 SSL サーバが受け入れる最も一般
的なサーバ証明書のフォーマッ トは、 PEM フォーマッ トで暗号化される  
X.509 V1 または V3 です。

プライベート  キーについては、 パスワード暗号化方式の PKCS8 が最も
一般的なフォーマッ トです。 WebLogic Server がプライベート  キーを読み
取れるよ うに、 そのパスワードを設定してください。

WebLogic Server サーバ証明書の CA 証明書チェーンは何か。

証明書チェーンは、 信頼性のある  CA のデジタル証明書の配列で、 各 CA 
はチェーン内の先行するデジタル証明書の発行者です。

すべての中間およびルート  CA 証明書を含む 1 つのファイルを指定でき
ます （ファ イルに複数の CA 証明書が含まれている と、 WebLogic Server 
は PEM フォーマッ トで暗号化されたファイルを要求する）。 ルート  CA 
キース ト アを使用して信頼性のある  CA 証明書を格納する場合は、 必ず、
チェーン全体をルート  CA キース ト アにインポート して ください。

3. WebLogic Keystore プロバイダのコンフ ィグレーシ ョ ン。 WebLogic Server 
7.0 は、 キース ト ア機能をサポート します。 キース ト アの作成と WebLogic 
Keystore プロバイダのコンフ ィグレーシ ョ ンに関する詳細については、 『B2B 
Integration セキュ リ ティの実装』 の 「キース ト アのコンフ ィグレーシ ョ ン」
を参照して ください。

キース ト アの使い方に関しては、 以下の考慮事項に注意してください。

キース ト アの使用で注意する点は、 キーと証明書をエイ リ アスを使用し
てキース ト アにインポート した後は、 その証明書ファイルを新しい証明
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書で上書きしても、 新しい証明書はキース ト アにインポート されないこ
とです。

キース ト アが証明書とキーの現在のセッ トに対応した最新のものである
こ と、 また、 WebLogic Integration リ ポジ ト リがキース ト アの該当する内
容を反映しているこ とを確認して ください。

手順 3 : BPM セキュリテ ィ をコンフ ィグレーシ ョ ン
する

WebLogic Integration の Business Process Management (BPM) 機能用のセキュ リ
ティ  モデルには、 以下のエンティティで構成されています。

ユーザとグループ－ユーザは、 プログラ ミ ングや営業などの一定のタスクを

遂行する特定の個人です。 グループは、 同じタスクを遂行する  1 人以上の
ユーザまたは 1 つ以上のグループの集合です。 たとえば、 グループ A はプロ
グラマの集合を表し、 グループ B は営業部員の集合を表します。

1 つのセキュ リティ  レルム内では、 管理者 （wlisystem プリ ンシパルで表さ
れる） が、 ワークフローやその他のリ ソースの使用を希望するユーザおよび
グループに与えるアクセスのレベルを指定できます。 ユーザおよびグループ
は、 1 つの WebLogic Server セキュ リ ティ  レルム内で維持されます。
WebLogic Integration Studio で、 グループの定義やグループへのユーザの追
加を行う こ とができます。 追加された各ユーザは、 自動的に、 また同時に、
WebLogic Server ユーザのリ ス トに追加されます。

組織－さまざまな事業組織、 所在地、 その他、 特定のビジネスまたは企業に

関係する識別アイテムを表すエンティティです。

組織は、 セキュ リ ティ  レルムの外にある  BPM 固有のエンティティです。

ロール－あるグループに属する個人が共通して担う一定の範囲の責任分担、

能力、 またはパーミ ッシ ョ ンレベルです。 ロールは、 1 つのオーガニゼー
シ ョ ンに属する場合もあ り ますが、 同じ名前を複数のオーガニゼーシ ョ ンで
使用するこ と もできます。

ロールは、 WebLogic Server グループにマップされます。

BPM セキュ リ ティのコンフ ィグレーシ ョ ンは、 基本的には、 ユーザ、 グループ、
オーガニゼーシ ョ ン、 およびパーミ ッシ ョ ン  レベルを定義する という タスクで
す。 オーガニゼーシ ョ ンと ロールを定義できるので、 BPM リ ソースにアクセス
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するユーザおよびグループのオーガニゼーシ ョ ン化において、 非常に大きな柔軟
性を発揮するこ とができます。 Studio では、 ユーザ、 グループ、 ロール、 オーガ
ニゼーシ ョ ンを作成および変更するのに使用できる各種ツールを使用できます。
また、 Studio では、 ユーザ、 グループ、 およびロールのパーミ ッシ ョ ンをきめ細
かく管理する方法が用意されています。

BPM セキュ リ ティの詳細については、 以下の ト ピッ クを参照してください。

『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』、 「データの管理」 の 「セ
キュ リ ティ  レルム」

『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration のカスタマイズ」 の 「BPM セキュ リ ティ  モデルについて」。 特に
「カスタム セキュ リ ティ  レルムのコンフ ィグレーシ ョ ン」 の項を参照

『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング』 の 「セキュ リ ティ  
レルムのコンフ ィグレーシ ョ ン」

手順 4 : B2B Integration セキュリテ ィ をコンフ ィ
グレーシ ョ ンする

ファ イアウォール越しに行われる ト レーディング パートナ間のメ ッセージ交換
に関与する  WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンには、 ト レーディング パートナ
の認証および認可や否認防止性など、 特別なセキュ リ ティ要件があ り ます。

B2B セキュ リ ティ をコンフ ィグレーシ ョ ンするには、 以下のタスクを実行しま
す。

B2B コラボレーシ ョ ンを実施するのに必要な証明書とキーの取得。
WebLogic Server の各インスタンスに対して、 ルート  CA 証明書、 ト レー
ディング パートナ証明書、 先に説明したキー、 およびサーバの証明書とキー
が必要です。

WebLogic Integration 環境で使用するキース ト アの作成および WebLogic 
Keystore プロバイダへのキース ト アの登録。

ローカル ト レーディング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン。

リモート  ト レーディング パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン。

否認防止サービスの実装 （必要な場合）。
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使用するビジネス  プロ ト コルに対するセキュ リ ティ要件の実装。

以下の節では、 各タスクに関する推奨事項および考慮事項を示します。

証明書を取得する

WebLogic Integration のセキュ リ ティのコンフ ィグレーシ ョ ンに着手する前に、
特に B2B 交換を実施するプランがある場合は、 以下の証明書とキーを必ず取得
してください。

B2B 交換で使用される、 WebLogic Server の各インスタンスに対するサーバ
証明書とキー。 この要件は、 リモート  ト レーディング パートナにも適用さ
れます。 コンフ ィグレーシ ョ ンの対象となる各ト レーディング パートナにつ
いて、 そのサーバ証明書が必要です。 これらの証明書は、 SSL が必要と しま
す。

この環境で使用される各証明書に対するルート  CA 証明書。

ルート  CA ディ レク ト リには、 ト レーディング パートナのク ライアン ト 、 暗
号化方式、 および署名の各証明書に対するルート  CA 証明書のみが格納され
ている必要があ り ます。 ルート  CA ディレク ト リには、 サーバ証明書に対す
る  CA 証明書が格納されていてはいけません （サーバ証明書は、 そのド メ イ
ンの config.xml ファ イルでコンフ ィグレーシ ョ ンされる）。

各ト レーディング パートナのク ライアン ト証明書 （ローカル、 リモートの両
方）。 ローカル ト レーディング パートナについては、 ク ライアン ト証明書の
プライベート  キーの場所も取得する必要があ り ます。

すべての ト レーディング パートナについての暗号化方式と署名に対する証明
書。 ローカル ト レーディング パートナについては、 各証明書のプライベー
ト  キーの場所も取得する必要があ り ます。

キーストアを作成する

B2B コラボレーシ ョ ン用に WebLogic Integration ド メ インの設定時には、 以下の
キース ト アを作成するため、 WebLogic Keystore プロバイダをコンフ ィグレー
シ ョ ンする必要があ り ます。

プライベート  キース ト ア
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ローカルト レーディング パートナのプライベート キーと B2B コラボレー
シ ョ ンに通常必要と される証明書 （ク ラ イアン ト 、 サーバ、 署名、 暗号化方
式の証明書） を格納します。 WebLogic Server は、 このキース ト アからプラ
イベート  キーを取り出して、 SSL を初期化します。

ルート  CA キース ト ア

すべての信頼性のある認証局 （CA） の証明書を格納します。 WebLogic 
Keystore プロバイダは、 WebLogic Server が使用する、 信頼性のある  CA の
キース ト アを作成します。 これは、 デフォルトでは、 SSL がク ライアン ト証
明書を確認するために使用する、 信頼性のある  CA を見つけるのに使用しま
す。

JavaSoft JDK keytool ユーティ リ ティ または WebLogic Server 
ImportPrivateKey ユーティ リ ティを使用して、 各キース ト アを作成し、 プライ
ベート  キーを追加するこ とができます。 上のキース ト アがいずれも作成されて
いない場合は、 プライベート キーを追加するために、 どちらかのユーティ リ ティ
が初めて使用される際に作成されます。

キース ト アを作成して、 キーの初期セッ ト を入力し、 「手順 2: WebLogic Server 
のセキュ リ ティ をコンフ ィグレーシ ョ ンする」 の説明に従って、 WebLogic 
Keystore プロバイダに登録します。

ローカル ト レーディング パートナをコンフ ィグレーシ ョ ンす
る

ローカル ト レーディング パートナは、HTTP または HTTPS を使用して リモート  
ト レーディング パートナにメ ッセージを送信します。 B2B コラボレーシ ョ ンで 
SSL を使用している （推奨） 場合は、 各ト レーディング パートナについて、 ク
ラ イアン ト証明書とキーをコンフ ィグレーシ ョ ンする必要があ り ます。

ローカル ト レーディング パートナのク ライアン ト証明書とキーについては、 以
下に注意して ください。

プレーン キーとパスワードで保護されたキーの両方がサポート されている。
PEM、 DER、 PKCS8 の各フォーッ トがサポート されている。

PEM または DER 方式で暗号化された X509 V1 または V3 証明書がサポート
されている。
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プライベート  キーのパスワードは、 大文字小文字の区別が意味を持ち、 Java 
システム プロパティの startWeblogic スク リプ トのコマンド ラインで指定
される。

ローカル ト レーディング パートナの署名と暗号方式の証明書とキーについては、
以下に注意してください。

パスワードで保護された、 PKCS8 を使用するプライ  ベート  キーのみがサ
ポート されている。

DER 暗号化方式の証明書を推奨。

ルート  CA 証明書を  CA 証明書ディ レク ト リが指示する場所にコピーする必
要がある。

プライベート  キーのパスワードは、 大文字小文字の区別が意味を持ち、 Java 
システム プロパティの startWeblogic スク リプ トのコマンド ラインで指定
される。

リモート  ト レーディング パートナをコンフ ィグレーシ ョ ンす
る

ローカル ト レーディング パートナの場合と同様に SSL を使用している場合は、
各リモート  ト レーディング パートナのク ライアン ト証明書とキーをコンフ ィグ
レーシ ョ ンする必要があ り ます。

リモート  ト レーディング パートナのク ライアン ト証明書とキーについては、 以
下に注意して ください。

リモート  ト レーディング パートナは、 ク ライアン ト証明書を使用して接続
先ド メ インの WebLogic Server との双方向 SSL 接続を確立する。 この証明書
が、 WebLogic Integration リ ポジ ト リでその ト レーディング パートナに対し
て指定さている証明書と一致するこ とを確認してください。

リモート  ト レーディング パートナも  WebLogic Server を使用している場合
は、 この情報はそのト レーディング パートナのク ライアン ト証明書と して リ
ポジ ト リに格納されている。

リモート  ト レーディング パートナが WebLogic Integration に基づいていない
場合は、 有効なク ライアン ト証明書をその ト レーディング パートナから取得
するこ と （WebLogic Integration - Business Connect を使用している場合は、
そのソフ ト ウェアの管理ツールを使用して、 企業の証明書をファイルにエク
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スポート し、 そのファイルの WebLogic Integration 内の場所を指定するこ と
ができる）。

リモート  ト レーディング パートナの署名と暗号方式の証明書とキーについては、
以下に注意してください。

必ず、 WebLogic Integration リ ポジ ト リで署名および暗号化方式の証明書と
キーをコンフ ィグレーシ ョ ンする前に、 それらの証明書を取得するこ と。 こ
れらの証明書のすべてが同一である必要はあ り ませんが、 1 つの証明書を暗
号化方式と署名の両方に使用するこ とが可能です。

CA 証明書も取得して、 ルート  CA キース ト ア （または、 キース ト アを使用
していない場合は該当するディ レク ト リ ） に追加するこ と。 自己署名証明書
が使用されている場合は、 それも追加してください。

リモート ト レーディング パートナのサーバ証明書については、 以下に注意して
ください。

リモート  ト レーディング パートナのサイ トの HTTP （S） サーバ証明書を取
得する必要がある。 これが、 SSL 接続先のサーバです。

リモート  ト レーディング パートナのサイ ト も  WebLogic Integration に基づい
ており、 リモート  サイ トの Web サーバが WebLogic Server である場合は、
ト レーディング パートナのサーバ証明書と して、 その Web サーバの証明書
を使用するこ と。

ビジネス プロ ト コルに対するセキュリテ ィ要件を実装する
以上の他に、 コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト をコンフ ィグレーシ ョ ンするた
めのビジネス  プロ ト コルに固有のセキュ リ ティ要件が存在する可能性があるた
め注意して ください。

次の表には、 さまざまなビジネス  プロ ト コルに関する追加の情報源がリ ス ト さ
れています。

表 5-1  B2B で使用されるビジネスプロ ト コルに関する追加情報

トピック 参照すべき節のタイ トル 出典マニュアル

RosettaNet セキュ リ
ティ

「はじめに 」 の 「RosettaNet セ
キュ リティのコンフ ィグレー
シ ョ ン」

Implementing RosettaNet 
for B2B Integration
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手順 5 : Application Integration のセキュリテ ィ を
コンフ ィグレーシ ョ ンする

WebLogic Integration は、 Application Integration の機能を使用して作成および管
理される統合ソ リ ューシ ョ ンの部分を対象と した以下のセキュ リ ティ  メカニズ
ムを提供します。

エンタープライズ情報システム （EIS） に接続するには、 アプリ ケーシ ョ ン
がログイン名やパスワードなどの特定の資格を提供しなければならない場合
がある。 詳細については、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』、 「カ
スタム コードの作成によるアプリ ケーシ ョ ン  ビューの使用方法」 の 「シナ
リオ 1: 特定の資格に基づいて接続する」 を参照。

アプリ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする場合、 セキュ リ ティ設定をコンフ ィ
グレーシ ョ ンして、 WebLogic Server のユーザまたはグループに対してアプ
リ ケーシ ョ ン ビューの読み書きアクセス権を付与または無効にするこ とがで
きる。 詳細については、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』、 「アプ
リ ケーシ ョ ン ビューの定義」、 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義手順」 の
「アプ リ ケーシ ョ ン ビューのデプロイ」 を参照。

cXML セキュ リ
ティ

「cXML の管理」 の 「セキュ リ
ティ」

Implementing cXML for 
B2B Integration

ebXML セキュ リ
ティ

「ebXMLの管理」 の 「セキュ リ
ティ」

B2B Integration ebXML 
の実装

表 5-1  B2B で使用されるビジネスプロ ト コルに関する追加情報

トピック 参照すべき節のタイ トル 出典マニュアル
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以下の節では、 WebLogic Integration デプロイ メン トのパフォーマンスをチュー
ニングする方法について説明します。

WebLogic Integration のパフォーマンスのチューニング

実行時パフォーマンスのモニタおよびチューニング

ハード ウェア、 オペレーティング システム、 およびネッ ト ワークの リ ソース
のチューニング

データベースのチューニング

WebLogic Integration のパフォーマンスの
チューニング

以下の節では、 WebLogic Integration のパフォーマンスのチューニング方法につ
いて説明します。

一次チューニング リ ソース

WebLogic Server のパフォーマンスをチューニングする

Java 仮想マシン （JVM） をモニタおよびチューニングする

一次チューニング リソース
この節では、 サーバが実行する作業を管理するためのチューニング可能な 
WebLogic Integration の一次リ ソースについて説明します。

BPM の場合、 イベン ト駆動型ワークフローをチューニングするための一次
リ ソースは、 イベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean です。
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Application Integration の場合、 チューニング方法は処理のタイプによって異
なり ます。

同期サービス呼び出しの場合、 一次リ ソースはアプリ ケーシ ョ ン  ビュー 
Bean です。

非同期サービス呼び出しの場合、 一次リ ソースは、 非同期要求プロセッ
サのスレッ ド  プール サイズです。

通常、 イベン ト  アダプタはチューニング不要です。

また、 J2EE-CA リ ソースのプール サイズをアダプタごとに設定する必要が
あ り ます。 アダプタのチューニング方法については、 アダプタのマニュアル
を参照して ください。

B2B Integration の場合、 チューニングできる一次リ ソースはあ り ません。

その他の WebLogic Integration リ ソースはすべて、 一次リ ソースをサポートする
ためにのみ変更します。

WebLogic Server のパフォーマンスをチューニン
グする

以下の節では、 WebLogic Integration デプロイ メン ト用の WebLogic Server リ
ソースのコンフ ィグレーシ ョ ン方法について説明します。

EJB のプール サイズおよびキャ ッシュ  サイズをコンフ ィグレーシ ョ ンする

JDBC 接続プールのサイズをコンフ ィグレーシ ョ ンする

実行スレッ ド  プールをコンフ ィグレーシ ョ ンする

J2EE コネクタ  アーキテクチャ  アダプタ用のリ ソース接続プールをコンフ ィ
グレーシ ョ ンする

B2B の大容量メ ッセージ サポート をコンフ ィグレーシ ョ ンする

WebLogic Server のパフォーマンスのチューニングの概要については、次の URL 
にある 『BEA WebLogic Server パフォーマンス  チューニング ガイ ド』 を参照して
ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/perform/index.html
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EJB のプール サイズおよびキャッシュ  サイズをコンフ ィグ
レーシ ョ ンする

EJB のプール サイズおよびキャ ッシュ  サイズをコンフ ィグレーシ ョ ン、 つま り
デフォルト設定で開始して必要に応じて変更するこ とで、 WebLogic Integration 
のパフォーマンスをチューニングできます。 一般に、 パフォーマンス という点で
は、 プールまたはキャッシュのサイズは小さすぎるよ り も大きすぎる方が問題は
少なくな り ます。 これらの設定の詳細については、 次の URL にある 『WebLogic 
エンタープライズ JavaBeans プログラマーズ ガイ ド』 の 「WebLogic Serverへの 
EJB のデプロイ」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ejb/deploy.html

BPM イベン ト  リスナ メ ッセージ駆動型 Bean のプール サイズをコンフ ィグ
レーシ ョ ンする

wlpi-mdb-ejb.jar ファ イルには、 イベン ト  キューのイベン ト を取り出すイベ
ン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean のプールが格納されています。 プール サイ
ズの設定は、 受け取ったイベン トに基づいて、 WebLogic Integration システムで
実行されるワークフロー数を制御します。 イベン トおよび検証イベン ト キュー用
の message-driven bean 同様、 時限イベン ト  リ スナも、 wlpi-mdb-ejb.jar ファ
イルで指定されたク ラスタにデプロイされます。 これらの message-driven bean 
は、 com.bea.wli.bpm.TimerQueueから作業を取り出します。

EventListener と  TimeListener のデフォルトのプール サイズにアクセスするには、
Administration Console でWLI-BPM イベン ト  プロセッサ EJB 
(wlpi-mdb-ejb.jar) に対する  [EJB 記述子の編集 ] を選択します。 たとえば、 イ
ベン ト  リ スナ message-driven bean のデフォルト設定は 10 (順序付けされている
リ スナと順序付けされていないリ スナが 5 つずつ ) です。

システムに対してカスタム JMS キューをコンフ ィグレーシ ョ ンする場合は、
MDB Generator ユーティ リ ティを使用してプールサイズと関連付けられたキュー
を設定します。 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』、
「WebLogic Integration のカスタマイズ」 の 「カスタム Java Message Service 
キューのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

最初は 20個の Bean を設定し、 モニタを行って Bean の追加が必要かど うか判断
するこ とをお勧めします。 詳細については、 6-22 ページの 「メ ッセージ駆動型 
Bean 数の確認する」 を参照して ください。
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その他の EJB のプール サイズおよびキャッシュ  サイズをコンフ ィグレー
シ ョ ンする

システムのチューニングを行う場合、 以下のキャッシュおよびプール サイズに
ついて考慮するこ とをお勧めします。 これらのパラ メータは、 WebLogic 
Integration ク ラスタ内のノードごとにチューニングするこ とができます。

BPM ワークフロー プロセッサ Beanのキャ ッシュサイズ
BPM ワークフロー プロセッサ Bean については、 1-12 ページの 「ワー
クフロー プロセッサ Bean」 参照。

このキャ ッシュ  サイズは、 BPM イベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 
Bean プールのサイズと同じかそれ以上とする必要があ り ます。 また、
サブワークフローや Worklist ク ラ イアン トからの予想される負荷にも対
応できる値を設定する必要があ り ます。 デフォルト設定は 100 です。
WorkflowProcessor EJB とその Max Beans In Cache の設定にアクセス
するには、 WebLogic Server Administration Console で [Edit EJB 
Descriptor for the WLI-BPM Server EJB (wlpi-ejb.jar)] を選択します。

BPM テンプレート  エンティティ  Bean のキャ ッシュ  サイズ
BPM テンプレート  エンティティ  Bean については、 1-13 ページの 「テ
ンプレート  Bean」 参照。

このキャ ッシュ  サイズには、 WebLogic Integration システムで同時に処
理するユニークなテンプレートの数と同じかそれ以上の値を設定する必
要があ り ます。 デフォルト設定は 100 です。 TemplateDefinitionRO 
EJB とその [Max Beans In Cache] の設定にアクセスするには、
WebLogic Server Administration Console で [Edit EJB Descriptor for the 
WLI-BPM Server EJB (wlpi-ejb.jar)] を選択します。

BPM テンプレート  エンティティ  Bean のキャ ッシュ  サイズ
BPM テンプレート  エンティティ  Bean については、 1-14 ページの 「イ
ンスタンス  Bean」 参照。

このキャ ッシュ  サイズには、 ワークフロー インスタンス  プロセッサ数
と同じかそれ以上の値を設定する必要があ り ます。 デフォルト設定は 
100 です。 WorkflowInstance EJB とその [Max Beans In Cache] の設定
にアクセスするには、 WebLogic Server Administration Console で [Edit 
EJB Descriptor for the WLI-BPM Server EJB (wlpi-ejb.jar)] を選択しま
す。
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アプ リ ケーシ ョ ン ビューの ステート レス  セッシ ョ ン Bean のプールサイズ
アプリ ケーシ ョ ン ビューの ステート レス  セッシ ョ ン Bean については、
1-16 ページの 「Application Integration リ ソース」 を参照。

Max Beans In Free Pool のデフォルト設定は 200 で、 ほとんどのデプロ
イ メン トではこの値で十分です。
com.bea.wlai.client.ApplicationView EJB とそのプールの設定値
にアクセスするには、WebLogic Server Administration Console で、 [ Edit 
EJB Descriptor for the WLI-AI Server EJB (wlai-server-ejb.jar)] を選
択します。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューの ステート フル セッシ ョ ン Bean のキャ ッシュ  サ
イズ

Max Beans In Cache のデフォルト設定は 100 です。
com.bea.wlai.client.StatefulApplicationView EJB とその 
[Stateful Session Cache] の設定にアクセスするには、 WebLogic Server 
Administration Console で [Edit EJB Descriptor for the WLI-AI Server EJB 
(wlai-server-ejb.jar)] を選択します。

非同期サービス  プロセッサ message-driven bean のプール サイズ
非同期サービス  プロセッサ message-driven beanについては、 1-16 ペー
ジの 「Application Integration リ ソース」 を参照。

Max Beans In Free Pool のデフォルト設定は 1000 です。WLI-AI Async 
Processor message-driven bean とそのプールの設定にアクセスするには、
Administration Console で、 [Edit EJB Descriptor for the WLI-AI Async 
Processor EJB (wlai-asyncprocessor-ejb.jar)] を選択します。

イベン ト  プロセッサ message-driven bean のプール サイズ
イベン ト  プロセッサ message-driven beanについては、 1-16 ページの
「Application Integration リ ソース」 を参照。

Max Beans In Free Pool のデフォルト設定は 1000 です。WLI-AI イベン
ト  プロセッサ message-driven bean とそのプールの設定にアクセスする
には、 Administration Console で、 [Edit EJB Descriptor for the WLI-AI 
Event Processor (wlai-eventprocessor-ejb.jar)] を選択します。
WebLogic Integration ソリューシ ョ ンのデプロイメン ト 6-5



6 パフォーマンスのチューニング
JDBC 接続プールのサイズをコンフ ィグレーシ ョ ンする
JDBC 接続プールのサイズをコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とで、 WebLogic 
Integration のパフォーマンスをチューニングできます。 概要については、 1-8 
ページの 「JDBC 接続プール」 を参照して ください。

WebLogic Integration ク ラスタ内の各ノードで必要な JDBC 接続プールのサイズ
を決めるには、 次の表のガイ ド ラ インに基づいて、 サーバごとに必要な接続数を
計算します。

各リ ソースに必要な接続数を計算したら、 すべてのリ ソースに必要な合計を計算
し、 その値に基づいてク ラスタ内の各ノードの JDBC 接続プールをコンフ ィグ
レーシ ョ ンします。

表 6-1  JDBC 接続プールの接続数の計算

対象リソース 必要な JDBC 接続数の計算方法

BPM イベン ト  リ スナ 
メ ッセージ駆動型 Bean (
順序付けされていない 
Bean + すべての順序付
けされている  Bean)。

イベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean のプール サイ
ズに 2 を掛ける。 たとえばイベン ト  リ スナ メ ッセージ
駆動型 Bean のプール サイズが 10 の場合、 JDBC 接続
プールに 20 接続を追加する。
イベン ト  リ スナは常に、 少なく と も  1 つ、 場合によっ
ては 2 つの JDBC 接続を使用する。 最大数を使用する
場合を想定して因子 2 を掛けているので、 必要であれ
ば、 計算値よ り も小さい値を使用できる。

注意 : Worklist ク ライアン トからワークフロー プロ
セッサを実行する場合、 さ らに接続数を追加
する必要がある。

B2B Integration JDBC 接続プールに 10 接続を追加する。

Application Integration アプリ ケーシ ョ ン ビュー Bean (デフォルトは 5) ごと
に 1 接続を追加し、 非同期要求プロセッサ リ スナ （デ
フォルトは 2） ご とに 1 接続を追加する。

Application Integration ア
ダプタ

アダプタ （イベン ト  アダプタ とサービス  アダプタ） で
必要な数の接続を追加する。 たとえば DBMS アダプタ
の場合は、 J2EE-CA リ ソース  コネクタ  プール内のリ
ソースごとに 1 接続を追加する。
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パフォーマンスを最適化するには、 初期容量と最大容量に同じ値を設定して くだ
さい。

JDBC 接続のモニタ方法については、 「JDBC 接続数を確認する」 を参照して く
ださい。

JDBC 接続プールの詳細については、 以下の節を参照してください。

次の URL にある 『BEA WebLogic Server パフォーマンス  チューニング ガイ
ド』 の 「JDBC 接続プール サイズのチューニング」

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/perform/WLSTuning.h
tml

次の URL の 『WebLogic Server 管理者ガイ ド』 の 「JDBC 接続の管理」

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/jdbc.htm
l

実行スレッ ド  プールをコンフ ィグレーシ ョ ンする
1-9 ページの 「実行スレッ ド  プール」 で説明されているよ うに、 実行スレッ ド  
プールをコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とで、 WebLogic Integration のパフォーマ
ンスをチューニングできます。 WebLogic Integration ク ラスタ内の各ノードにつ
いて、 次の表のガイ ド ラインに基づいて実行スレッ ド数を計算します。

表 6-2  実行スレッ ド数の計算

対象リソース 必要な実行スレッ ド数の計算方法

BPMBPM BPM のオーバーヘッ ド用に 1 スレッ ドを追加する。

BPM イベン ト  リ スナ メ ッセージ
駆動型 Bean

イベン ト  リ スナ メ ッセージ駆動型 Bean ごとに 1 スレッ ドを
追加する。

同時 Worklist ク ライアン ト要求 予想される同時 Worklist ク ライアン ト要求ごとに 1 スレッ
ドを追加する。

B2B IntegrationB2B Integration RosettaNet または ebXML message-driven bean ごとに 2 ス
レッ ドを追加する。

Application Integration Application Integration のオーバーヘッ ド用に 1 スレッ ドを追
加する。
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各リ ソースに必要なスレッ ド数を計算したら、 すべてのリ ソースに必要な合計を
計算し、 その値に基づいてク ラスタ内の各サーバのスレッ ド  プール サイズをコ
ンフ ィグレーシ ョ ンします。

WebLogic Server Administration Console を使用してスレッ ド  プール サイズをコ
ンフ ィグレーシ ョ ンする方法については、 次の URL にある 『Adminstration 
Console オンライン ヘルプ』、 「サーバ」 の 「サーバ コンフ ィグレーシ ョ ン タス
ク」 を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/servers.h
tml

スレッ ドのモニタ方法については、 6-14 ページの 「スレッ ド数を確認する」 を
参照してください。

J2EE コネクタ  アーキテクチャ  アダプタ用のリソース接続
プールをコンフ ィグレーシ ョ ンする

J2EE コネクタ  アーキテクチャ （J2EE-CA） アダプタのリ ソース接続プールをコ
ンフ ィグレーシ ョ ンするこ とで、 WebLogic Integration のパフォーマンスを
チューニングできます。 1-9 ページの 「J2EE コネクタ  アーキテクチャ」 を参照
して ください。 特定のアダプタのリ ソース接続プールをチューニングする方法に
ついては、 アダプタのマニュアルを参照して ください。

Application Integration アダプタ アダプタごとに 3 スレッ ドを追加する。

アプリ ケーシ ョ ン アプリ ケーシ ョ ン用と して必要な数の実行スレッ ドを追加
する。

表 6-2  実行スレッ ド数の計算 (続き )

対象リソース 必要な実行スレッ ド数の計算方法
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B2B の大容量メ ッセージ サポートをコンフ ィグレーシ ョ ンす
る

B2B の会話時に交換される メ ッセージが大き く メモ リに収まらない場合、
WebLogic Integration B2B Console で大容量メ ッセージ サポート機能を有効にし
てから、 サーバを再起動します （20MB を超える メ ッセージは、 大容量メ ッセー
ジとみなされる）。 図 6-1 は、 大容量メ ッセージ サポート機能を有効にする際に
使用するコンソール パネルの領域です。

注意 : 大容量メ ッセージに対する  EJB ト ランザクシ ョ ンのコンフ ィグレーシ ョ
ンに関する詳細については、 6-9 ページの 「EJB ト ランザクシ ョ ンをコン
フ ィグレーシ ョ ンする」 を参照してください。

図 6-1   B2B Console の大容量メ ッセージ サポート領域

EJB ト ランザクシ ョ ンをコンフ ィグレーシ ョ ンする
メ ッセージ処理中にト ランザクシ ョ ン  タイムアウ ト を示す例外が返される場合
は、 次の BPM リ ソースにある ト ランザクシ ョ ン タイムアウ ト  パラ メータを
チューニングするこ とをお勧めします。

WLI-BPM Server (wlpi-ejb.jar)
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WLI-BPM イベン ト  プロセッサ EJB (wlpi-mdb-ejb.jar)

注意 : ト ランザクシ ョ ン タイムアウ トは、 容量の小さいメ ッセージの場合よ り
大容量メ ッセージの処理中の方が発生しやすくな り ます。

ト ランザクシ ョ ンタイムアウ トパラ メータをチューニングするには、
wlpi-ejb.jar ファ イルと  wlpi-mdb-ejb.jar ファ イルの 
trans-timeout-seconds 属性を、 90 秒から  1090 秒に変更するこ とをお勧めし
ます。 JAR ファ イルにアクセスする手順は次のとおりです。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [デプロイ メン ト｜ EJB] 
を選択します。

2. [WLI-BPM Server EJB] または [WLI-BPM Event Processor EJB] を選択しま
す。

3. [Edit EJB Descriptor] をク リ ッ ク して、 EJB 記述子の編集ができる新しいウ ィ
ンド ウを表示します。

Java 仮想マシン （JVM） をモニタおよびチューニ
ングする

Java 仮想マシン （JVM） は、 WebLogic Integration Java コードの実行場所です。
WebLogic Integration デプロイ メン トのパフォーマンスを最適化するには、 JVM 
のコンフ ィグレーシ ョ ンをチューニングします。 たとえば、 JVM ヒープ サイズ
によって、 VM がガベージ コレクシ ョ ンを行う頻度と時間が決定されます。
WebLogic Integration の場合、 最小推奨ヒープ サイズは 512KB です。 JVM のコ
ンフ ィグレーシ ョ ンの詳細については、次の URL にある 『BEA WebLogic Server 
パフォーマンス  チューニング ガイ ド』 の 「Java 仮想マシン （JVM） のチューニ
ング」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/perform/JVMTuning.htm
l

Sun HotSpot JVM ヒープの構成とガベージ コレクシ ョ ンの詳細については、 次
の URL を参照してください。

http://java.sun.com/docs/hotspot/gc/index.html
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Sun Hotspot JVM のコマンド ラ イン オプシ ョ ンの完全な リ ス トについては、次の 
URL を参照してください。

http://java.sun.com/docs/hotspot/VMOptions.html

JVM オプシ ョ ンの多くは、 setenv.cmd または setenv.sh、 および 
startWeblogic.cmd または startweblogic.sh で設定します。 ローエンド  シス
テムに対応するため、 一部のデフォルト値は低めに設定されています。 大規模シ
ステムの場合は、 JVM をチューニングするこ とでパフォーマンスを向上させる
こ とができます。 次の節では、 一般的に使用されるオプシ ョ ンについて説明しま
す。

JVM を選択する
WebLogic Server に付属する  JDK のバージ ョ ンは、 何種類かの JVM 実装をサ
ポート しています。 Solaris では、 サーバ JVM を使用するこ とをお勧めします。
サーバ JVM の使用を指定するには、 -server 引数を使用します。 この引数は、
Java 実行プログラム名の直後に指定する必要があ り ます。

Windows システムでは、 Hotspot JVM を使用します （WebLogic Integration スク
リプ トでは、 デフォルトでは、 -hotspot オプシ ョ ンが使用される）。 Windows 
システムでの Hotspot JVM の使用に問題が発生する場合は、 スク リプ トに次の
オプシ ョ ンを追加するこ とをお勧めします。

-xxMaxPermSize=131072K

Classic JVM では、 JIT コンパイラが使用できない、 推奨していません。 また、
Classic JVM を使用する と、 Hotspot JVM や サーバ JVM を使用した場合に比べ、
サーバの実行速度が低下します

実行時に使用されるコンパイル アルゴ リズムを除く と  Hotspot JVM とサーバ 
JVM は、 まったく同様です （Hotspot JVM は、 ク ライアン ト  JVM と呼ばれるこ
と もある）。

JVM ヒープ サイズをチューニングする
JVM ヒープの最小 （初期） サイズと最大サイズは、 同じにします。 大規模な 
WebLogic Integration サーバの場合、 次のオプシ ョ ン設定のよ うに両方のサイズ
を 512MB にするこ とをお勧めします。

-Xms512m -Xmx512m
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Solaris システムでは、 非常に大きなヒープ向けの追加オプシ ョ ンが用意されて
います。 仮想メモ リ を使用せずに、 物理メモ リ を ヒープに対して直接使用できる
オプシ ョ ンは、 特に重要です。 この機能は、 「Intimate Shared Memory （親和型共
有メモ リ ）」 と呼ばれます。 詳細については、 以下の URL を参照して ください。

http://java.sun.com/docs/hotspot/ism.html

Hotspot JVM でのガーベジコレクシ ョ ン制御
Hotspot JVM のヒープ領域は、 育成ヒープと終身ヒープという  2 つの領域に分割
されます。

すべての新しいオブジェク トは、 育成ヒープで作成されます。 ガベージ コレク
シ ョ ンの実行後に残ったオブジェク トのみが、 育成ヒープから終身ヒープに移さ
れます。 終身ヒープのガベージ コレクシ ョ ンは、 終身ヒープほど頻繁には実行
されず、 そのコレクシ ョ ン処理は、 育成ヒープに対するコレクシ ョ ン処理よ り も
コス トが高くな り ます。

一般的に、 育成ヒープのコンフ ィグレーシ ョ ン時には、 一時オブジェク ト を格納
するのに十分なサイズを設定して ください。 一般的なアプリ ケーシ ョ ン  サーバ、
特に WebLogic Integration の場合、 アプリ ケーシ ョ ンの実際の状態はデータベー
スに保存されます。 要求の処理中に割り当てられたメモ リの大部分は、 要求が終
了する と解放されます。 したがって、 1 つの要求の中で使用されるオブジェク ト
が終身ヒープに移されるこ とを防ぐには、 育成ヒープのコンフ ィグレーシ ョ ン時
に十分な容量を割り当てるこ とが重要になり ます。 このよ うにコンフ ィグレー
シ ョ ンするこ とで、 育成ヒープでのガベージ コレクシ ョ ンに比べ、 終身ヒープ
に対するガベージ コレクシ ョ ンの頻度が大幅に減り ます （このため、 この方法
はガベージ コレクシ ョ ンの頻度低下と呼ばれるこ とがある）。

育成ヒープのガベージ コレクシ ョ ンは世代別に実行されます。 一般的なガベー
ジコレクシ ョ ンでは、 すべての新しいオブジェク トは、 育成ヒープ領域から割り
当てられます。 育成ヒープ領域のすべてのオブジェク トは、 オブジェク トの若い
世代を構成します。 育成ヒープ領域がフルになる と、 ガベージ コレク タは、 部
分的なガベージ コレクシ ョ ンを実行します。 また、 アクセスできな くなった、
言い換えれば死滅したオブジェク トが占有していた育成領域のメモ リ を回復しま
す。 育成領域にある、 まだ生存しているオブジェク トは、 古いオブジェク ト を格
納する メモ リ領域に移動します。 世代別ガベージ コレクシ ョ ンの場合、 ガベー
ジ コレク タは死滅したオブジェク トのすべてのメモ リ を検索する必要がないた
め、 フル ガベージ コレクシ ョ ンと比べて、 大幅に実行速度が向上します。
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ガベージ コレクシ ョ ンおよび JVM パフォーマンスについての詳細は、次の URL 
にある、 『 A Test of JavaTM Virtual Machine Performance』 を参照して ください。

http://developer.java.sun.com/developer/technicalArticles/Programming/JVMPerf/

グローバル ヒープが 512MB の場合、 育成ヒープの妥当なサイズを 128MB にす
るこ とをお勧めします。 次のコマンド ラ インの指定では、 初期育成ヒープ サイ
ズは 128MBに、 サイズの最大値は 128MBに、 それぞれ設定されています。

-XX:NewSize=128m -XX:MaxNewSize=128m

育成領域は、 Eden 領域 1 つと同サイズの下位領域 2 つから構成されています。
ガベージ コレクシ ョ ンの実行中に、 最後まで残るオブジェク トは下位領域に移
動します。 サバイバル領域は、 2つの下位領域を合わせたサイズです。

サバイバル領域のサイズをチューニングするには、 SurvivorRatio パラ メータを
使用します。 サバイバル領域の比率の初期推奨値は 2 です。 アプリ ケーシ ョ ンを
モニタして、 この値を変更する必要があるかど うか判断します。 サバイバル領域
の比率を 2 と指定するには、 次のオプシ ョ ン設定を使用します。

-XX:SurvivorRatio=2

このパラ メータによ り、 Eden 領域と各下位領域の比率は 2:1 とな り ます。 言い
換えれば、 Eden 領域のサバイバル領域に対する比率は 1:1 で、 各下位領域は、
育成ヒープのサイズの 1/4 です （同じサイズの下位領域が 2 つあるので 1/2 には
ならない）。 サバイバル領域が小さすぎた場合、 コレクシ ョ ンのコピー時に、 直
接古い世代用の領域にオーバーフローしてしまいます。 サバイバル領域が過剰に
大きい場合は、 無用な空き領域が発生します。

JVM のヒープ使用率をモニタする
次のフラグを指定して、 冗長ガベージ コレクシ ョ ンを有効にする と、 ヒープの
使用率とガベージ コレクシ ョ ンを最も効率的にモニタできます。

-verbosegc

結果は、 標準形式で出力されます。 Hotspot JVM の場合は、 2 種類の行が表示さ
れ、 Eden (GC) ヒープおよび 終身ヒープ （フル GC） 内のコレクシ ョ ン数が示さ
れます。

また、 Weblogic Server Administration Console を使用して、 実行時のヒープ使用
率をモニタするこ と もできます。 これは、 ヒープの要件を定義したり、 メモ リの
リークを識別する際に便利です。
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実行時パフォーマンスのモニタおよび
チューニング

以下の節では、 WebLogic Integration のデプロイ メン トで実行時のパフォーマン
スをモニタする方法について説明します。

WebLogic Server のパフォーマンスをモニタおよびチューニングする

BPM のパフォーマンスをモニタおよびチューニングする

B2B Integration のパフォーマンスをモニタおよびチューニングする

Application Integration のパフォーマンスをモニタおよびチューニングする

アプリ ケーシ ョ ンのプロファ イ リ ング

WebLogic Server のパフォーマンスをモニタおよ
びチューニングする

WebLogic Server Administration Console を使用する と、 サーバ、 JDBC 接続プー
ル、 JCA、 HTTP、 JTA サブシステム、 JNDI、 EJB などのリ ソースを含む 
WebLogic Server ド メ インの状態とパフォーマンスをモニタできます。 詳細につ
いては、 次の URL にある 『BEA WebLogic Server ド メ イン管理』 の 「WebLogic 
Server ド メ インのモニタ」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/admin_domain/monitori
ng.html

スレッ ド数を確認する

システムに十分なスレッ ドがコンフ ィグレーシ ョ ンされているかを判断する手順
は次のとおりです。

1. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 サーバ
名を選択します。

2. [ モニタ ] タブ、 [一般 ] タブの順に選択します。
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3. [すべてのアクティブなキューのモニタ ] をク リ ッ ク します。

次の図は、 WebLogic Server Administration Console に表示されるアクティブ 
キューに関する情報を示したものです。

図 6-2   アクテ ィブ実行キュー テーブル

ThreadPoolSize パラ メータが、 スレッ ド数を制御します。 ThreadPoolSize パラ
メータは、 サーバごとに個別に設定されます。

1. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 サーバ
名を選択します。

2. [ モニタ ] タブ、 [パフォーマンス ] タブの順に選択します。

[ スループッ ト ]、 [ キューの長さ ]、 [ メモ リ使用状況 ] の 3つのグラフが表
示されます。 [ アイ ドル スレッ ド数 ] フ ィールドは、 グラフの上に表示され
ます。 次の図は、 WebLogic Server Administration Console に表示されるパ
フォーマンスに関する情報を示したものです。
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図 6-3   サーバのパフォーマンス情報

3. [ アイ ドル スレッ ド数 ] フ ィールドにゼロが表示されるこ とがある場合は、
スレッ ドを追加する必要があ り ます。

スレッ ドを追加するには、 次のよ うに、 デフォルト  キューを選択して、 スレッ
ド数を指定します。

1. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーでサーバを
選択し、 次に、 [モニタ｜一般 ] タブを選択します。

2. [すべてのアクティブなキューのモニタ ] をク リ ッ ク します。

3. [Execute Queue のコンフ ィグレーシ ョ ン ] を選択します。

次の図のよ うに、 実行キュー情報が WebLogic Server Administration Console 
に表示されます。
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図 6-4   実行キュー テーブル

スレッ ドは、 次のよ うにして指定するこ とができます。

1. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 サーバ
名を右ク リ ッ ク してド ロ ップダウン メニューを表示します。

2. ド ロ ップダウン メニューから  [実行キューを見る ] を選択して、 次の図に示
すとおりのウ ィンド ウを表示します。 スレッ ド数を指定します。

図 6-5   デフォルトの実行キーのコンフ ィグレーシ ョ ン
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Solaris システムでは、 スレッ ド数の変更によってパフォーマンスが向上するか
ど うかを調べるには、 負荷レベルを変えずにスレッ ド数の設定変更の前後に 
mpstat コマンドを実行します。 コンテキス トが切り替わる回数が低下すれば、
パフォーマンスが向上したこ とにな り ます。

ト ランザクシ ョ ンの実行回数を確認する

各種ト ランザクシ ョ ンの実行回数を表示するには、 Weblogic Server 
Administration Console で該当するサーバ名を選択します。 右フレームで、 [ モニ
タ ] タブ、 [JTA] タブの順に選択します。 [すべてのインスタンスのモニタ ] を選択
します。

BPM フレームに関連付けられている一部のト ランザクシ ョ ンは、 変更できませ
ん。 アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられている ト ランザクシ ョ ンは変更可能です。
ト ランザクシ ョ ン タイプを変更したり、 ト ランザクシ ョ ンを組み合わせるには、
次の手順を実行します。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーでサーバを選択します。

2. [ モニタ ] タブを選択してから、 [JTA] タブを選択して、 次の図に示すよ う
に、 ト ランザクシ ョ ンをモニタする際に使用するウ ィンド ウを表示します。 
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図 6-6   [ モニタ ] タブ

JDBC 接続数を確認する
JDBC 接続はデータベースへの接続で、 データベースにアクセスするたびに新し
い接続を確立する必要がなくなるため、 スレッ ドのパフォーマンス問題を回避で
きます。 JDBC 接続用に複数のプールを設定できます。 各プールに十分な接続数
を設定し、 スレッ ド接続の待機時間が長くならないよ うにしてください。 アク
ティブ JDBC 接続プールをモニタする手順は次のとおりです。

1. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [サービ
ス ] を選択します。

2. [JDBC｜接続プール ] を選択して、 すべての JDBC 接続メ イン ウ ィンド ウに
表示します。

3. プールの名前をク リ ッ ク してから  [Monitor All Active Pools] をク リ ッ ク して、
次の図のよ うに、 アクティブ JDBC 接続を表示します。
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図 6-7   JDBC 接続プール

4. [接続 ] の欄を、 表示される接続数が、 このプールに対してコンフ ィグレー
シ ョ ンされている合計接続数に近い値であるかをチェッ ク します。 [最大接
続数 ] の値が、 このプールに対してコンフ ィグレーシ ョ ンされている合計接
続数と等しいかをチェッ ク します。 この 2 つのどちらか一方でも当てはまる
場合、 同様の状況下または負荷が少し増加した場合に、 接続数を増やしま
す。

接続プールのコンフ ィグレーシ ョ ンを変更する手順は次のとおりです。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [サービス ] を選択します。

2. [JDBC｜接続プール｜ wliPool] を選択します。

3. メ イン ウ ィンド ウで、 [接続 ] タブを選択します。

図 6-8   接続プールのコンフ ィグレーシ ョ ン

4. [初期容量 ] フ ィールド と  [最大容量 ] フ ィールドの値を同じ数に設定しま
す。
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BPM のパフォーマンスをモニタおよびチューニン
グする

WebLogic Integration Studio を使用する と、 ワークフローおよびワークフロー変
数のステータスを含むワークフローのパフォーマンスのさまざまな側面を リ アル 
タイムでモニタできます。 Studio では、 ワークフロー インスタンスを削除した
り、 負荷およびパフォーマンスの統計に関するレポート を表示したりするこ とが
できます。 詳細は、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワーク
フローのモニタ リ ング」 を参照してください。

BPM のパフォーマンスの主な測定項目は以下のとおりです。

インスタンス数－指定した期間内に開始されたワークフローの数です。 イン
スタンス数には、 同時実行しているク ラ イアン トによって開始された処理
（ワークフローのインスタンス化、 タスクの実行、 およびサーバへのイベン
ト送信） 数が含まれています。

終了数－指定した期間内に終了した （完了ノードに達した） ワークフローの
数です。 終了数には、 サーバサイ ドから実行された処理 （ワークフローのイ
ンスタンス化、 タスクの実行、 ク ライアン トからのイベン ト受信、 ビジネス  
オペレーシ ョ ンの実行、 およびタスクの終了マーキング） 数が含まれていま
す。

メ ッセージ配信の保証－必要に応じて、 主な BPM 機能を使用して、 メ ッ
セージが失われるこ とな く、 ターゲッ トのワークフローに配信されるこ とを
保証します。

これらのパフォーマンス測定項目の統計値を取得する  1 つの方法は、 SQL 文を
使用してデータベース  インスタンス  テーブルから統計値を抽出するこ とです。
たとえば、 次の SQL コードでは、 インスタンス数に関する統計値が計算されま
す。

コード  リス ト  6-1   ワークフロー インスタンスの統計値を調べるための SQL 
コード

select 'INSTANTIATIONS', count(*),
avg((completed-started)*86400),
max((completed-started)*86400),
86400*(max(started)-min(started)) total_duration,
from instance
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次の SQL コードでは、 終了数に関する統計値が計算されます。

コード  リス ト  6-2   ワークフロー終了数の統計値を調べるための SQL コード

select 'COMPLETIONS',  count(*),
avg((completed-started)*86400),
max((completed-started)*86400),
86400*(max(completed)-min(started)) total_duration
from instance where completed is not null

メ ッセージ駆動型 Bean 数の確認する
メ ッセージ駆動型 Bean に関する情報を表示する手順は、 次のとおりです。

1. WebLogic Server Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 サーバ
名を選択します。

2. [ モニタ ] タブ、 [JMS] タブの順に選択します。

3. [すべての JMS サーバのモニタ ] をク リ ッ ク します。

4. [ アクティブな JMS の送り先 ] をク リ ッ ク します。 次の図に示すよ うに、 ア
クティブな JMS 送り先が表示されます。

図 6-9   イベン ト  キューのモニタ
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5. WLI_BPM_Event のキューの長さ （待機中のメ ッセージ） を確認します。 こ
の値が大きい場合には、 パフォーマンスの最適化を妨げるキューが発生して
います。 この場合、 message-driven bean を追加する とパフォーマンスが向上
します。

message-driven bean の数を変更する手順は次のとおりです。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [デプロイ メン ト｜ EJB] 
を選択します。

2. [WLI-BPM Event Processor] を選択します。

3. [EJB 記述子の編集 ] をク リ ッ ク して、 EJB 記述子の編集ができる新しいウ ィ
ンド ウを表示します。

4. 左のナビゲーシ ョ ン ウ ィンド ウで、 [weblogic-ejb-jar｜
weblogic-enterprise-bean｜ EventListener｜ message-drive-destination｜プー
ル ] を選択して、 次の図のよ うなコンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィンド ウを表示し
ます。

図 6-10   MDB のコンフ ィグレーシ ョ ン

5. [max-beans-in-free-pool] のパラ メータ値を編集します。

6. 変更内容を有効にするには、 WebLogic Server を再起動する必要があ り ます。

Bean タイプ数を確認する
WebLogic Server Administration Console を使用して、 Bean のタイプと数量を表
示できます。
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1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [デプロイ メン ト｜ EJB] 
を選択します。

2. 特定の EJB の名前を選択します。 たとえば、 WLI-BPM Server を選択しま
す。

3. メ イン ウ ィンド ウでは、 [モニタ ] タブと表示する  Bean のタイプを選択しま
す。 たとえば、 ステート フル セッシ ョ ン Bean に関する情報を表示するには、
[すべてのステート フル EJB ランタイムのモニタ ] をク リ ッ ク します。

4. 表示する情報を変更するには、 [ このビューをカスタマイズ ...] をク リ ッ ク し
ます。 列を追加または削除したり、 ソート順序を変更したりできます。

以下の列は、 特に重要です。

Number of beans in use

Number of beans in cache

以下の JAR ファ イルは、 特に重要です。
wlpi-ejb.jar

wlpi-mdb-ejb.jar

wlai-server-ejb.jar

wlai-eventprocessor-ejb.jar

wlai-asyncprocessor-ejb.jar

アプリ ケーシ ョ ン固有の EJB の JAR ファ イル

これらの JAR ファ イルの詳細については、 6-3 ページの 「EJB のプール サイズお
よびキャッシュ  サイズをコンフ ィグレーシ ョ ンする」 を参照してください。 次
の各図 （図 6-11、 図 6-12、 図 6-13） は、 ステート フル Bean、 エンティティ  
Bean、 およびメ ッセージ駆動型 Bean が表示されるウ ィンド ウの領域を示したも
のです。
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次の図は、 WLI-BPM Server EJB (wlpi-ejb.jar)に対するステート フル 
EJBRuntimesb を示しています。

図 6-11   ステート フル Bean 情報

次の図は、 WLI-BPM Server EJB (wlpi-ejb.jar) に対するエンティティ  
EJBRuntimesb を示しています。

図 6-12   エンテ ィテ ィ  Bean 情報

次の図は、 WLI-BPM イベン ト  プロセッサ EJB (wlpi-mdb-ejb.jar) に対する
メ ッセージ駆動型 EJBRuntimes を示しています。
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図 6-13   MDB 情報

キャ ッシュ  フルに関するシステム メ ッセージが表示される場合、 EJB 記述子を
編集して、 Cache パラ メータで該当する  EJB の [Max Beans] の値を増やします。

キャ ッシュがフルになるまでパッシベーシ ョ ンが行われないエンティティ  Bean 
が多数ある場合は、 そのエンティティ  Bean の Idle Timeout Seconds パラ メータ
値を小さ くできます。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [デプロイ メン ト｜ EJB] 
を選択します。

2. 特定の EJB の名前を選択します。 たとえば、 WLI-BPM Server を選択しま
す。

3. [EJB 記述子の編集 ] をク リ ッ ク して、 EJB 記述子の編集ができる新しいウ ィ
ンド ウを表示します。

4. 左のナビゲーシ ョ ン ウ ィンド ウで、 [weblogic-ejb-jar｜
weblogic-enterprise-bean｜WorkflowProcessor ｜ stateful-session-descriptor｜
stateful-session-cache] を選択して、 次の図のよ うなコンフ ィグレーシ ョ ン  
ウ ィンド ウを表示します。

5. Idle Timeout Seconds パラ メータを編集します。
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図 6-14   アイドル タイムアウトのコンフ ィグレーシ ョ ン

メ ッセージ送信を保証する

ビジネス  プロセスの設計要件に応じて、 ワークフローへのメ ッセージの送信を
保証する  2 つの機能を活用する と便利な場合があ り ます。 この節で要約する機能
は、 具体的には、 JMS ク ライアン トからワークフローに送信される メ ッセージ
に適用されます。 これには、 ワークフロー間のメ ッセージ送信が含まれます。 ト
レーディング パートナ間で送信されるビジネス  メ ッセージは含まれません （ ト
レーディング パートナのビジネス  メ ッセージはデフォルトでアドレス指定メ ッ
セージ配信を使用する）。

以下の機能によってメ ッセージ配信が保証されます。

アドレス指定メ ッセージ配信。 メ ッセージ送信先のワークフロー インスタン
スの ID を指定できます。 アドレス指定メ ッセージングを使用する と、 イン
スタンス化されたワークフローの受信側イベン ト  ノードがフローでアクティ
ブ化されていない場合でも、 現在のワークフローとの会話を開始した （Start 
Workflow アクシ ョ ンでワークフローを呼び出すこ とによ り、 または以前に
送信された XML メ ッセージによ り、 ワークフロー内の開始ノードまたは イ
ベン ト  ノードを ト リガするこ とによ り） 特定のワークフロー インスタンス
への応答メ ッセージの配信を保証できます。

メ ッセージが ト ランザクシ ョ ンが正し く終了してコ ミ ッ トが発行された場合

に限り メ ッセージが送信されるよ うにするための、 Post XML イベン ト  アク
シ ョ ンで ト ランザクシ ョ ン  モードの設定。 この設定は、 ワークフローが静止
状態に達するまではメ ッセージが送信されないこ とを保証するこ とによ り、
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メ ッセージ配信を保証するのに必要な リ ソースが割り当てられてコ ミ ッ ト さ
れるこ とを保証します。

これら  2 つの機能を併用するこ とで、 ワークフローへのメ ッセージの配信が保証
されます。 これらの機能の使い方については、 以下を参照して ください。

『BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング』、 「JMS 接続の確立」
の 「メ ッセージ配信の保証」

『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』、 「アクシ ョ ンの定義」 にあ
る 「JMS ト ピッ クや JMS キューへの XML メ ッセージの通知」

アドレス指定メ ッセージ配信の使い方の例については、 『BPM ユーザーズ ガイ
ド』、 「サンプルについて」 の 「ビジネス  プロセスおよびワークフローのモデル
化」 を参照してください。

ト レーディング パートナ間のビジネス  メ ッセージの配信に関する詳細について
は、 『B2B Integration ワークフローの作成』 を参照してください。

B2B Integration のパフォーマンスをモニタおよび
チューニングする

B2B Integration の機能のパフォーマンスをモニタするには、 以下のヒン ト を検討
します。

WebLogic Integration B2B Console を使用する と、 ト レーディング パートナ
のセッシ ョ ン、 配信チャネル、 会話、 およびコラボレーシ ョ ン アグ リーメン
ト を含む B2B Integration の機能のさまざまな側面をモニタおよび制御できま
す。

実行時のパフォーマンスをモニタするには、 システムで受け取った HTTP 要
求のト ラ ッキング用のファ イル、 access.log を調べます。 このファ イルを
調べる と、 システム管理者が ネッ ト ワーク /TCP インタフェースの状態を検
証できます。 タイムスタンプから、 要求着信の速度がわかり ます。

XOCP メ ッセージ フローのボ トルネッ クを検出するには、 コンシューマ ト
レーディング パートナ サイ ドの QualityOfService ク ラスの 
getHopTimestamps() メ ソ ッ ドを使用します。 このメ ソ ッ ドは、 メ ッセージ
のすべてのホップのタイムスタンプを返します。 データを正し く解釈できる
よ うに、 すべてのマシンの時計を同期させます。
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B2B Integration のパフォーマンスの主な測定項目は以下のとおりです。

スループッ ト－指定の期間内にハブで処理 （送信と受信） されたメ ッセージ
数です。

所要時間－あるスポークからハブを経由して別のスポークに達するまでに必
要な時間です。

詳細は、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「B2B Integration のモニタ」 を参照し
てください。

 B2B アクテ ィ ビテ ィ をモニタする
WebLogic Integration B2B Console を使用して B2B アクティ ビティのレベルを判
断します。

1. B2B Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 親ノードの B2B を選択します。

2. メ イン ウ ィンド ウで、 [ モニタ｜ログ ] タブの順に選択して、 次の図のよ う
に、 wli.log ファ イルを表示します。

図 6-15    B2B ログのモニタ

3. メ イン ウ ィンド ウで、 [ モニタ｜統計 ] タブの順に選択して、 次の図のよ う
に、 B2Bの統計データを表示します。
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図 6-16    B2B 統計のモニタ

Application Integration のパフォーマンスをモニ
タおよびチューニングする

この節では、 Application Integration のモニタ とチューニングに関する情報を提供
します。 内容は以下のとおりです。

Application Integration のパフォーマンスをモニタおよびチューニングする

Application Integration 用の EJB プールをモニタおよびチューニングする

Application Integration のパフォーマンスをモニタおよび
チューニングする

アプリ ケーシ ョ ン ビューに対して十分な接続数が設定されているかど うかを確
認するには、 以下の手順で Weblogic Server Administration Console を使用しま
す。

1. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで [デプロイ メン ト｜コネク
タ ] を選択します。

2. 該当するアプリ ケーシ ョ ン ビューに対してデプロイされている接続ファ ク ト
リ を選択します。 接続ファ ク ト リ名は、 次の形式で表示されます。
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ApplicationViewName_connectionFactory.

3. [ モニタ ] タブを選択し、 次に [すべての接続中のコネクタ接続プールのモニ
タ ...] をク リ ッ ク します。

次の図に示すよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューで定義されている  EIS への接
続が表示されます。

JDBC 接続を使用する と、 データベースにアクセスするたびに新しい接続を
確立する必要がなくなるため、 スレッ ドのパフォーマンス問題を回避できま
す。 各プールに対して十分な接続数を設定し、 スレッ ド接続の待機時間が長
くならないよ うにしてください。

図 6-17   アプリケーシ ョ ン ビューの接続のモニタ

4. 接続数を確認して ください。

表示される接続数が、 このプールに対してコンフ ィグレーシ ョ ンされて
いる合計接続数に近い値になっていますか。

[最大接続数 ] の値が、 このプールに対してコンフ ィグレーシ ョ ンされて
いる合計接続数と等しいですか。

この 2 つのどちらか一方でも当てはまる場合、 同様の状況下または負荷が少
し増加した場合に、 接続数を増やします。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューに対する最大接続数を表示または変更する手順は次の
とおりです。

1. Application View Console を起動します。
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2. アプリ ケーシ ョ ン ビューを選択してから、 [Deploy] タブを選択します。 次の
図は、 プールのサイズに最大値をモニタするのに使用される  [Application 
View Console] タブの使い方を示しています。

図 6-18   最大プール サイズのモニタ

[Maximum Pool Size] の値は、 接続の最大数を表しています。

最大プールサイズの変更手順は次のとおりです。

1. アプリ ケーシ ョ ン ビューが現在デプロイされている場合は、 [Undeploy] をク
リ ッ ク します。

2. アプリ ケーシ ョ ンビューがアンデプロイされている と きは、 [Edit] をク リ ッ
ク します。

イベン トやサービスを編集できるウ ィンド ウが表示されます。

3. [Continue] をク リ ッ ク して、 次の図に示すウ ィンド ウを表示します。 この
ウ ィンド ウで、 最大プール サイズを編集できます。
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図 6-19   最大プール サイズのモニタ

4. [Maximum Pool Size] の値 （接続の最大数） を編集します。

5. [Deploy] をク リ ッ ク して、 新しい最大プール サイズを設定したアプリ ケー
シ ョ ン ビューを再デプロイします。

Application Integration 用の EJB プールをモニタおよび
チューニングする

Application Integration のパフォーマンスのチューニングを行う場合は、 以下の 
EJB プールのチューニングについて考慮してください。

非同期サービス  プロセッサ message-driven bean プール
（wlai-asyncprocessor-ejb.jar）

イベン ト  プロセッサ message-driven bean プール
（wlai-eventoprocessor-ejb.jar）

アプ リ ケーシ ョ ン ビューのステート フル およびステート レス  の セッシ ョ ン 
EJB プール (wlai-server-ejb.jar

EJP のプールのモニタ リ ングおよびチューニングに関する情報については、 6-23 
ページの 「Bean タイプ数を確認する」 および 6-22 ページの 「メ ッセージ駆動型 
Bean 数の確認する」 参照して ください。
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アプリケーシ ョ ンのプロファイリング

Java プロファ イラ  ツール （Jprobe や OptimizeIt など） を使用する と、 実行時に
アプリ ケーシ ョ ンのプロファ イ リ ングできます。 これらのツールでは、 システム
のパフォーマンスのボ トルネッ クやスレッ ドの競合を識別できます。 起動時のパ
フォーマンスではなく、 必ず実行時のパフォーマンスをプロファ イ リ ングして く
ださい。

ハードウェア、 オペレーティング システム、
およびネッ トワークのリソースのチューニ
ング

以下の節では、 ハード ウェア、 オペレーティング システム、 およびネッ ト ワー
クをチューニングする際に考慮すべき要因について説明します。

ハード ウェアをチューニングする

オペレーティング システムをチューニングする

ネッ ト ワークのパフォーマンスをチューニングする

詳細については、 次の URL にある 『BEA WebLogic Server パフォーマンス  
チューニング ガイ ド』 の 「ハード ウェア、 オペレーティング システム、 および
ネッ ト ワーク  パフォーマンスのチューニング」 を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/perform/HWTuning.html

パフォーマンスのボトルネック

デプロイ メン トにおける  WebLogic Integration のパフォーマンスを最適化するに
は、 以下のハード ウェア リ ソースが互いに会話する方法を理解しておく必要が
あ り ます。 パフォーマンスのボ トルネッ クは、 これらのハード ウェア リ ソース
が適切にチューニングされていないこ とが原因で発生します。
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ハードウェアをチューニングする

デプロイ メン トにおける  WebLogic Integration のパフォーマンスを最適化するに
は、 以下のハード ウェアの要因を検討します。

負荷の平均時とピーク時に許容範囲のパフォーマンス  レベルで WebLogic 
Integration を実行するために必要なマシンの台数 （とマシンごとの CPU 
数）。

ス ト レージの種類、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 および許容できるサイズ。

RDBMS のパフォーマンスを高めるには、 よ り高速なディ スクを使用します。

平均時とピーク時の負荷を許容範囲のパフォーマンス  レベルで処理するため
に必要なメ イン メモ リの容量。

オペレーティング システムをチューニングする
デプロイ メン トにおける  WebLogic Integration のパフォーマンスを最適化するに
は、 以下のオペレーティング システムの要因を検討します。

コンフ ィグレーシ ョ ン可能なファ イル記述子の制限

ユーザ プロセス用のメモ リ割り当て

表 6-3  パフォーマンスのボトルネック

ハードウェア リソース ボトルネック

CPU スループッ トが不十分なため、 ページングやスワッピングが頻発する。

メモ リ システム メモ リが不十分なため、 ページングやスワッピングが頻発す
る。

ネッ ト ワーク  リ ソース 大量のネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クを処理するだけの帯域幅が不十分で
ある。 ネッ ト ワークの衝突が頻発する。

ディ スク  I/O およびコン
ト ローラ

大量の I/O 要求を処理するだけの容量が不十分である。
WebLogic Integration ソリューシ ョ ンのデプロイメン ト 6-35



6 パフォーマンスのチューニング
コンフ ィグレーシ ョ ン可能な TCP チューニング パラ メータ

コンフ ィグレーシ ョ ン可能なスレッ ド処理モデルの設定

vmstat、 mpstat、 netstat、 iostat などのモニタ  ツールの使用

Windows NT/2000 でコンフ ィグレーシ ョ ン可能な TCP の
チューニング パラメータ

Windows NT または Windows 2000 を搭載したサーバの場合、
TcpTimedWaitDelay パラ メータをデフォルト値の 240 秒ではなく、60 秒に設定
するこ とをお勧めします。 このパラ メータは Windows レジス ト リにあ り、
regedit utility (regedit.exe) を使用して変更、 編集するこ とができます。 この
エン ト リは次の場所にあ り ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip\Parameters

デフォルトでは、 このエン ト リは存在しません。

TcpTimedWaitDelay では、 TCP が終了した接続を解放し、 その リ ソースを再利
用できるまでに必要な経過時間を定義します。 接続の終了から解放までの期間
は、 TIME_WAIT ステート、 または 2MSL ステート と呼ばれます。 この間は、 新し
い接続を確立するよ り も非常に低いコス トで、 ク ライアン トやサーバへの接続を
再開できます。

RFC 793 では、ネッ ト ワーク上にあるセグメン トの最大有効期間の少なく と も  2 
倍以上の間 （2MSL）、 TCP は終了した接続を維持する必要があ り ます。 接続が解
放される と、 そのソケッ トの組み合わせと  TCP 制御ブロッ ク （TCB） を使用し
て、 別の接続をサポートできます。 デフォルトで、 MSL は 120 秒に定義されて
いるので、 この値は MSL の 2 倍、 つま り  4 分になり ます。 ただし、 レジス ト リ  
エン ト リ を使用して、 この間隔をカスタマイズできます。

このエン ト リの値を小さ くする と、 終了した接続がよ り早く解放されるため、 新
しい接続に対して提供される リ ソースが増えます。 ただし、 この値を小さ く しす
ぎる と、 接続が完了する前に接続リ ソースが解放されるこ とがあ り ます。 この場
合、 接続を再確立するためには、 追加リ ソースが必要になり ます。

注意 : 通常、 このエン ト リ値を超えるまで、 終了した接続が解放されるこ とは
あ り ません。 ただし、 TCP 制御ブロ ッ ク （TCB） の範囲外で接続が行わ
れている場合には、 この期間を過ぎる前に TCP は接続を解放できます。
システムで作成される  TCB 番号は、MaxFreeTcbs のパラ メータ値で示さ
れます。
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Windows NT/2000 システムをモニタする
パフォーマンス  モニタ （perfmon.exe） を使用する と、 すべてのシステム リ
ソースおよびタスク  マネージャ （CPU、 メモ リ、 スレッ ドなど） をモニタでき
ます。

Solaris のスワップ領域をコンフ ィグレーシ ョ ンする
ヒープやスレッ ド限度が小さすぎるあんど、 スワ ップ場所が不十分な場合、 メモ
リ不足エラーを発生するこ とがあ り ます。

Solaris ネッ トワークをチューニングする
Solaris システムにおけるネッ ト ワークのチューニング方法については、 次の 
URL にある  WebLogic Server プラ ッ ト フォームに関するページを参照してくだ
さい。

http://e-docs.bea.com/wls/platforms/sun/index.html

Solaris システムをモニタする
Solaris システムをモニタする際の推奨コマンドを次の表で示します。

モニタ対 使用コマンド

メモ リ使用率 vmstat

CPU 利用率 mpstat 5. （このコマンドを使用する と、 CPU 使用率の他に、 プロセッ
サごとのコンテキス トの切り替わり回数も表示される）。 CPU の合計使用
率を表示するには、 sar コマンドを使用する。

Disk I/O iostat

Network I/O netstat -sP tcp. このコマンドは、 各種 TCP パラ メータをモニタする
際に使用する。
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ネッ トワークのパフォーマンスをチューニングする

デプロイ メン トにおける  WebLogic Integration のパフォーマンスを最適化するに
は、 ネッ ト ワークで高いパフォーマンスを実現するための以下の要件を検討しま
す。

WebLogic Integration およびアーキテクチャ内の他の層 （ク ライアン ト接続
やデータベース接続など） への接続用の十分なネッ ト ワーク帯域幅

LAN/WAN の十分なスループッ ト

ネッ ト ワーク  パフォーマンスを最適化するためのコンフ ィグレーシ ョ ン可能
なオペレーティング システムの設定

ピーク時の負荷を処理できるだけの十分な容量

データベースのチューニング

デプロイ メン トにおける  WebLogic Integration のパフォーマンスを最適化するに
は、 基盤となる リ ソースを最大限に活かす必要があ り ます。 WebLogic 
Integration は、実行時の処理を行うためやアプリ ケーシ ョ ン  データの永続性を保
証するためにデータベース  リ ソースに深く依存しています。 以下の節では、
WebLogic Integration デプロイ メン ト内のデータベースのチューニング方法につ
いて説明します。

一般的なデータベース  チューニングの注意点

Oracle データベースをチューニングする

Microsoft SQL Server データベースをチューニングする

Sybase データベースをチューニングする

これらの節には、 WebLogic Integration のパフォーマンスを最適化する作業を行
う場合に検討すべき問題からなるチェッ ク リ ス ト を用意してあ り ます。 特定の
データベース製品についての詳しい手順については、 各製品の適切なマニュアル
を参照して ください。
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一般的なデータベース チューニングの注意点
以下の節では、 デプロイ メン トのさまざまなパラ メータおよび機能の設定を調整
するこ とでデータベースのパフォーマンスを最適化する方法について説明しま
す。

オープンしているカーソル

ディ スク  I/O の最適化

データベースのサイズ変更とテーブル スペースの編成

チェッ クポイン ト

データベースの互換性

データベースのモニタ

オープンしているカーソル

一般的に、 複数のカーソルを使用するこ とで、 並行して実行する処理を増やす
（1 つのオープン カーソルが更新を実行する間に、 別のオープン  カーソルが挿入
を実行するなど） こ とができますが、 データベース  サーバが対応できる最大
カーソル数には限度があ り ます。 この最大プールは、 データベース  サーバのす
べてのセッシ ョ ンおよび接続で共有されます。 1 つの接続で使用するカーソルが
多すぎた場合、 他の接続でカーソルが不足するため、 データベースのパフォーマ
ンス とシステムのスケーラビ リ ティが低下します。 データベース  サーバが対応
できる最大オープン カーソル数および同時接続ユーザ数の平均値から、 システ
ムに適した値を見積もるこ とができます。 その他に、 カーソルのオープン時間を
最小限に抑える という方法もあ り ます。

ディスク  I/O の最適化
ディ スク  I/O の最適化は、 主要なデータベース  チューニング パラ メータの中で
スループッ ト と スケーラビ リ ティに直接関連するものです。 最速のディ スクで
も、 アクセス速度はメモ リ  アクセスよ りはるかに低速です。 できる限り、 ディ
スク  アクセス数を最適化します。 一般に、 I/O のブロ ッ ク /バッファ  サイズを大
き くする とディ スク  アクセス数が減るので、 プロダクシ ョ ン環境で大きな負荷
がかかった場合の実質的なスループッ トが向上する可能性があ り ます。
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推奨設定については、 後述するデータベースのチューニングに関する節で該当す
るデータベースの説明を参照して ください。

データベースのサイズ変更とテーブル スペースの編成
データベースの負荷を複数のディ スク間で分散する と、 ディ スクの過負荷を防い
だり、 過負荷の発生回数を抑えたりできます。 データベースのパフォーマンスを
最適化する手順は次のとおりです。

頻繁にアクセスが行われるテーブルと索引は、 異なるディ スク上に置きま

す。 このメカニズムは、 データベースによって異なり ます。 データベースの
保存構造については、 ローカル データベースの管理ガイ ドを参照して くださ
い。

たとえば、 各ワークフロー インスタンス とその子は、 WORKFLOWINSTANCE 
テーブル内の行を作成します。 これらのテーブルは、 挿入および更新処理用
に最適化する必要があ り ます。 このテーブルでの削除処理は、 WebLogic 
Integration Studio を通じてバッチ処理されます。 ワークフロー インスタンス
を削除するためのバッチ削除処理については、 削除処理に対応できるよ う
に、 十分なサイズを持つロールバッ ク  セグメン ト をコンフ ィグレーシ ョ ンし
ます。

やり直しログ、 アーカイブ ログ、 およびデータベース  テーブルをそれぞれ
別のディ スクに置きます。

一部のデータベースでは、 Raw ディ スク  I/0 と標準ファイルシステム I/0 の
どちらかを選択できます。 通常、 Raw ディ スク  I/O を選択する と、 書き込み
パフォーマンスが向上します。 一方、 ファ イルシステム  I/O を選択する と、
OS レベルのキャ ッシングが実行されるため、 読み込みパフォーマンスが向
上します。 このため、 OLTP アプリ ケーシ ョ ンでは、 Raw ディ スク  I/0 を使
用するこ とをお勧めします。 ファ イルシステム  I/O は、 意思決定支援アプリ
ケーシ ョ ンで使用してください。 Raw I/O を使用する場合は、 データベース  
バッファのキャ ッシュ  サイズを増やして、 OS レベルのキャ ッシング不足を
補う必要があ り ます。

チェ ックポイン ト

チェッ クポイン トは、 不要なキャ ッシュ  データを定期的にク リーン アップする
ための機能です。 チェッ クポイン トの実行時には、 I/O アクティ ビティおよび使
用されるシステム リ ソースが増加します。 チェッ クポイン ト を頻繁に実行する
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と、 ディ スク上のデータの整合性は増しますが、 データベースのパフォーマンス
は低下します。 多くのデータベース  システムにはチェッ クポイン トの機能があ
り ますが、 すべてのデータベース  システムがユーザレベルの制御を提供してい
る訳ではあ り ません。 たとえば、 Oracle の場合、 システム管理者はチェッ クポイ
ン トの頻度を設定できますが、 ユーザは SQLServer 7.X のチェッ クポイン トは制
御できません。 推奨設定については、 使用しているデータベースの製品マニュア
ルを参照して ください。

データベースの互換性

推奨されているバージ ョ ンのク ライアン トおよびサーバのみを使用します。 サ
ポート されているデータベースのリ ス トについては、 使用している  WebLogic 
Integration のリ リースの 『WebLogic Integration リ リース  ノート 』 にあるソフ ト
ウェア要件を参照してください。

データベースのモニタ

データベース使用の以下の面をモニタします。

ディ スクの空き容量－データベース用の領域が不足しないよ うにシステムを
モニタします。 主要なテーブル （WORKFLOWINSTANCE など） は、 十分な領域
が割り当てられているこ とをモニタする必要があ り ます。 領域のデフラグメ
ンテーシ ョ ンのために定期的なテーブルの再編成をスケジューリ ングし、
ディ スクの空き領域を確保します。

パフォーマンス－データベースに付属しているプロファ イ リ ングまたはモニ
タ  ツールを使用して、 ボ トルネッ クを識別したり、 パフォーマンスをチュー
ニングするための推奨設定を取得したりするこ とができます。

Oracle データベースをチューニングする
この節では、 Oracle 8.1.7 のパフォーマンスのチューニング方法について説明し
ます。
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V$ テーブル
Oracle 8.1.7 には V$ テーブルと呼ばれる一連の動的パフォーマンス  ビューが搭
載されているため、 ユーザは SQL クエ リ を使用してシステム統計をモニタでき
ます。 このと き、 ユーザは SYS または SYSTEM ユーザと してデータベースにログ
インするか、 これらの動的ビューにアクセスするための管理者権限が必要です。
これらの動的ビューについては以下の節で説明します。 動的ビューの詳細につい
ては、 Oracle 管理者ガイ ドおよびチューニングガイ ドを参照して ください。

初期化パラメータ

初期化パラ メータ  ファ イル （init.ora） には、 Oracle サーバの初期化パラ メー
タ とその値が記述されています。

Windows NT/2000 の場合、 このファ イルのパスは次のとおりです。

 d:\oracle\admin\sid\pfile\init.ora

このパス名において、 d:\oracle はインス トール先のディ レク ト リで、 sid is 
データベースのインスタンス  ID です （例 : 
d:\Oracle\admin\hsundb\pfile\init.ora）。

このファ イルは、 PROCESSES = 100 のよ うに、 属性と値の組み合わせで編成さ
れます。

ファ イルを変更する前に、 必ずバッ クアップを作成してください。 変更内容を反
映するには、 サーバを再起動する必要があ り ます。

サーバの再起動後、 このファ イルが変更されているこ とを確認してください。 確
認を行うには、 SQL 文または SQL*Plus コマンドを使用します。 パラ メータ とそ
の値は、 動的パフォーマンス  ビュー V$PARAMETER に保存されます。

PROCESSES パラ メータに対して行われた変更の有効性は、 次のクエリ を使用し
て検証します。 属性名は、 小文字で指定して ください。

SELECT name, value FROM v$parameter WHERE name = ‘processes’

あるいは、SQL*Plus シェルで SHOW PARAMETERS parameter_name コマンドを使
用します。 たとえば、 次のコマンド、

SHOW PARAMETERS “parameter”

は、 次のクエ リ と同様の機能があ り ます。

SELECT name, value FROM v$parameter WHERE name LIKE ‘%parameter%’;
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パラ メータを完全に理解した うえで、 パラ メータ値を変更してください。 パラ
メータの詳細については、 Oracle のマニュアルを参照して ください。

共有プールのサイズ

共有プールは、 Oracle サーバのシステムグローバル領域 （SGA） の重要な部分
です。 SGA は共有メモリ構造のグループで、 Oracle データベース  インスタンス
に関するデータ と制御情報が格納されます。 複数のユーザが同時に同一インスタ
ンスに接続する と、 そのインスタンスの SGA 内のデータがユーザ間で共有され
ます。

SGA の共有プール部分では、 2 つの主要領域であるライブラ リ  キャ ッシュ と
ディ クシ ョナリ  キャ ッシュにデータが格納されます。 ラ イブラ リ  キャ ッシュに
は、 SQL 関連の情報および制御構造 （例 : 解析済みの SQL 文、 ロ ッ ク） が格納
されます。 ディ クシ ョナリ  キャ ッシュには、 SQL 処理に必要なメ タデータが格
納されます。

ほとんどのアプリ ケーシ ョ ンにおいて、 共有プールのサイズは Oracle システム
のパフォーマンスに重要な影響を及ぼします。 共有プールが小さすぎる場合、
サーバは限られた使用可能領域の管理のためにリ ソースを確保する必要があ り ま
す。 Oracle ではさまざまなキャ ッシュの並行管理に制限があるため、 CPU リ
ソースが消費されて、 リ ソースの競合が発生します。 使用する ト リガや保存手順
が多いほど、 大きな共有プールが必要です。

HARED_POOL_SIZE 初期化パラ メータでは、 共有プールのサイズをバイ ト単位で
指定します。 プロダクシ ョ ン システムの場合、 この値を 9MB 以上にするこ とを
お勧めします。 75MB の共有プールを必要とするシステムも珍し くあ り ません。
共有プール内の空き容量をモニタするには、 次のクエ リ を使用します。

SELECT * FROM v$sgastat
WHERE name = 'free memory' AND pool = 'shared pool';

共有プール内に常に空き容量がある場合、 プール サイズを増やしてもほとんど
メ リ ッ トはあ り ません。 また、 共有プールが一杯だから といって、 必ず問題が発
生する とは限り ません。 一旦共有プール内に格納されたデータは補助記憶装置に
移すこ とができます。 アプ リ ケーシ ョ ンとデプロイ メン トの要件は異なる場合が
あるため、 特定のデプロイ メン トおよびアプリ ケーシ ョ ンにも とづいて、 この値
を設定する必要があ り ます。
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最大オープン カーソル

Oracle サーバ内のすべてのリ ソースが 1 つの接続によって占有されるのを防ぐた
め、 システム管理者は OPEN_CURSORS 初期化パラ メータを使用して、 接続ごとに
最大オープン カーソル数を制限できます。 このパラ メータのデフォルト値は、
WebLogic Server や WebLogic Integration などのシステムでは小さすぎます。175 
から  255 の範囲内で値を指定するこ とをお勧めします。 カーソル情報は、 次のク
エリ を使用してモニタできます。

SELECT name, value FROM v$sysstat
WHERE name LIKE 'opened cursor%';

最大プロセス数

多くのオペレーティング システムでは、 Oracle サーバに接続するたびに、 接続
に対するシャ ド ウ  プロセスが発生します Oracle サーバが対応できる最大プロセ
ス数は、 同時接続ユーザ数および Oracle サーバによって使用されるバッ クグラ
ウンド  プロセス数によって決ま り ます。 多くの並行処理をサポートする必要の
あるシステムの場合、 デフォルト値では小さすぎます。 200 から  255 の範囲内の
値を指定するこ とをお勧めします。 固有の情報については、 Oracle 管理者ガイ ド
を参照して ください。 このパラ メータの現行設定は、 次のクエリ を使用して確認
できます。

SELECT name, value FROM v$parameter WHERE name = 'processes';

データベースのブロック  サイズ

ブロ ッ クは、 Oracle システムにデータを保存する際の基本単位で、 I/O の最小単
位です。 1 つのデータ  ブロ ッ クは、 ディ スク上にある物理データベース領域の特
定バイ ト数に対応しています。 ブロ ッ クに関するこの概念は、 Oracle RDBMS 固
有のものです。 基盤となるオペレーティング システムのブロ ッ ク  サイズと混同
しないでください。 このブロ ッ ク  サイズは物理的な記憶域に影響を与えるため、
この値を設定できるのはデータベースの作成時に限られます。 データベースの作
成後は変更できません。

WebLogic Integration リ ポジ ト リの特徴とアクセス  パターンから想定する と、
WebLogic Integration で使用するデータベースを作成する際、 ブロ ッ ク  サイズを 
8K にするこ とをお勧めします。 このパラ メータの現行設定は、 次のクエ リ を使
用して確認できます。

SELECT name, value FROM v$parameter WHERE name = 'db_block_size';
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一般的なブロ ッ ク  サイズの利点と欠点を以下の表に示します。

システム管理者向けのオプシ ョ ンをチューニングする

この節で説明するチューニング手順は、 該当するシステムに精通したシステム管
理者またはユーザが実行する必要があ り ます。

警告 : この節で説明するチューニング オプシ ョ ンすべてを使用してもパ
フォーマンスが向上する とは限り ません。 経験的アプローチでパラ メー
タ値を指定しなければならない場合があ り ます

SNP プロセス

デフォルトで、 Oracle サーバにはスケジュール済みのタスクを実行するための
バッ クグラウンド処理がいくつか作成されています。 これらのタスクは、 Job 
Queue 機能または Advanced Replication 機能を使用した場合にのみスケジュール
できます （詳細は、 Oracle のマニュアルを参照）。 これらの Oracle 機能を使用し

ブロック
サイズ

利点 欠点

2K-4K (小容量
)

同一ブロッ ク上で複数のト ランザク
シ ョ ンが動作する場合、 ブロ ッ クの
競合が減少する。 データベースの列
が小さい場合やランダム アクセス
の回数が多い場合に適する。

I/O のオーバヘッ ドが比較的大きい。
列のサイズによっては、 各ブロ ッ クに保存
できる列の数が少なくなる。

8K (中容量 ) 列のサイズが中く らいの場合、 1 回
の I/O で複数の列をバッファ  キャ ッ
シュに取り込むこ とができる。

ブロ ッ ク  サイズが小さい場合には、
1 つの列しか取り込むこ とができな
い

ブロ ッ ク  サイズが大き く、 小さい列にラン
ダム アクセスを行う場合、 Oracle バッファ  
キャ ッシュ内の領域が無駄になる。 たとえ
ば、ブロ ッ ク  サイズが 8KB で列のサイズが 
50 バイ トの場合、 ランダム アクセスを行う
と、 バッファ  キャ ッシュ内の 7,950 バイ ト
が使用されない。

16K-32K (大容
量 )

オーバヘッ ドが比較的少ないため、
多くのデータ保存領域を確保でき
る。 順次アクセスを行う場合や列の
サイズが大きい場合に適する。

索引のリーフ ブロッ クで競合が多く発生す
るため、 大容量ブロ ッ クは OLTP タイプの
環境で使用される索引ブロ ッ クには適さな
い。
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ない場合は、 バッ クグラウンド処理はリ ソースを無駄に消費します。 これらのプ
ロセスを、 実際に必要になるまで無効にするには、 init.ora ファ イルを変更し
ます。

init.ora ファ イルで以下のセクシ ョ ンをコ メン ト行にするのが、 最も安全な方
法です。

# The following parameters are needed for the Advanced Replication 
#Option

#job_queue_processes = 4
#job_queue_interval = 10 

ソート領域のサイズ

ソート領域を拡張する と、 クエ リの実行時にメモリ内でソート を実行できるた
め、 大容量データのソート処理のパフォーマンスが向上します。 どの時点におい
ても、 各接続で使用されるソート領域は 1 つしかないため、 ソート領域の拡張は
重要です。 init.ora パラ メータのデフォルト値は、 通常 6 ～ 8 個のデータ  ブ
ロ ッ クのサイズになり ます。 OLCP 処理の場合は、 この値で十分ですが、 意思決
定支援処理、 大容量データの一括処理、 および大容量の索引関連処理 （索引の再
作成など） の場合は、 この値を増やす必要があ り ます。 これらのタイプの処理を
実行する際、 次の init.ora パラ メータをチューニングしてください （現行で
は、 8K のデータ  ブロ ッ クが設定されている）。

sort_area_size = 65536
sort_area_retained_size = 65536 

テーブルの物理記憶域パラメータ

挿入、 更新、 削除処理によって、 データベース  テーブルのサイズは拡張および
縮小されます。 テーブルが拡張される と追加 I/O が発生するため、 データベース
の処理速度は低下します。 このため、 予想されるアクセス数および使用パターン
に応じて、 各テーブルの物理記憶域のパラ メータを設定する必要があ り ます。 し
たがって、 パラ メータは、 主に、 テーブルを使用するアプリ ケーシ ョ ン次第で決
まるこ とにな り ます。 通常、 Oracle システムで使用されているデフォルト値のま
までも特に支障はあ り ませんが、 パラ メータをチューニングするこ とで、 パ
フォーマンスを飛躍的に向上させるこ とができるインスタンスが数多くあ り ま
す。 この作業は、 Oracle RDBMS に精通した DBA のエキスパートが実行して く
ださい。 以下の節では、 スキーマ オブジェク トに共通する保存域パラ メータの
中でも特に CREATE TABLE コマンドにとって重要なパラ メータについて説明しま
す。 これらのパラ メータの推奨値については、 このマニュアルでは扱いません
（詳細については、 Oracle マニュアルまたは DBA を参照）。 こ こでは、 問題点を
事前にチェッ クする際に便利なパラ メータ と クエ リ をいくつか紹介します。
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INITRANS and MAXTRANS

ト ランザクシ ョ ンによってブロ ッ クに変更が加えられる と、 ブロ ッ クのヘッ
ダにフラグが付けられます。 ト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト時に、 このフラグ
は削除されます。 フラグによってブロ ッ ク内の領域が使用されるため、 ト ラ
ンザクシ ョ ンのフラグが増える とデータの保存領域が減り ます。 フラグがな
い場合、 ト ランザクシ ョ ンはブロ ッ クへの変更が許可されず、 処理を待機す
る必要があ り ます。 Oracle では、 ユーザがテーブルごとにブロ ッ ク当たりの
フラグ数を制御できます （更に細かい制御を行う こ とができるテーブルもあ
り ますが、 そのよ うな制御については、 このマニュアルでは扱わない）。
NITRANS パラ メータを使用する と、 各ブロ ッ クに割り当てる初期フラグ数を
指定できます （最小値は 1）。 MAXTRANS で指定した数まで、 フラグを追加で
きます。 空きフラグがない場合、 ト ランザクシ ョ ンはブロ ッ ク されます。 ト
ランザクシ ョ ンがブロ ッ ク される と、 デッ ド ロ ッ クが発生する可能性が高く
な り ます （つま り、 ト ランザクシ ョ ンは処理を完了できず、 ロ ッ ク された リ
ソースが解放されるまで待機する）。 MAXTRANS のデフォルト値は 255 です
が、 次のクエ リ を使用して、 OLTP に含まれるテーブルに適した値がパラ
メータに指定されているかを確認して ください。

SELECT owner, table_name, ini_trans, max_trans, FROM all_tables;

各ワークフローはアプリ ケーシ ョ ンのライフサイクルの中で一連の ト ランザ
クシ ョ ンを WORKFLOWINSTANCE に対して実行するので、 これらの設定はアプ
リ ケーシ ョ ンが同時に複数のワークフローに関与する場合に重要とな り ま
す。

MINEXTENTS and MAXEXTENTS

これらのパラ メータによって、 テーブルの拡張および縮小が制御されます。
拡張テーブルは、 任意の数のデータ  ブロ ッ クから構成されます （「データ
ベースのブロ ッ ク  サイズ」 を参照）。 これらのパラ メータによって、 テーブ
ルの作成時に割り当てられる拡張テーブルの数 （テーブルのサイズは、
MINEXTENTS で指定されている値よ り小さ くはできない）、 および 1 つのテー
ブルに割り当てられる拡張ブロ ッ クの最大数が制御されます。 通常、 テーブ
ルを作成する際に、 次の設定オプシ ョ ンを使用します。

CREATE TABLE foo (col1 number, col2 date)

STORAGE (MINEXTENTS 1 MAXEXTENTS UNLIMITED);

これらのパラ メータ値を確認するには、 次のクエリ を使用します。

SELECT owner, table_name, min_extents, max_extents

FROM all_tables;
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MAXEXTENTS で UNLIMITED オプシ ョ ンを指定する と、 クエ リによって返され
る値が非常に大きな整数 （2147483645 など） とな り ます。

Redo ログをスワップする

回復処理をサポートするため、 Oracle RDBMS に対して実行されるすべての処理
は、 Redo ログに記録されます （特定の処理に対するロギングが明示的に無効に
なっている場合を除く）。 時間の経過と と もに、 ログ内の情報量が増え、 最終的
には処理のパフォーマンスに影響を与え始めます。 回復処理はバッ クアップデー
タを使用して実行できるため、 データベースのバッ クアップを実行した直後は、
Redo ログ内の情報は必要なくな り ます。 このため、 バッ クアップ後に不要に
なった情報をク リーン アップして 新しい Redo ログを開始し、 システム パ
フォーマンスを回復するこ とをお勧めします。 この処理を実行するには、 次の 
SQL コマンドを使用します。

ALTER SYSTEM SWITCH LOGFILE

Redo ロギング、 Redo ログと ログ グループの管理、 および RDBMS のバッ ク
アップの最適な実行方法の詳細については、 Oracle のマニュアルを参照して くだ
さい。

テーブルの再編成

SQL 処理 （OLTP および Bulk） によってテーブルが拡張または縮小される際、
テーブルの保存領域が断片化する場合があ り ます。 これによってパフォーマンス
が低下するため、 領域のギャップを回収してテーブル データをひとま とめにす
るユーザ介入処理が必要になり ます。 通常、 この処理はテーブルの再編成と呼ば
れます。 Oracle 8.1.7 には、 この処理をサポートする機能が組み込まれていない
ため、 ユーザはこの処理を手動で行う必要があ り ます。 推奨手順に従って、 デー
タベースのバッ クアップ直後に、 この処理を実行して ください。 テーブル foo 
の再編成手順は、 次のとおりです。

1. 次の SQL 文を使用して、 テーブルをコピーします。

    CREATE TABLE foo_bkup AS SELECT * FROM FOO;

これは新しいテーブルで、 回収する領域がないため、 データのコピー処理に
よって、 データの再編成が実行されます。

2. 次の SQL 文を使用して、 旧テーブルを削除します。

     DELETE TABLE foo;

3. 新しいテーブル名を、 次の SQL 文を使用して旧テーブル名に変更します。
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     RENAME foo_bkup TO foo

プロセスの各手順には、 DDL 文 （CREATE TABLE、 DROP TABLE など） が含まれ
ます。 DDL statements are not transactional in Oracle. 厳密には、 DDL 文は完全に
独立した ト ランザクシ ョ ンの中で実行されます。 このため、 テーブルの再編成中
は ROLLBACK コマンドは実行されません。

Microsoft SQL Server データベースをチューニン
グする

次の表では、 Microsoft SQL Server データベースに固有のパフォーマンス  チュー
ニング パラ メータについて説明します。 パラ メータの詳細については、
Microsoft SQL Server のマニュアルを参照してください。

Sybase データベースをチューニングする
次の表では、 Sybase データベースに固有のパフォーマンス  チューニング パラ
メータについて説明します。 パラ メータの詳細については、 Sybase のマニュア
ルを参照して ください。

表 6-4  Microsoft SQL Server データベースのチューニング パラメータ

パラ メータ 推奨設定

Tempdb tempdb を高速の I/O デバイスに格納する。

回復間隔 perfmon によって I/O が増加する場合は、 回復間隔を長く
する。

I/O ブロ ッ ク  サイズ 2Kb よ り大きな I/O ブロ ッ ク  サイズを使用する。

表 6-5  Sybase データベースのパフォーマンス チューニング パラメータ

パラ メータ 推奨設定

回復間隔 回復間隔を短くする と、 チェッ クポイン ト処理が多くなる
ので、 I/O 処理が増える。
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I/O ブロッ ク  サイズ 2KB よ り大きな I/O ブロ ッ ク  サイズを使用する。

最大オンライン エ
ンジン

対称マルチプロセッサ （SMP） 環境のエンジン数を制御す
る。 Sybase では、 CPU 数から  1 を引いた数に設定するこ と
を推奨している。

表 6-5  Sybase データベースのパフォーマンス チューニング パラメータ  (続き )

パラメータ 推奨設定
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A WebLogic Integration クライアン
ト  アプリケーシ ョ ンのデプロイメ
ン ト

WebLogic Integration には、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンの開発に役立つアプ
リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタフェース （API） が備わっています。
WebLogic Integration API が使用されているク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンで
は、 WebLogic Integration ク ラスのインポート、 エンタープライズ JavaBean 
(EJB) の検索などができます。

この節では、 WebLogic Integration ク ライアン トのデプロイ メン ト を正常に行う
ために役立つ情報を提供します。

JAR ファイル

ク ライアン トの CLASSPATH で、 次の JAR ファ イルを指定します。

%BEA_HOME%\integration\lib\wliclient.jar － EJB リモート  インタ
フェース、 ホーム ク ラス、 API を公開した EJB に対する署名ク ラスを格納
します。

%BEA_HOME%\integration\lib\wlicommon.jar －サーバおよびクライアン
トに共通のクラスを格納します。

こ こで、 BEA_HOME は、 WebLogic Platform がインス トールされれているディ レ
ク ト リ を表す環境変数です。
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A WebLogic Integration クライアン ト  アプリケーシ ョ ンのデプロイメン ト
要件および推奨事項

ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンをデプロイする場合は、 前の節の説明に従って 
JAR ファ イルを指定する他、 以下の要件および推奨事項も考慮してください。

ク ライアン トが簡単な Java アプリ ケーシ ョ ンである場合は、 システムの 
CLASSPATH で wliclient.jar and wlicommon.jar を指定できます。

WebLogic Integration と同じ  Java 仮想マシン （JVM） を実行するエンタープ
ライズ アプリ ケーシ ョ ンをデプロイする場合は、 manifest ク ラスパスに JAR 
ファ イルを指定する必要があ り ます。

J2EE 仕様に、 ク ラスの補助 JAR ファ イルを必要とするこ とを明示するコン
ポーネン トに対して、 Class-Path エン ト リが用意されています。 作成した
アプリ ケーシ ョ ンに対して、 JAR または WAR ファ イルを作成する場合、 必
要な JAR ファ イルを参照する  Class-Path 要素と と もにマニフェス ト ファ イ
ルも組み込みます。 この manifect ファ イルの使い方については、 次の URL 
にある 『WebLogic Server 開発者ガイ ド』 の 「WebLogic Server J2EE アプリ
ケーシ ョ ン ク ラスローディング」 を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/programming/classlo
ading.html

これは必須要件ではあ り ませんが、 WebLogic Integration と  WebLogic 
Integration ク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンが別々の JVM で実行されるデプ
ロイ メン ト  シナリオでは、 wliclient.jar ファ イルおよび wlicommon.jar 
ファ イルを、 manifest Class-Path で指定するこ とをお勧めします。 これら
の JAR ファ イルを  manifest Class-Path でリ ス トするこ とによ り、 両方のアプ
リ ケーシ ョ ンが完全に独立して実行できるこ とを保証できます。

JAR ファ イルは、 サーバと ク ライアン トで同一バージ ョ ンを維持する必要が
あ り ます。

BPM ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンの開発方法については、 『BPM ク ライアン
ト  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング』 を参照して ください。
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この節では、 ソース  アダプタをク ラスタ内のサーバを起動した後でデプロイす
る方法について説明します。 ク ラスタ  デプロイ メン トの設定および起動に関す
る情報、 WebLogic Integration ド メ インでデフォルトでデプロイ されるアダプタ
については、 第 3 章 「ク ラスタ  デプロイ メン トのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参
照して ください。

ク ラスタでサーバを起動後、 以下の方法のいずれかを使用して リ ソース  アダプ
タをデプロイするこ とができます。

weblogic.Deployer コマンド ライン ユーティ リ ティの使用法

WebLogic Server Administration Console の使用法

 weblogic.Deployer コマンド ライン ユー
ティ リテ ィの使用法

weblogic.Deployer ユーティ リ ティは、 Java ベースのデプロイ メン ト ツールで、
WebLogic Server デプロイ メン ト  API に対するコマンド ライン インタフェースを
提供します。 詳細は、 『WebLogic Server 開発者ガイ ド』、 「WebLogic Server デプ
ロイ メン ト 」 の 「デプロイ メン ト  ツールおよび手順」 を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/programming/deploying
.html
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サンプル DBMS アダプタのデプロイ
次の例では、WebLogic Integration ソフ ト ウェアに付属のサンプルの DBMS アダ
プタを MyCluster とい う ク ラスタにデプロイする方法を例示します。 このク ラス
タには、 MyServer1 と  MyServer2 とい う  2 つの管理対象サーバが含まれていま
す。 次の表では、 ク ラスタ  コンフ ィグレーシ ョ ンについて説明します。

次のコマンドを使って、 この例のク ラスタに DBMS アダプタをデプロイします。

注意 : このコードは、 1 つのコマンドを表します。 この例では複数の行に分け
て読みやすく してあ り ます。 ただし、 実際のコマンド ラインでは 1 行で
入力されます。

コード  リス ト  B-1   DBMS アダプタのデプロイメン トに使用する、
weblogic.Deployer コマンド ライン

java -classpath WL_HOME\lib\weblogic.jar weblogic.Deployer
-adminurl t3://127.0.0.5:7005 -user username -password password
-upload -stage
-source WLI_HOME\adapters\dbms\lib\BEA_WLS_DBMS_ADK.ear
-name BEA_WLS_DBMS_ADK
-targets BEA_WLS_DBMS_ADK.rar@MyCluster,
BEA_WLS_DBMS_ADK_Web.war@MyCluster,
BEA_WLS_DBMS_ADK_EventRouter.war@MyServer1
-activate
 

上記のコマンド  ラ インの説明 :

-adminurl －ク ラスタ内の管理サーバの URL を指定します。

-user －管理サーバが認証に使用するユーザ名を指定します。

サーバ名 サーバの種類 リスン アドレス : ポート

MyAdmin 管理サーバ 127.0.0.5:7005

MyServer1 Managed Server 127.0.0.1:7001

MyServer2 管理対象サーバ 127.0.0.1:7002
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-password －管理サーバが認証に使用するユーザ名を指定します。

-upload － EAR ファ イルを管理サーバにアップロード します。 管理サーバ
で weblogic.Deployer ユーティ リ ティを実行する場合は、 このオプシ ョ ン
は省略可能です。 ただし、 weblogic.Deployer ユーティ リ ティ を管理サー
バで実行しない場合は、 このオプシ ョ ンは必須です。

-stage － WebLogic Server デプロイ メン ト機能に対して、 すべての管理対
象サーバに対する  EAR ファ イルのステージングをサーバの起動前に実行す
るよ う指示します。

-source －リ ソース  アダプタ用の ERA ファ イルの場所を指定します。
(WLI_HOME は、 WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト リ を表
します （例 : C:\bea\weblogic700\integration）。

-name －リ ソースアダプタ用のエンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンの名前を
指定します。 アダプタの論理名と同じ名前です。 これは、 リ ソース  アダプタ  
の一意の識別子です。

-targets －先にアダプタに対して定義しておいた ERA ファ イルに格納され
ているサブコンポーネン ト を指定する。

これは、 サブコンポーネン トのカンマ区切り リ ス トです （リ ス トにあるアイ
テム間にスペースがないこ とに注意）。 2-32 ページの 「アダプタのデプロイ」
で説明したよ うに、 サンプル アダプタ用イベン ト  ルータ  WAR ファ イルは、
ク ラスタ内の 1 つのノードにデプロイする必要があ り ます。 このサンプル コ
マンドは、 RAR と設計時 W ｅ ｂ  アプリ ケーシ ョ ンがク ラスタにデプロイさ
れるこ と、 また、 EventRouter Web アプリ ケーシ ョ ンは所定の管理対象サー
バにデプロイ メン ト されるこ とを指定します。

-activate －このド メ インでアプリ ケーシ ョ ンを起動します。
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WebLogic Server Administration Console 
の使用法

1. 管理サーバと  Administration Console を起動します。

a. 管理サーバを起動するには、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカ
スタマイズ』、 「はじめに」 の 「WebLogic Integrationの起動」 を参照して
ください。

b. コンソールを起動するには、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカ
スタマイズ』、 「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 の
「WebLogic Server Administration Console の起動」 を参照して ください。

2. Administration Console のナビゲーシ ョ ン ツ リーで、 アダプタをデプロイす
る ド メ インの [ アプリ ケーシ ョ ン ] ノードを選択します。

[Domain_Name｜デプロイ メン ト｜アプリ ケーシ ョ ン ]

3. [新しい Application のコンフ ィグレーシ ョ ン ] をク リ ッ ク します。

メ イン コンソール ウ ィンド ウに WebLogic Server ウ ィザードが表示されま
す。 ウ ィザードに従って、 アダプタのデプロイ メン ト  プロセスを進めます。

4. WebLogic Server と併用する  EAR、 WAR、 JAR、 または RAR ファ イルを見
つけます。 たとえば、 WebLogic Integration ソフ ト ウェアに付属の、 サンプ
ルの DBMS アダプタをデプロイする場合は、 次のディ レク ト リにある  
BEA_WLS_DBMS_ADK.ear ファ イルを選択します。

 WLI_HOME\adapters\dbms\lib\BEA_WLS_DBMS_ADK.ear

こ こで、 WLI_HOME は、 WebLogic Integration をインス トールしたディ レク ト
リ、 たとえば、 C:\bea\weblogic700\integration を表します。

注意 : アプリ ケーシ ョ ンまたはコンポーネン トのディ レク ト リ を展開した形
でコンフ ィグレーシ ョ ンする と、 WebLogic Server は、 指定された
ディ レク ト リ内およびそのディ レク ト リ下にあるすべてのコンポーネ
ン ト をデプロイします。
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WebLogic Server Administration Console の使用法
5. ウ ィザードのプロンプ トに従って、 コンフ ィグレーシ ョ ンおよびデプロイ メ
ン ト を完了します。 たとえば、 ターゲッ ト と ステージング モードを指定する
必要があ り ます。 詳細は、 B-1 ページの 「weblogic.Deployer コマンド ライン 
ユーティ リ ティの使用法」 の -targets と  -stage オプシ ョ ンを参照して く
ださい。

WebLogic Server Administration Console を使用してアプリ ケーシ ョ ンをデプロイ
する方法の詳細については、 次の URL にある 『Adminstration Console オンライ
ン ヘルプ』、 「アプ リ ケーシ ョ ン」 の 「コンフ ィグレーシ ョ ンおよびデプロイ メ
ン ト  タスク」 を参照してください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/ConsoleHelp/applicati
ons.html
WebLogic Integration ソリューシ ョ ンのデプロイメン ト B-5



B リソース アダプタのデプロイ
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